




おお車車ににはは定定期期的的にに点点検検・・交交換換がが必必要要なな部部品品（（エエンンジジンンオオイイルル、、タタイイヤヤ、、ブブレレーーキキパパッッドド、、
ホホーースス類類等等））ががあありり、、そそのの点点検検はは法法にによよりり義義務務付付けけらられれてておおりりまますす。。安安心心ししてて快快適適ににおお乗乗
りりいいたただだけけるるよようう点点検検整整備備をを必必ずず実実施施ししててくくだだささいい。。



ごご愛愛用用のの皆皆様様にに

カワサキ車をお買いあげいただきあ
りがとうございます。

この取扱説明書には、お買いあげい
ただいたお車の正しい取り扱い方、安
全な運転の仕方、簡単な整備の方法等
について説明してあります。

より快適に、より安全にお乗りいた
だくために、この取扱説明書を是非お
読みください。また、メンテナンス
ノート、セーフティハンドブックも是
非お読みください。

なお本書の内容は、仕様変更などに
より実際と異なる場合がありますの
で、あらかじめご了承ください。 最
新の情報は、カワサキウェブサイトの
オンライン取扱説明書から閲覧可能で
す。

[取扱説明書]
https://pws. ktivs. net/dispeBook?
file=99817-0132&manual_kind=
OM&lang_code=JA&mark=ZX1002RV

https://pws.ktivs.net/dispeBook?file=99817-0132&manual_kind=OM&lang_code=JA&mark=ZX1002RV
https://pws.ktivs.net/dispeBook?file=99817-0132&manual_kind=OM&lang_code=JA&mark=ZX1002RV
https://pws.ktivs.net/dispeBook?file=99817-0132&manual_kind=OM&lang_code=JA&mark=ZX1002RV


同乗者用シート裏側にある車両情報
ラベル右側のQRコードを読み取ること
で、お車の情報をご確認いただけま
す。

A. 車両情報ラベル
B. QRコード

アアドドババイイスス
○ QRコードは、株式会社デンソーウェー

ブの登録商標です。

お車の受け取りの際には、お買いあげ
いただきましたカワサキ正規取扱店よ
り「取扱説明書」「メンテナンスノー
ト」「セーフティハンドブック」　を
受け取り、下記の説明を必ず受けてく
ださい。

● お車の正しい取り扱い方について
● 保証の内容と保証期間について
● 保証書の発行方法について
● 初回点検について
● 日常点検、定期点検整備について
● 車両の確認とお受け取りの署名につ
いて

● 車を譲られる場合、次の方にこの取
扱説明書およびメンテナンスノート
をお渡しください。

● 仕様の変更等により図や内容が一部
実車と異なる場合がありますので、
ご了承ください。

● この車は、運転者を含めて2名まで
乗車できます。

● この車は排出ガス規制適合車です。



本書では正しい取り扱い方法および
点検・整備に関する重要な事項を、次
のシンボルマークで示しています。

危危険険
取取りり扱扱いいをを誤誤っったた場場合合、、死死亡亡ままたたはは
重重大大なな傷傷害害にに至至るる可可能能性性がが大大ききいい
とと想想定定さされれるる場場合合をを示示ししてていいまますす。。

警警告告
取取りり扱扱いいをを誤誤っったた場場合合、、死死亡亡ままたたはは
重重大大なな傷傷害害にに至至るる可可能能性性がが想想定定ささ
れれるる場場合合をを示示ししてていいまますす。。

注注意意

取取りり扱扱いいをを誤誤っったた場場合合、、物物的的損損害害のの
発発生生がが想想定定さされれるる場場合合をを示示ししてていいまま
すす。。

アアドドババイイスス
○ 製品の操作や整備に関連して知って

おいていただきたいこと、知っておくと
便利なことを説明しています。

カワサキモータース株式会社
株式会社カワサキモータースジャパン

© 2026 カワサキモータース株式会社 2025. 4. 14 (1)
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10 安全運転のために

安安全全運運転転ののたためめにに

ここここににああげげたた項項目目はは日日常常のの走走行行上上非非
常常にに基基本本的的ななももののでですす。。ここれれららののここととをを
守守っってて安安全全運運転転おおよよびび上上手手ななオオーートトババ
イイ操操作作をを心心ががけけままししょょうう。。

車を購入された当初は、いろいろ注
意をはらって運転しますが、少し慣れ
てくるとこれらの注意を忘れがちにな
り、事故を起こす場合があります。

車に乗るとき、いつも心がけねばな
らない重要な注意事項を書いた“安全
項目ラベル”が車に貼ってあります。
これらの注意をいつもお守りくださ
い。

運転する前に
● 取取扱扱説説明明書書ををよよくく読読んんででくくだだささいい。。

車の取り扱いをよくご存じの方も、
この車特有の構造や取り扱い方があ
りますので、この説明書を必ずお読
みください。
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● 日日常常点点検検をを必必ずず行行っっててくくだだささいい。。
車は常に清潔に手入れをし、定めら
れた点検整備を必ず行いましょう。
日常点検については、メンテナンス
ノートの “日常点検”をご覧くださ
い。

● 定定期期点点検検をを必必ずず行行っっててくくだだささいい。。
定期点検については、メンテナンス
ノートの “定期点検”をご覧くださ
い。

● ガガソソリリンンのの補補給給はは、、必必ずずエエンンジジンンをを止止
めめ、、火火気気厳厳禁禁でで行行っっててくくだだささいい。。
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● 排排出出ガガススににはは、、一一酸酸化化炭炭素素等等のの有有害害
なな成成分分がが含含ままれれてていいまますす。。エエンンジジンン
始始動動、、暖暖機機運運転転はは、、風風通通ししのの良良いい場場
所所でで行行っっててくくだだささいい。。

服装
● 運転者と同乗者は、必ずヘルメット

を着用してください。これは、法令
でも定められています。
– ヘルメットは正しくかぶり、あ

ごひもを確実に締めてくださ
い。

– ヘルメットは二輪車用でPSCマー
クのあるものを必ずお選びくだ
さい。頭にしっくり合って、圧
迫感のないものをお選びくださ
い。

● ヘルメットにはフェースシールドを
取り付けてください。取り付けでき
ないときは、ゴーグルを使用してく
ださい。

● 手袋を着用してください。手袋は、
摩擦に強い皮製のものが適していま
す。

● 可能な限り身体の各部（胸、肩、背
中、ひじ、ひざ等）を保護する機能
のあるライディングウェアを着用し
てください。または、身体各部を保
護するプロテクタを装着してくださ
い。
– 身体の露出が少ない長ズボンと

長袖のジャケットを着用してく
ださい。疲労を少なくし、万一
の転倒時には身体を保護しま
す。
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– 動きやすい服を着用してくださ
い。

– すその広がったズボンや袖口の
広い服は、ブレーキやクラッ
チ、チェンジ操作の邪魔になり
思わぬ事故の原因にもなります
ので避けてください。

– 被視認性の観点から、明るく目
だつ色の動きやすい服を着用し
てください。

● 靴は、ブレーキ操作やチェンジ操作
のしやすいものを着用してくださ
い。また、くるぶしまで覆う、足に
あったサイズのものを選んでくださ
い。

警警告告
● ヘヘルルメメッットトはは正正ししくく着着用用ししててくくだだささ

いい。。正正ししくく着着用用ししてていいなないいとと、、事事故故
のの際際、、死死亡亡ままたたはは重重大大なな傷傷害害にに
至至るる可可能能性性がが高高くくななりりまますす。。

● 運運転転者者とと同同乗乗者者はは乗乗車車時時、、ヘヘルル
メメッットト、、保保護護具具おおよよびび保保護護性性のの高高
いい服服をを必必ずず着着用用ししててくくだだささいい。。
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荷物を積むときは
● 荷物を積んだときは、積まないとき

にくらべて操縦安定性が変わりま
す。荷物を積むときは、““積積みみ過過ぎぎ
なないい””、、““荷荷物物ををししっっかかりりとと固固定定すするる””等
充分注意して、安全に走行してくだ
さい。

乗り方
● 走行中は、運転者は両手でハンドル

を握り、両足をステップに置いてく
ださい。

● 同乗者には、両手で体をしっかり固
定させ、両足は必ず、同乗者用ス
テップに乗せさせてください。

● この車の乗車定員は2名です。な
お、次の運転者は法令により2人乗
りすることはできません。
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一一般般道道路路
免許取得後1年未満の運転者

高高速速道道路路
免許取得後3年未満の運転者、20歳

未満の運転者、または2人乗り運転が
禁止されている区間
● 急急激激ななハハンンドドルル操操作作やや片片手手運運転転はは

横横すすべべりりやや転転倒倒のの原原因因ととななりりまますす。。
絶絶対対ににおおややめめくくだだささいい。。

駐車するときは

警警告告
可可燃燃物物近近くくででのの運運転転、、駐駐車車はは、、火火災災
のの原原因因ととななるる可可能能性性ががあありりまますす。。背背
のの高高いい植植物物、、枯枯れれ木木、、枯枯れれ葉葉、、等等のの
可可燃燃物物ががママフフララ等等のの排排気気系系部部品品にに
触触れれるるよよううなな場場所所でで、、アアイイドドリリンンググしし
たたりり駐駐車車ししたたりりししなないいででくくだだささいい。。

警警告告
エエンンジジンンやや排排気気系系統統はは運運転転中中やや停停
止止後後ししばばららくくのの間間はは高高温温ののたためめ、、やや
けけどどををおおここすす可可能能性性ががあありりまますす。。
● エエンンジジンンやや排排気気系系統統ににはは触触れれなな

いいででくくだだささいい。。
● 駐駐車車すするるととききはは交交通通のの邪邪魔魔にになならら

なないい、、安安全全なな場場所所でで他他のの方方ががママフフ
ララ、、エエンンジジンンにに触触れれるるここととののなないい
場場所所にに駐駐車車ししててくくだだささいい。。
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● 車は水平でしっかりとした地面の場
所に駐車してください。やむをえず
傾斜地や柔らかい地面等の不安定な
場所に駐車するときは、車の転倒、
動き出しのないよう、安全処置に充
分留意してください。

● 交通の邪魔にならない安全な場所に
駐車してください。

● エンジン回転中や停止後しばらくの
間はマフラ、エンジンに触れないで
ください。

● マフラ、エンジンが熱くなっていま
す。他の方が触れることのない場所
に駐車してください。やむをえず子
供が遊ぶ施設や人通りの多いところ
に駐車するときは、他の方がマフ
ラ、エンジンに触れないように配慮
してください。
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洗車後や水たまりを走行したときは
● 洗車後や水たまりを走行した後は、

ブレーキの効きが悪くなる場合があ
ります。

● ブレーキの効きが悪いときは、周囲
の交通状況に充分注意して低速で走
行しながら、ブレーキの効きが回復
するまでブレーキを軽く作動させ
て、ブレーキの湿りを乾燥させてく
ださい。

タイヤ
● 異なった種類のタイヤを使用した

り、指定サイズ以外のタイヤを使用
することは、車の走行安定性に悪影
響を及ぼしますので使用しないでく
ださい。

調整
● 自己流のエンジン調整、部品の取り

外しは行わないでください。エンジ
ンの調整はカワサキ正規取扱店にお
まかせください。
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触媒装置
● この車のマフラには、触媒装置が内

蔵されています。この触媒装置の働
きによって排出ガスに含まれる一酸
化炭素（CO）、炭化水素（HC）、窒
素酸化物（NOｘ）の有害物質の排出
量を低減します。
触媒装置の適切な使用のため、下記
の注意点をご確認ください。

改造
● 車車のの構構造造やや機機能能にに関関係係すするる改改造造はは、、

操操縦縦性性をを悪悪化化ささせせたたりり、、排排気気音音をを大大
ききくくししたたりり、、ひひいいててはは車車のの寿寿命命をを縮縮めめ
るるここととににななりりまますす。。

● 車車をを改改造造すするるここととはは法法律律にに触触れれるるここ
ととはは勿勿論論、、他他のの人人へへのの迷迷惑惑行行為為ととなな
りりまますす。。

● 他他ののママフフララををここのの車車にに取取りり付付けけまますす
とと、、排排出出ガガスス規規制制にに適適合合ししななくくななるる可可
能能性性ががあありりまますす。。ママフフララをを交交換換すするる
場場合合ははカカワワササキキ正正規規取取扱扱店店ににごご相相
談談くくだだささいい。。

● ママフフララににはは、、カカワワササキキ純純正正部部品品をを表表
わわすす““KKaawwaassaakkii””ママーーククがが刻刻印印さされれてて
いいまますす。。

A．KKaawwaassaakkiiマーク
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警警告告
可可燃燃物物近近くくででのの運運転転、、駐駐車車はは、、火火災災
のの原原因因ととななるる可可能能性性ががあありりまますす。。背背
のの高高いい植植物物、、枯枯れれ木木、、枯枯れれ葉葉、、等等のの
可可燃燃物物ががママフフララ等等のの排排気気系系部部品品にに
触触れれるるよよううなな場場所所でで、、アアイイドドリリンンググしし
たたりり駐駐車車ししたたりりししなないいででくくだだささいい。。

警警告告
エエンンジジンンやや排排気気系系統統はは運運転転中中やや停停
止止後後ししばばららくくのの間間はは高高温温ののたためめ、、やや
けけどどををおおここすす可可能能性性ががあありりまますす。。
● エエンンジジンンやや排排気気系系統統ににはは触触れれなな

いいででくくだだささいい。。
● 駐駐車車すするるととききはは交交通通のの邪邪魔魔にになならら

なないい、、安安全全なな場場所所でで他他のの方方ががママフフ
ララ、、エエンンジジンンにに触触れれるるここととののなないい
場場所所にに駐駐車車ししててくくだだささいい。。

昼間もヘッドライトオン
● この車は、エンジンが始動してエン

ジンスタート／ストップスイッチを
放すと、ヘッドライトが点灯するデ
イライトシステム（昼間点灯システ
ム）を採用しています。

注注意意

● イイググニニシショョンンススイイッッチチががOONNのの位位置置
ののまままま、、ままたたははエエンンジジンン始始動動後後、、
アアイイドドリリンンググ状状態態でで長長時時間間放放置置すす
るるとと、、ババッッテテリリああががりりのの原原因因ととななりり
まますす。。

● 車車かからら離離れれるるととききはは必必ずずスステテアアリリ
ンンググロロッッククををかかけけててくくだだささいい。。

カウリングの取り扱い上の注意
● 走行中は、カウリングと車体の間

に、物を置かないでください。ハン
ドル操作に悪影響を及ぼすおそれが
あります。
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● ブレーキ液、クラッチ液、ガソリ
ン、洗浄液等の化学物質が、スク
リーンやカウリング本体にかかる
と、損傷の原因となりますので注意
してください。

● スクリーンを洗浄する時は、表面を
傷つけないように、水またはぬるま
湯をかけながら、柔らかい布または
スポンジで拭いてください。
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主主要要諸諸元元

エエンンジジンン

エンジンオイル カワサキ純正4サイクルオイル（263ページを参照）

エンジンオイル量 4.7 L

冷却液量 2.9 L

スパークプラグ NGK SILMAR9E9

スパークプラグギャップ 0.8 ∼ 0.9 mm

フフレレーームム

タイヤサイズ：

前輪 120/70ZR17M/C (58W)

後輪 190/55ZR17M/C (75W)

燃料タンク容量（車体直立
状態）

19 L

ブレーキフルード DOT4

電電装装品品

バッテリ 12 V 8.6 Ah (10 HR)
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ヘッドライト：

ハイビーム LED

ロービーム LED

ポジションライト LED

コーナリングライト LED

ブレーキ／テールライト LED

ターンシグナルライト LED

ライセンスプレートライト LED

この車の灯火類にはLED（発光ダイオード）を採用しています。LEDライトが一
つでも点灯しない時は、カワサキ正規取扱店にご相談ください。
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ブブレレーーキキ／／テテーールルラライイトト
ブレーキ／テールライトは下記のように点灯します。

A．イグニションスイッチをオンにしたとき
B. ブレーキを使用したとき

イグニションスイッチをオンにしたとき、いくつかのＬＥＤは点灯しません
が、故障ではありません。

詳しい諸元の情報については、カワサキウェブサイトで最新情報をご確認くだ
さい。また、仕様は予告なく変更される場合があります。
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【主要諸元】
https://pws.ktivs.net/dispeBook?file=99888-0129-01&lang_code=JA

https://pws.ktivs.net/dispeBook?file=99888-0129-01&lang_code=JA
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各各部部のの名名称称

ZX1002P

1. バックミラー
2. スタータロックアウトスイッチ
3. DC電源ソケット
4. クラッチリザーバ
5. ETCインジケータ
6. メータユニット

7. ブレーキリザーバ（フロント）
8. クラッチレバー
9. グリップヒータスイッチ
10. 左ハンドルスイッチ
11. スプリング初期荷重アジャス

タ

12. 伸側減衰力アジャスタ
13. イグニションスイッチ／ステア

リングロック
14. 右ハンドルスイッチ
15. スロットルグリップ
16. フロントブレーキレバー
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ZX1002P

1. エアインテーク
2. ETCアンテナ
3. ヒューズボックス
4. 燃料タンクキャップ
5. 燃料タンク
6. エアクリーナ
7. シートロック
8. グラブレール

9. ETC車載器／ツールキット
10. リヤレーダセンサ
11. フロントレーダセンサ
12. フロントフォーク
13. コーナリングライト
14. サイドスタンドスイッチ
15. シフトペダル
16. サイドスタンド

17. 伸側減衰力アジャスタ
18. リヤショックアブソーバ
19. ドライブチェーン
20. チェーンアジャスタ
21. リヤステップ
22. ヘルメットロック
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ZX1002P

1. ライセンスプレートライト
2. ターンシグナルライト
3. ブレーキ／テールライト
4. USBソケット
5. 同乗者用シート
6. バッテリ
7. 運転者用シート
8. ヘッドライト

9. ブレーキディスク
10. ブレーキキャリパ
11. スプリング初期荷重アジャス

タ
12. ブレーキリザーバ（リヤ）
13. センタスタンド
14. リヤブレーキライトスイッチ
15. ブレーキペダル

16. 圧側減衰力アジャスタ
17. オイルレベル点検窓
18. 冷却液リザーブタンク
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ZX1002R

1. バックミラー
2. スタータロックアウトスイッチ
3. DC電源ソケット
4. クラッチリザーバ
5. ETCインジケータ
6. メータユニット
7. ブレーキリザーバ（フロント）
8. クラッチレバー

9. グリップヒータスイッチ
10. 左ハンドルスイッチ
11. イグニションスイッチ／ステアリングロック
12. 右ハンドルスイッチ
13. スロットルグリップ
14. フロントブレーキレバー
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ZX1002R

1. エアインテーク
2. ETCアンテナ
3. ヒューズボックス
4. 燃料タンクキャップ
5. 燃料タンク
6. エアクリーナ
7. シートロック
8. グラブレール

9. ETC車載器／ツールキット
10. リヤレーダセンサ
11. フロントレーダセンサ
12. フロントフォーク
13. コーナリングライト
14. サイドスタンドスイッチ
15. シフトペダル
16. サイドスタンド

17. リヤショックアブソーバ
18. ドライブチェーン
19. チェーンアジャスタ
20. リヤステップ
21. ヘルメットロック
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ZX1002R

1. ライセンスプレートライト
2. ターンシグナルライト
3. ブレーキ／テールライト
4. USBソケット
5. 同乗者用シート
6. バッテリ
7. 運転者用シート
8. ヘッドライト

9. ブレーキディスク
10. ブレーキキャリパ
11. ブレーキリザーバ（リヤ）
12. センタスタンド
13. リヤブレーキライトスイッチ
14. ブレーキペダル
15. オイルレベル点検窓
16. 冷却液リザーブタンク

17. 圧側減衰力アジャスタ
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ハイリーデュラブルペイント（一
部のカラーバリエーションのみ）
ハイリーデュラブルペイントには、

特殊な性質の塗料が使用されており、
日常使用での擦り傷の防止に効果があ
ります。
対対象象部部品品

A. 燃料タンクカバー
B. 燃料タンク

アアドドババイイスス
○ 修復は、場合によっては1週間程度か

かる可能性があります。
○ 硬貨やキー、ファスナーなど鋭利な物

による傷には効果がありません。
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エエンンジジンン番番号号・・車車台台番番号号

エンジン番号・車台番号は車の登録のために使われます。これらの番号はカワ
サキ正規取扱店に部品を注文する時に必要であり、盗難にあった場合、多くの同
機種の車、あるいはいくらか特徴の似ている車の中からあなたの車を捜し出す手
掛かりにもなります。

あなたの車のエンジン番号・車台番号を下記の欄に記入してください。

エンジン番号

A．エンジン番号

車台番号

A．車台番号
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メメーータタのの見見方方・・使使いい方方

メータユニット

1. 光度センサ
2. FCW／シフトアップインジケータ
3. ホーム画面
4. メニューモード画面
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起動

アアドドババイイスス
○ 車両が動き始めても、起動アニメー

ションは中断されません。ホーム画面
が表示されてから発進してください。

○ イグニションスイッチのオン／オフを繰
り返すと、メータユニットの起動に通常
より時間がかかる場合があります。

FCWインジケータ

FCWシステムが前方衝突の可能性を
検出すると、赤色警告インジケータと
画面上の警告メッセージが点滅しま
す。

A. FCWインジケータ

アアドドババイイスス
○ システムはブレーキをかけません。ブ

レーキをかける、車線を変更するなど
適切な操作で衝突を避けてください。

○ 特定の条件下では、システムが機能し
ない場合があります。注意事項、制限
事項などの詳細については「正しい運
転操作」の章、「フロントレーダアシス
ト」の項を参照してください(219ページ
を参照)。
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シフトアップインジケータ

A. シフトアップインジケータ

FCWインジケータはシフトアップイ
ンジケータとしても機能します。設定
したエンジン回転数になると点滅し、
シフトアップに最適なタイミングを運
転者に知らせます。この場合LEDは白
色に点滅します。

アアドドババイイスス
○ 設定したエンジン回転数になる少し前

からギヤポジションインジケータが点
滅し、シフトアップインジケータが点滅
している間はオレンジ色になります。

警警告告
● 道道路路前前方方をを充充分分にに注注意意ししてて運運転転

ししなないいとと事事故故ににつつななががるる可可能能性性がが
あありりまますす。。シシフフトトアアッッププイインンジジケケーー
タタにに気気をを取取らられれなないいよよううにに充充分分注注
意意ししててくくだだささいい。。

● 高高速速域域かからら低低いいギギヤヤににシシフフトトダダウウ
ンンすするるとと、、エエンンジジンンにに損損傷傷をを与与ええ
たたりり、、車車輪輪がが滑滑っってて事事故故ににつつなながが
るる可可能能性性ががあありりまますす。。低低いいギギヤヤへへ
ののシシフフトトダダウウンンはは各各ギギヤヤ共共にに55
000000回回転転以以下下でで行行っっててくくだだささいい。。
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設定方法
設定値を調整したり、機能をオフに

することもできます。「メニューモー
ド画面」の項を参照してください(83
ページを参照)。

光度センサ

メータユニットの照明は、周囲の明
るさに応じて自動調整されます。

アアドドババイイスス
○ 光度センサを覆ったり、影になるもの

を取り付けたりすると、自動調整機能
が正常に作動しない可能性がありま
す。

メータユニットの明るさの設定
● メータユニットの明るさを、手動で

3段階に調整できます。「メニュー
モード画面」の項を参照してくださ
い(94ページを参照)。

ホーム画面

ホーム画面にはメータユニットの全
ての機能を表示できます。いくつかの
要素は操作ボタンで切り替えることが
できます。

表示する要素が多いため、画面を3
つの範囲に分け「ホーム画面」の項で
順番に説明します。
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メニューモード画面

メニューモード画面は、車両の各種
機能を設定することができます。この
画面は1つのボタンでホーム画面から
切り替えることができ、この画面が表
示された状態で車両に乗ることができ
ますが、ホーム画面と比べると表示項
目が少なくなっています。

また、Kawasaki SPINアプリを使用
して、ワイヤレス接続されたスマート

フォンの一部のアプリをミラーリング
することもできます。
Kawasaki SPINアプリ

操作ボタン

メータを操作するためのハンドルの
ボタンは以下のとおりです。
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A. 上MODEボタン
B. ミドルボタン
C. 下MODEボタン
D. RESETボタン
E. Fnボタン
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ページ調整のため挿入した白紙です。
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インジケータ
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1. 緑色左ターンシグナルインジケータ

2. 緑色右ターンシグナルインジケータ

3. 青色ハイビームインジケータ

4. 緑色ニュートラルインジケータ

5. 黄色ABSインジケータ

6. 黄色エンジン警告インジケータ

7. 赤色油圧警告インジケータ

8. 白色クルーズコントロールインジケータ

9. 黄色KTRCインジケータ

10. 赤色水温警告インジケータ

11. 赤色バッテリ電圧警告インジケータ

12. 橙色燃料警告インジケータ
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警告インジケータが点灯または点滅したとき
警告インジケータが表示された場合、車両に問題がある可能性があります。安

全な場所に車両を停車した後、次の表の対応をしてください。

インジ
ケータ

状態 対応

点灯

油圧が低いとき、またはイグニションスイッチをオンにしたときに点
灯します。エンジン始動後も継続して点灯する場合は、エンジンを直
ちに停止し、エンジンオイルレベルを確認してください。エンジンオ
イルが不足している場合は補充してください。オイル量が正常でも点
灯する場合はカワサキ正規取扱店で点検をお受けください。

点灯

水温が約115°C以上になると点灯します。安全な場所に停車してエン
ジンを止め、エンジンが冷えてからリザーブタンクの冷却液の量を確
認してください。冷却液の量が不充分な場合は、リザーバタンクに冷
却液を補給してください。カワサキ正規取扱店で点検をお受けくださ
い。

点灯

バッテリ電圧が11.0 V以下または16.0 V以上になっています。11.0 V以
下の場合は、バッテリを充電してください。16.0 V以上の場合もしく
はバッテリを充電した後でも点灯する場合はカワサキ正規取扱店で点
検をお受けください。
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インジ
ケータ

状態 対応

点灯

特定の条件*1で点灯することがあります。インジケータが点灯した場
合は、一旦イグニションスイッチをオフにして、再度イグニションス
イッチをオンにした後、5 km/h以上の車速で走行するとインジケータ
は消灯します。ABSに問題がある場合は点灯し続けます。点灯中には
ABSは作動しませんが、通常のブレーキシステムは正常に作動しま
す。カワサキ正規取扱店で点検をお受けください。

点灯 FI（フューエルインジェクション）システムに問題があります。カワ
サキ正規取扱店で点検をお受けください。

点滅

点灯

点灯時、燃料タンクには燃料が約3.0L残っています。燃料を早めに補
給してください。サイドスタンド状態においては燃料計は燃料量を正
確に表示しません。車体を正立状態にして、燃料量の確認を行ってく
ださい。

点滅
燃料警告システムに問題があります。カワサキ正規取扱店で点検をお
受けください。
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*1： ● 連続して悪い路面を走行したとき。
● スタンドで後輪を持ち上げ、ギヤを入れた状態でエンジンを始動して、後輪
を回転させたとき。

● 前輪が地面から離れるような、急激な加速をしたとき。
● ABSが強力な電波障害を受けたとき。
● タイヤの空気圧が異常なとき。（空気圧を調整してください。）
● 標準とは異なるサイズのタイヤが使用されたとき。（標準タイヤを使用して
ください。）

● ホイールが変形しているとき。（ホイールを交換してください。）
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警告メッセージが表示されたとき
警告メッセージが表示されると、それらのシステムは無効になります。電子制

御システムに問題がある可能性があります。カワサキ正規取扱店にお問い合わせ
ください。

警告メッセージは表示を最小化できます。すべてのメッセージが最小化される
までRESETボタンを繰り返し押してください。

: RESETボタンを押したときの切り替わり方
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警告メッセージ 問題があるシステム

KKaawwaassaakkii TTRRaaccttiioonn CCoonnttrrooll ((KKTTRRCC))
システムの詳細はKTRCの項を参照してください。

パパワワーーモモーードド
システムの詳細はパワーモードの項を参照してくださ
い。

KKaawwaassaakkii EEnnggiinnee BBrraakkee CCoonnttrrooll ((KKEEBBCC))
システムの詳細はKEBCの項を参照してください。

KKaawwaassaakkii QQuuiicckk SShhiifftt ((KKQQSS))
システムの詳細はKQSの項を参照してください。

KKaawwaassaakkii LLaauunncchh CCoonnttrrooll MMooddee （（KKLLCCMM））
システムの詳細はKLCMの項を参照してください。

KKaawwaassaakkii EElleeccttrroonniicc CCoonnttrrooll SSuussppeennssiioonn ((KKEECCSS))
システムの詳細はKECSの項を参照してください。

カカワワササキキイインンテテリリジジェェンントトアアンンチチロロッッククブブレレーーキキシシスステテムム
（（KKIIBBSS))
システムの詳細はKIBSの項を参照してください。

KKaawwaassaakkii CCoorrnneerriinngg MMaannaaggeemmeenntt FFuunnccttiioonn ((KKCCMMFF))
システムの詳細はKCMFの項を参照してください。

アアダダププテティィブブククルルーーズズココンントトロローールル（（AACCCC））
システムの詳細はACCの項を参照してください。
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警告メッセージ 問題があるシステム

前前方方衝衝突突警警告告（（FFCCWW））
システムの詳細はFCWの項を参照してください。

後後方方死死角角検検知知（（BBSSDD））
システムの詳細はBSDの項を参照してください。

ビビーーククルルホホーールルドドアアシシスストト（（VVHHAA））
システムの詳細はVHAの項を参照してください。

ココーーナナリリンンググラライイトト
システムの詳細はコーナリングライトの項を参照して
ください。

オオーートトハハイイビビーームム（（AAHHBB））
システムの詳細はAHBの項を参照してください。

次の警告メッセージが表示された場合は、車両に問題がある可能性がありま
す。安全な場所に停車した後、次の表の対応をしてください。警告メッセージ
は、RESETボタンを押すことで最小化できます。
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警告メッセージ 対応

KIPASSがFOBキー（携帯機）を検出できないか、FOB
キー（携帯機）の電池が切れています。走行中にFOB
キー（携帯機）を紛失した場合、エンジンを再始動で
きない場合があります。KIPASSの項の手順に従ってく
ださい。

FOBキー（携帯機）の電池が弱っています。KIPASSの項
の手順に従ってFOBキー（携帯機）の電池を交換してく
ださい。

前輪のタイヤ空気圧が低下しています。空気圧を規定
値に調整してください。表示が消えない場合は、カワ
サキ正規取扱店にご相談ください。

後輪のタイヤ空気圧が低下しています。空気圧を規定
値に調整してください。表示が消えない場合は、カワ
サキ正規取扱店にご相談ください。

前輪のタイヤ空気圧センサの電池が弱っています。カ
ワサキ正規取扱店にご相談ください。

後輪のタイヤ空気圧センサの電池が弱っています。カ
ワサキ正規取扱店にご相談ください。

タイヤ空気圧監視システムに問題があります。カワサ
キ正規取扱店にご相談ください。
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その他のインジケータ

インジケータ 状態

ターンシグナルスイッチを左の方に入れると点滅します。

ターンシグナルスイッチを右の方に入れると点滅します。

ヘッドライトの照射をハイビーム（上向き）にすると点灯します。

トランスミッションがニュートラルのときに点灯します。

クルーズコントロールシステムをオンにすると点灯します。詳細は「正
しい運転操作」の章、「ACC」の項を参照してください（221ページを参
照）。

KTRCが作動しているときに点滅します。



50 メータの見方・使い方

インジケータ初期動作

イグニションスイッチをオンにする
と、次の表のとおり、インジケータが
点灯または消灯します。もし動作しな
い場合は、カワサキ正規取扱店で点検
をお受けください。

アアドドババイイスス
○ このとき、FCWインジケータ（赤）とシフ

トアップインジケータ（白）も数秒間点
灯します。同時に点灯するためピンク
色に見えます。

ON インジケータ

□ □ □

□ □ ■

□ ■ ■

ON: イグニションスイッチをオン
にしたとき

: 数秒後

: エンジン始動時
□: 点灯
■: 消灯
*: 車両が動き始めてから消灯
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ホーム画面（上部）

1. インテグレイテッドライディングモードインジケータ
2. ギヤポジションインジケータ
3. 車間距離インジケータ
4. ACCインジケータ
5. タコメータ
6. KQSインジケータ
7. KEBCインジケータ
8. マルチファンクションゲージ

–ブースト圧
–スロットル開度
–フロントブレーキ圧
–加速度／減速度
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インテグレイテッドライディングモード
インジケータ

使用中のライディングモードを表示
します。「正しい運転操作」の章、
「インテグレイテッドライディング
モード」の項を参照してください(207
ページを参照)(210ページを参照)。

ギヤポジションインジケータ

トランスミッションのギヤ位置を表
示します。ギヤがニュートラルのとき
は“N”を表示します。

アアドドババイイスス
○ ギヤポジションインジケータが表示さ

れていない場合、ギヤが正しく入って
いない可能性があります。

○ ギヤポジションインジケータはシフト
アップインジケータが作動すると点滅、
または色が変わります。「シフトアップ
インジケータ」の項を参照してください
(35ページを参照)。
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車間距離インジケータ

ACCによる車間距離の設定を3段階で
表示します。「正しい運転操作」の
章、「ACC」の項を参照してください
(221ページを参照)。

設定方法
「メニューモード画面」の項を参照

してください(86ページを参照)。

ACCインジケータ

ACCの状況を表示します。「正しい
運転操作」の章、「ACC」の項を参照
してください(221ページを参照)。
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タコメータ

毎分のエンジン回転速度を示しま
す。タコメータにはレッドゾーンがあ
ります。バーがレッドゾーンに入らな
いように運転してください。

注注意意

レレッッドドゾゾーーンンはは、、エエンンジジンンのの許許容容回回
転転速速度度をを超超ええるる領領域域をを示示ししたたもものの
でで、、レレッッドドゾゾーーンンにに入入るるよよううなな運運転転ああ
るるいいははレレッッドドゾゾーーンン内内ででのの運運転転はは、、
エエンンジジンン故故障障のの原原因因ととななりりまますすのの
でで、、そそののよよううなな運運転転ををししなないいよよううににおお
願願いいししまますす。。

A. レッドゾーン
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KQSインジケータ

メニューモード画面でKQSをオンに
すると表示します。「正しい運転操
作」の章、「KQS」の項を参照してく
ださい(248ページを参照)。

設定方法
「メニューモード画面」の項を参照

してください(84ページを参照)。

KEBCインジケータ

メニューモード画面でKEBCをオンに
すると表示します。「正しい運転操
作」の章、「KEBC」の項を参照してく
ださい(249ページを参照)。

設定方法
「メニューモード画面」の項を参照

してください(85ページを参照)。
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マルチファンクションゲージ

ブースト圧に加えて、フロントブ
レーキ圧、スロットル開度、加速度／
減速度のいずれかを表示することがで
きます。

設定方法
● 上MODEボタンまたは下MODEボタンを

押すと、カーソルが表示されます。
● 上MODEボタンまたは下MODEボタンで

マルチファンクションゲージにカー
ソルを合わせます。

: 上MODEボタンを押したときの切り替わり方
: 下MODEボタンを押したときの切り替わり方

● ミドルボタンを押すと、表示項目が
次の順序で切り替わります。
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: ミドルボタンを押したときの切り替わり方

マルチファンクションゲージ

ブースト圧／フロントブレーキ圧

ブースト圧／スロットル開度

ブースト圧／加速度と減速度

表示なし

● RESETボタンを押すとカーソルの選
択が解除されます。
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ホーム画面（中央部）

1. コーナリングライトインジケータ
2. AHBインジケータ
3. サービスインジケータ
4. ECO走行インジケータ
5. VHAインジケータ
6. スピードメータ
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コーナリングライトインジケータ

メニューモード画面でコーナリング
ライト（CL）機能をオンにするとイン
ジケータが点灯します。「各部の取り
扱い方」の章、「コーナリングライ
ト」の項を参照してください(159ペー
ジを参照)。

AHBインジケータ

AHBシステムをオンにするとインジ
ケータが点灯します。「正しい運転操
作」の章、「AHB」の項を参照してく
ださい(242ページを参照)。
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サービスインジケータ

この車にはメンテナンスに関する通
知機能を3種類（カワサキの標準設定
および個人で指定できるエンジンオイ
ル用とその他用）設定できます。

日付または距離が設定した値に達す
ると、イグニションスイッチをオンに
したときに、画面上にサービスインジ
ケータとサービス通知メッセージが表
示されるようになります。

サービス通知メッセージは30秒経過
後に非表示となります。

A. サービス通知メッセージ

設定方法
「メニューモード画面」の項を参照

してください(110ページを参照)。

ECO走行インジケータ

運転者が燃料消費を抑えた走行を
行っているときはECO走行インジケー
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タが表示され、低燃費走行であること
が確認できます。ECO走行インジケー
タが表示される運転を心がけること
で、燃料効率を高めることができま
す。

警警告告
EECCOO走走行行イインンジジケケーータタにに気気をを取取らられれ
過過ぎぎてて道道路路やや交交通通のの状状況況へへのの注注意意
をを怠怠るるとと、、死死亡亡やや傷傷害害ににつつななががるる事事
故故をを引引きき起起ここすす可可能能性性ががあありりまますす。。
常常にに広広いい視視野野ををももっってて運運転転ししててくくだだ
ささいい。。

VHAインジケータ

VHAシステムでブレーキをかけてい
るときにインジケータが点灯します。
システムがブレーキを解除する前に、
このインジケータは点滅します。「正
しい運転操作」 の章、 「VHA」 の項
を参照してください(247ページを参
照)。
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スピードメータ 走行中の速度を示します。法定速度
を守り安全走行してください。

アアドドババイイスス
○ 日本国内では、スピードメータの表示

をキロメートル（km/h）に合わせてくだ
さい。切り替え方法は「メニューモード
画 面」 の 項、 「表 示 単 位 の 設 定
（Units）」を参照してください(93ページ
を参照)。
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ホーム画面（下部）

1. マルチファンクションディスプレ
イ
–オドメータ
–トリップメータA/B
–リーン角
–最大リーン角
–タイヤ空気圧
–ブースト圧（%）
–ブースト温
–瞬間燃費
–平均燃費
–航続可能距離
–平均車速

–経過時間
–バッテリ電圧

2. 燃料計
3. KECSプリロードモードインジ

ケータ（装備モデル）
4. 外気温計
5. 機器接続インジケータ
6. 時計
7. 水温計
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マルチファンクションディスプレイ

車両の現在の状態に関する様々な情
報を表示することができます。

設定方法
● 上MODEボタンまたは下MODEボタンを

押すと、カーソルが表示されます。
● 上MODEボタンまたは下MODEボタンで

マルチファンクションディスプレイ
にカーソルを合わせます。 : 上MODEボタンを押したときの切り替わり方

: 下MODEボタンを押したときの切り替わり方

● ミドルボタンを押すと、表示項目が
次の順序で切り替わります。
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上段

オドメータ

トリップメータA

トリップメータB

リーン角

最大リーン角

タイヤ空気圧

ブースト圧

ブースト温

: ミドルボタンを押したときの切り替わり方

下段

瞬間燃費

平均燃費

航続可能距離

平均車速

経過時間

バッテリ電圧

: ミドルボタンを押したときの切り替わり方

● RESETボタンを押すとカーソルの選
択が解除されます。
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リセット方法
● 上記の手順でカーソルを表示し、リ

セットしたい項目をマルチファンク
ションディスプレイに表示させま
す。

リセットできる項目

トリップメータA/B

最大リーン角

平均燃費

平均車速

経過時間

● 数値がリセットされるまでRESETボ
タンを押し続けます。

: RESETボタンを押し続けたときの切り替わり
方

● リセットできる項目をすべてリセッ
トするには、マルチファンクション
ディスプレイの項目をリセットでき
ない項目に切り替え、カーソルを合
わせてください。

● “RESET ALL”と表示されるまでRESET
ボタンを長押しします。
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: RESETボタンを押し続けたときの切り替わり
方
: RESETボタンを押したときの切り替わり方

● ミドルボタンを押してリセットを完
了します。

: ミドルボタンを押したときの切り替わり方

オドメータ

総走行距離を表示します。定期点検
整備の目安となります。オドメータは
“0 km”に戻すことはできません。

アアドドババイイスス
○ 値は“999999 km”までカウントされ、以

降は固定されます。

トリップメータ
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リセットした時点からの走行距離を
表示します。

アアドドババイイスス
○ 値は“9999.9 km”を超えると“0.0 km”に

戻ります。

リーン角

車体の左右の傾き（リーン角）を表
示します。角度が大きいほどゲージが
増えます。

最大リーン角

リセット時点から最も大きい車体の
左右の傾き（最大リーン角）を表示し
ます。

タイヤ空気圧

タイヤの空気圧を表示します。約20
km/h以上の車速で走行すると表示しま
す。
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アアドドババイイスス
○ タイヤ空気圧は350 kPaまで表示する

ことができます。
○ 表示するタイヤ空気圧は実際の値と

多少異なる場合があります。ゲージ等
で測定した値と明らかに異なる場合
は、カワサキ正規取扱店にご相談くだ
さい。

○ 空気圧の点検、調整は「簡単な整備」
の章、「タイヤ」の項を参照してください
(274ページを参照)。

○ タイヤ空気圧センサは、電波を発生し
ます。ノイズが多い場所、または強力
な電波が存在する場所では、タイヤ空
気圧が正しく表示されない場合があり
ます。

ブースト圧（%）

エアインテークチャンバ内の過吸圧
（ブースト圧）をパーセントで表示し
ます。

ブースト温

エアインテークチャンバ内の過吸気
温（ブースト温）を表示します。
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瞬間燃費

走行中に瞬間の燃料消費率を表示し
ます。

アアドドババイイスス
○ 走行開始から数秒後に数値が表示さ

れます。

平均燃費

リセット時点からの平均の燃料消費
率を表示します。

アアドドババイイスス
○ 走行開始から数秒後に数値が表示さ

れます。

航続可能距離

燃料タンクの残量に基づいて航続可
能距離を表示します。

アアドドババイイスス
○ 燃料が充分にあるときは、数値の横に

「（＋）」が表示されます。
○ 燃料が少なくなり燃料シンボルが点滅

し始めた後、しばらく走行を続けると航
続可能距離は表示されなくなります。

○ 燃料を補給すれば燃料シンボルの点
滅は止まり、航続可能距離が表示され
るようになります。航続可能距離は、
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燃料残量が少ないときにも表示されま
すが、正確ではありません。

平均車速

リセット時点からの平均の車速を表
示します。

経過時間

イグニションスイッチをオンにして
いる間に経過した時間を表示します。

アアドドババイイスス
○ 値は“99:59”（99時間59分）までカウント

され、以降は固定されます。

バッテリ電圧

現在のバッテリ電圧を表示します。

アアドドババイイスス
○ 表示する値は実際の電圧と多少異な

る場合があります。電圧計等で測定し
た値と明らかに異なる場合は、カワサ
キ正規取扱店にご相談ください。
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燃料計

燃料タンクの残量がセグメントの数
で表示されます。

アアドドババイイスス
○ 燃料警告インジケータが点灯すると、

燃料計（燃料シンボルとセグメント1つ）
が点滅します。

○ 燃料計全体が点滅してる場合は、燃
料計系統に問題があります。カワサキ
正規取扱店で点検をお受けください。

KECSプリロードモードインジケータ
（すべてのモデルで使用できるわけでは
ありません。）

使用中のKECSプリロードモードを表
示します。「正しい運転操作」の章、
「KECS」の項を参照してください(216
ページを参照)。
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外気温計

周囲の気温を表示します。−20 ∼ 60°
Cの範囲で表示します。

アアドドババイイスス
○ 外気温センサが濡れたり、車速が20

km/h以下の場合は正しく表示されな
い場合があります。車速が20 km/h以
下の場合、外気温計の値は変化しま
せん。

警警告告
キキーーOONN時時にに外外気気温温がが33°°CC以以下下にに
ななっってていいたた場場合合、、““IICCEE””警警告告がが表表示示ささ
れれてて路路面面がが凍凍結結ししてていいるる可可能能性性がが
ああるるここととををおお知知ららせせししまますす。。警警告告がが
表表示示さされれたた場場合合、、路路面面状状況況にに特特にに
注注意意ししてて運運転転ししててくくだだささいい。。

アアドドババイイスス
○ この警告メッセージは外気温が4°Cに

上昇すると解除されます。
○ 警告メッセージはRESETボタンを押す

ことで表示を最小化できます。
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: RESETボタンを押したときの切り替わり方

機器接続インジケータ

スマートフォンやヘルメットヘッド
セットが車両に接続されている場合、
インジケータが表示されます。

A. メールインジケータ
B. ヘルメット／ヘッドセット接続インジケータ
C. スマートフォン接続インジケータ
D. バッテリ残量インジケータ
E. 電波強度インジケータ

メールインジケータ
SMSまたはMMSを受信したときに表示

されます。
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ヘルメット／ヘッドセット接続インジケータ
ヘルメットまたはヘッドセットを車

両に接続すると表示されます。

A. 1つのヘルメットまたはヘッドセット接続時
B. 2つのヘルメットまたはヘッドセット接続時

スマートフォン接続インジケータ
スマートフォンを車両に接続すると

表示されます。

A. ブルートゥース®接続時
B. 無線LANとブルートゥース接続時
C. 無線LAN接続時

アアドドババイイスス
○ Bluetooth®のワードマークおよびロゴ

は、Bluetooth SIG, Inc.が所有する登
録商標です。

○ 周囲の温度が60°Cを超えると、無線
LANおよびブルートゥースは切断され
ます。

バッテリ残量インジケータ
接続しているスマートフォンのバッ

テリ残量を表示します。

電波強度インジケータ
接続しているスマートフォンの電波

強度を表示します。
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A. 電波が強い
B. 電波がない

水温計

冷却液の温度を表示します。水温が
40°C以下の場合は“−−−”と表示され、数
値は表示されません。

水温が上昇して115°Cを超えると数
値が点滅し、120°C以上になると“Hi”の

点滅表示に切り替わり、水温が高いこ
とを警告します。

A. 40°C以下
B. 115°C ∼ 119°C
C. 120°C以上

電話
スマートフォンとヘッドセットが

メータに接続されている場合は、電話
を受けることができます。
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A. 電話を受ける
B. 電話を切る

アアドドババイイスス
○ 通話中の音量は上下のMODEボタン

で調整ができます。

メニューモード画面
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基本操作

: ミドルボタンを押したときの切り替わり方
: RESETボタンを押したときの切り替わり方
: 上MODEボタンまたは下MODEボタンを押し
たときの切り替わり方

A. 選択項目の移動
B. 選択項目の移動
C. 次の画面に進む（決定）

D. 前の画面に戻る（キャンセル）
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アアドドババイイスス
○ メニューモードのどの画面でも、RESETボタンを押し続けるとホーム画面に戻ります。

: RESETボタンを押し続けたときの切り替わり
方
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アアドドババイイスス
○ 運転中にミドルボタンを押すと、スマー

トフォンに接続していればミラーリング
画面に切り替わります。

アアドドババイイスス
○ スマートフォンに接続していない場合

は警告メッセージが表示されます。

A. 警告メッセージ

凡例
右向き矢印状の記号

これらの記号がある場合は、ミドル
ボタンを押すことで、選択の決定や次
画面への移行ができます。
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左向き矢印状の記号

これらの記号がある場合は、RESET
ボタンを押すことで、選択のキャンセ
ルや前画面への移行ができます。

スライドスイッチ状の記号

A. オフ
B. オン

オン／オフを示す記号です。ミドル
ボタンを押して切り替えます。
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チェックボックス状の記号

A. 選択した項目

複数の選択肢を示す記号です。上
MODEボタンまたは下MODEボタンで項目
を選び、ミドルボタンを押して設定し
ます。

Kawasaki SPIN

アアドドババイイスス
○ Kawasaki SPIN機能を使用するには、

Kawasaki SPINアプリが必要です。詳
細は、Kawasaki SPINアプリの項を参
照してください(116ページを参照)。

スマートフォンと車両が接続されて
いる場合は、ここからKawasaki SPIN
アプリのミラーリングを開始できま
す。

Vehicle Settings
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Shift Lamp

シフトアップインジケータのオン／
オフを切り替えます。また、シフト
アップインジケータが作動するタイミ
ングも設定できます。

: ミドルボタンを押したときの切り替わり方
: RESETボタンを押したときの切り替わり方
: 上MODEボタンまたは下MODEボタンを押し
たときの切り替わり方
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Load Adjustment
（すべてのモデルで使用できるわけでは
ありません。）

KECSのプリロードセッティング値を
11段階の範囲で調整します。

: ミドルボタンを押したときの切り替わり方
: RESETボタンを押したときの切り替わり方
: 上MODEボタンまたは下MODEボタンを押し
たときの切り替わり方

KQS

KQSのオン／オフを切り替えます。
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: ミドルボタンを押したときの切り替わり方

KEBC

KEBCのオン／オフを切り替えます。

: ミドルボタンを押したときの切り替わり方

Cornering Lights

コーナリングライトのオン／オフを
切り替えます。

アアドドババイイスス
○ エンジンを停止している間は選択でき

なくなります。
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: ミドルボタンを押したときの切り替わり方

Auto Hi Beam

AHBのオン／オフを切り替えます。

: ミドルボタンを押したときの切り替わり方

Adaptive Cruise Control

ACCのオン／オフを切り替えます。
また、車間距離も3段階で調整できま
す。
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Near 近い

Medium 標準

Far 遠い

: ミドルボタンを押したときの切り替わり方
: RESETボタンを押したときの切り替わり方
: 上MODEボタンまたは下MODEボタンを押し
たときの切り替わり方

Forward Collision Warning

FCWのオン／オフを切り替えます。
また、FCWが作動するタイミングも3段
階で設定できます。

Early 早め

Medium 標準

Late 遅め
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: ミドルボタンを押したときの切り替わり方
: RESETボタンを押したときの切り替わり方
: 上MODEボタンまたは下MODEボタンを押し
たときの切り替わり方

Blind Spot Detection

BSDのオン／オフを切り替えます。

: ミドルボタンを押したときの切り替わり方

RIDER Mode Settings
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RIDER Mode

ライダモードのオン／オフを切り替
えます。

: ミドルボタンを押したときの切り替わり方

POWER

パワーモードを3段階で切り替えま
す。

モード 出力特性

F フルパワー

M ミドルパワー（約75%）

L ローパワー（約50%）
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: ミドルボタンを押したときの切り替わり方
: RESETボタンを押したときの切り替わり方
: 上MODEボタンまたは下MODEボタンを押し
たときの切り替わり方

KTRC

KTRCを3段階で切り替えます。ま
た、機能をオフにすることもできま
す。

モード システム介入頻度

1 少

2 中

3 多

OFF 介入なし
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: ミドルボタンを押したときの切り替わり方
: RESETボタンを押したときの切り替わり方
: 上MODEボタンまたは下MODEボタンを押し
たときの切り替わり方

KECS
（すべてのモデルで使用できるわけでは
ありません。）

KECSを3段階で切り替えます。

モード
サスペンションセッティン
グ

HARD 硬め、高荷重時や高速域用

NORMAL 標準レベル

SOFT
柔らかめ、軽荷重時や低速
域用
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: ミドルボタンを押したときの切り替わり方
: RESETボタンを押したときの切り替わり方
: 上MODEボタンまたは下MODEボタンを押し
たときの切り替わり方

KECS減衰力
（すべてのモデルで使用できるわけでは
ありません。）

ライダモードでは、前後サスペン
ションの減衰力セッティングを個別に
調整できます。

Fr フロントフォーク

Rr リヤショックアブソーバ
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COM 圧側減衰力

TEN 伸側減衰力

アアドドババイイスス
○ KECSの減衰力セッティングはHARD、

NORMAL、SOFTそれぞれで個別に保
存されます。

: ミドルボタンを押したときの切り替わり方
: RESETボタンを押したときの切り替わり方
: 上MODEボタンまたは下MODEボタンを押し
たときの切り替わり方

Settings

Brightness

画面の明るさを3段階で切り替えま
す。
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: ミドルボタンを押したときの切り替わり方
: RESETボタンを押したときの切り替わり方
: 上MODEボタンまたは下MODEボタンを押し
たときの切り替わり方

Background

画面の背景色を切り替えます。ま
た、自動モードに設定することもでき
ます。

: ミドルボタンを押したときの切り替わり方
: RESETボタンを押したときの切り替わり方
: 上MODEボタンまたは下MODEボタンを押し
たときの切り替わり方
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Date and Time (Date Format)

日付の表示方法を切り替えます。

: ミドルボタンを押したときの切り替わり方
: RESETボタンを押したときの切り替わり方
: 上MODEボタンまたは下MODEボタンを押し
たときの切り替わり方
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Date and Time (Set Date)

日付を設定します。

: ミドルボタンを押したときの切り替わり方
: RESETボタンを押したときの切り替わり方
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: ミドルボタンを押したときの切り替わり方
: RESETボタンを押したときの切り替わり方
: 上MODEボタンまたは下MODEボタンを押し
たときの切り替わり方

Date and Time (Time Format)

時計の表示方法を切り替えます。
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: ミドルボタンを押したときの切り替わり方
: RESETボタンを押したときの切り替わり方
: 上MODEボタンまたは下MODEボタンを押し
たときの切り替わり方

Date and Time (Set Time)

時計を設定します。
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: ミドルボタンを押したときの切り替わり方
: RESETボタンを押したときの切り替わり方

: ミドルボタンを押したときの切り替わり方
: RESETボタンを押したときの切り替わり方
: 上MODEボタンまたは下MODEボタンを押し
たときの切り替わり方

Connections (Mobile Devices)
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ブルートゥースによるスマートフォ
ンへの接続（ペアリング）の設定をし
ます。

: ミドルボタンを押したときの切り替わり方
: RESETボタンを押したときの切り替わり方

“Pair new mobile device”を選択する
と検索が開始されるので、機器のブ
ルートゥースをオンにします。車両と
機器が互いに検出すると、機器に
“Kawasaki001 ZXT02P” ま た は
“Kawasaki001 ZXT02R”が表示されま
す。選択すると、両方の画面にパス
キー（PIN）が表示されるので、両方
が同じであることを確認し、両方で接
続を承認します。
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: ミドルボタンを押したときの切り替わり方
: RESETボタンを押したときの切り替わり方
: 機器を検出したときの切り替わり方

通信が成立すると、機器の名称とア
イコンが表示されます。

A. 接続した機器の名称
B. 接続アイコン

アアドドババイイスス
○ 車両が機器を検知しない場合は、機

器をメータに近付けてください。
○ 車両には2つの設定を保存することが

できます。3つ目の機器を接続する場
合は、保存されているいずれかの設定
を削除する必要があります。

接続している機器を切り替えたり、
設定を削除する場合は機器名を選択
し、次の画面に進みます。
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: ミドルボタンを押したときの切り替わり方
: RESETボタンを押したときの切り替わり方

Disconnect/Connect

接続された機器の接続／切断を切り
替えます。
Delete

接続された機器の接続設定を削除し
ます。

Connections (Rider Helmet)

ブルートゥースによる運転者のヘル
メットやヘッドセットへの接続（ペア
リング）の設定をします。
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: ミドルボタンを押したときの切り替わり方
: RESETボタンを押したときの切り替わり方

“Pair new helmet”を選択すると検索
が開始されるので、機器のブルー
トゥースをオンにします。

車両が機器を検出すると、機器の名
称が画面に表示されます。

: ミドルボタンを押したときの切り替わり方
: RESETボタンを押したときの切り替わり方
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通信が成立すると、機器の名称とア
イコンが表示されます。

A. 接続した機器の名称
B. 接続アイコン

アアドドババイイスス
○ 車両が機器を検知しない場合は、機

器をメータに近付けてください。
○ 車両には2つの設定を保存することが

できます。3つ目の機器を接続する場
合は、保存されているいずれかの設定
を削除する必要があります。

ブルートゥースプロファイル

HFP ver.1.7

A2DP ver.1.3

AVRCP ver.1.6

接続している機器を切り替えたり、
設定を削除する場合は機器名を選択
し、次の画面に進みます。

: ミドルボタンを押したときの切り替わり方
: RESETボタンを押したときの切り替わり方
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Disconnect/Connect

接続された機器の接続／切断を切り
替えます。
Delete

接続された機器の接続設定を削除し
ます。

Connections (Passenger Helmet)

ブルートゥースによる同乗者のヘル
メットやヘッドセットへの接続（ペア
リング）の設定をします。

操 作 方 法 や 仕 様 に つ い て は
“Connections (Rider Helmet)”と同じ
です。

Units (Speed)

速度の単位を切り替えます。
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: ミドルボタンを押したときの切り替わり方
: RESETボタンを押したときの切り替わり方
: 上MODEボタンまたは下MODEボタンを押し
たときの切り替わり方

Units (Fuel Mileage)

燃費の単位を切り替えます。
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: ミドルボタンを押したときの切り替わり方
: RESETボタンを押したときの切り替わり方
: 上MODEボタンまたは下MODEボタンを押し
たときの切り替わり方

Units (Temperature)

温度の単位を切り替えます。
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: ミドルボタンを押したときの切り替わり方
: RESETボタンを押したときの切り替わり方
: 上MODEボタンまたは下MODEボタンを押し
たときの切り替わり方

Units (Pressure)

圧力の単位を切り替えます。
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: ミドルボタンを押したときの切り替わり方
: RESETボタンを押したときの切り替わり方
: 上MODEボタンまたは下MODEボタンを押し
たときの切り替わり方

Factory Reset

すべての設定を工場出荷時の状態に
リセットします。
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: ミドルボタンを押したときの切り替わり方
: RESETボタンを押したときの切り替わり方

Information

Vehicle Information

水温、バッテリ電圧、前後のタイヤ
空気圧を表示します。



メータの見方・使い方 111

: ミドルボタンを押したときの切り替わり方
: RESETボタンを押したときの切り替わり方

System Information

メータユニットのソフトウェアバー
ジョン、ハードウェアバージョンなど
を表示します。

: ミドルボタンを押したときの切り替わり方
: RESETボタンを押したときの切り替わり方
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Service (Kawasaki Service)

この項目はカワサキ正規取扱店で設
定が可能です。サービスインジケータ
により通知されるタイミングを表示し
ます。

: ミドルボタンを押したときの切り替わり方
: RESETボタンを押したときの切り替わり方
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Service (Oil Change)

ユーザーが設定するエンジンオイル
交換用の項目です。通知する距離と日
付を設定できます。

: ミドルボタンを押したときの切り替わり方
: RESETボタンを押したときの切り替わり方
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: ミドルボタンを押したときの切り替わり方
: RESETボタンを押したときの切り替わり方
: 上MODEボタンまたは下MODEボタンを押し
たときの切り替わり方

Service (Rider Setting)

ユーザーが設定するその他メンテナ
ンス用の項目です。通知する距離を設
定できます。
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: ミドルボタンを押したときの切り替わり方
: RESETボタンを押したときの切り替わり方

: ミドルボタンを押したときの切り替わり方
: RESETボタンを押したときの切り替わり方
: 上MODEボタンまたは下MODEボタンを押し
たときの切り替わり方



116 メータの見方・使い方

Service (Aim Cornering Lights)

この項目はカワサキ正規取扱店が使
用します。光軸調整用にコーナリング
ライトを点灯させるための項目です。

Service (Service Codes)

この項目はカワサキ正規取扱店が使
用します。車両に異常がある場合、
サービスコードが表示されます。

Kawasaki SPINアプリ
Kawasaki SPINは車両とスマート

フォンを接続するスマートフォン向け
アプリです。

Kawasaki SPINに対応した様々なア
プリを、車両のメータにミラーリング
表示することができます。

対応アプリはKawasaki SPIN内にリ
ストアップされ、そこからインストー
ルできます。

アアドドババイイスス
○ Kawasaki SPINはWi-Fi（無線LAN）とブ

ルートゥースの両方を使用します。ス
マートフォンの両機能を有効にしておく
必要があります。

○ Kawasaki SPINを起動するには、あら
かじめブルートゥースの接続設定を
行ってください(99ページを参照)。

○ ブルートゥースで接続すると、Wi-Fiの
接続設定が自動的に行われます。

○ 「Wi-Fi」は「Wi-Fi Alliance」の商標また
は登録商標です。
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● アプリを起動します。
● 車両のアイコンをタップしてビーク

ルモードに切り替えると、アプリが
ミラーリング表示を開始します。

*: 画面は開発中のものです
A. Kawasaki SPINアプリのアイコン
B. ビークルモードのアイコン
C. ビークルモードの開始画面
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ミラーリング表示エリア

アアドドババイイスス
○ ビークルモード中（ミラーリング表示

中）はスマートフォンを使用できませ
ん。ハンドルスイッチで画面を操作しま
す。

○ Kawasaki SPINアプリがスマートフォン
の画面上から消えるとビークルモード
が終了しますので、スマートフォンの
画面をオフにしたり、画面をロックした

り、他のアプリに切り替えたりしないで
ください。

○ ミラーリング表示は、特定の条件下
（機器の過熱や、通信が不安定になる
など）で自動的にキャンセルされる場
合があります。

○ アプリの設定を変更することで、アプリ
起動時に自動接続させることもできま
す。



メータの見方・使い方 119

基本操作

A. カーソルや選択項目の移動
B. 次の画面に進む（決定）
C. 前の画面に戻る（キャンセル）

プリインストールアプリ

以下の機能は最初から使用できま
す。

音楽アプリ
シンプルな音楽プレイヤーです。ス

マートフォンに保存されている音楽
ファイルを再生できます。

アアドドババイイスス
○ 再生および一時停止は、ミドルボタン

を使用します。
○ 上下のMODEボタンを押すと、前後の

曲に移動します。
○ Fnボタンを押すと、上下のMODEボタ

ンで音量調節ができるようになります。

: Fnボタンを押したときの切り替わり方
: RESETボタンを押したとき、または3秒経過
したときの切り替わり方
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マップアプリ
現在地を表示できる地図アプリで

す。ナビゲーション機能はありません
が、目的地の検索や設定はできます。

電話アプリ
電話をかけたり受けたりできます。
ミラーリング表示中の通話履歴が

Kawasaki SPIN内に残ります。

アアドドババイイスス
○ 通話中は上下のMODEボタンで音量を

調節できます。

連絡先
スマートフォンの電話帳アプリに登

録されている内容を参照して電話をか
けることができます。

カレンダー
スマートフォンのスケジュールアプ

リに登録されている内容を参照できま
す。
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KKIIPPAASSSSににつついいてて

KIPASS
この車には、KIPASS（Kawasaki’s

Intelligent Proximity Activation
Start System）が装備されており、
FOBキー（携帯機）を携帯することに
より、エンジンを始動したり、ステア
リングロックを解除することができま
す。このシステムの構成部品は、FOB
キー（携帯機）、KIPASS ECU（イグニ
ションスイッチ）、スペアキーがあり
ます。

アアドドババイイスス
○ バッテリが上がっている場合、イグニ

ションスイッチは操作できません。

A. FOBキー（携帯機）
B. KIPASS ECU（イグニションスイッチ）
C. スペアキー

KIPASSインジケータ／キーノブイン
ジケータ

FOBキー（携帯機）の電池が放電し
たり、FOBキー（携帯機）を失った場
合、メータユニットに警告メッセージ
が表示されたりキーノブインジケータ
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が点滅をして運転者に警告をします。
KIPASSが故障した場合イグニションス
イッチをオンにした後、キーノブイン
ジケータが点灯します。カワサキ正規
取扱店で点検をお受けください。

A. 警告メッセージ
B. キーノブインジケータ

● 次の警告メッセージが表示された場
合、FOBキー（携帯機）の電池電圧
が低下しています。FOBキー（携帯
機）の電池を交換してください(129
ページを参照)。

● 車両が動き始めた後に次の警告メッ
セージが表示された場合、FOBキー
（携帯機）が失われた、もしくは
FOBキー（携帯機）の電池が放電し
たことを意味します。

● KIPASSがFOBキー（携帯機）を検出
していない状態でイグニションス
イッチをオフにすると、以下の画面
が表示され、キーノブインジケータ
が点滅します。 イグニションス
イッチは、この5秒間であれば回す
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だけでオンにできます。5秒経過後
でも、キーノブを押すことでイグニ
ションスイッチを回せるようになり
ます。 キーノブインジケータが点
滅している35秒間に、エンジンを再
始動してください。35秒経過する
と、イグニションスイッチをオンに
できなくなります。

エンジンの始動

このKIPASSは、電波によって車両と
FOBキー（携帯機）との間でユーザID
の相互認証を行い、ユーザIDが正しく

認証されると、エンジンを始動するこ
とができます。

A. FOBキー（携帯機）



124 KIPASSについて

警警告告
● KKIIPPAASSSS はは電電波波をを発発信信ししまますすのの

でで、、植植込込みみ型型心心臓臓ペペーーススメメーーカカやや
植植込込みみ型型除除細細動動器器ななどどのの医医療療機機
器器のの作作動動にに影影響響すするる危危険険性性ががああ
りりまますす。。FFOOBB キキーー（（携携帯帯機機））ああるるいい
ははKKIIPPAASSSS EECCUUののアアンンテテナナ部部ととここ
れれららのの医医療療機機器器のの植植込込みみ部部位位とと
のの距距離離はは、、必必ずず2222 ccmm以以上上離離ししてて
おおいいててくくだだささいい。。FFOOBB キキーー（（携携帯帯
機機））はは胸胸ポポケケッットトにに入入れれなないいででくくだだ
ささいい。。

● 植植込込みみ型型心心臓臓ペペーーススメメーーカカやや植植
込込みみ型型除除細細動動器器をを使使用用さされれてていい
るる方方はは必必ずず医医師師ままたたはは医医療療機機関関
とと相相談談ししててくくだだささいい。。

A. FOBキー（携帯機）
B. KIPASS ECU（イグニションスイッチ）

FOBキー（携帯機）

この車のFOBキー（携帯機）には、
メカニカルキーが内蔵されています。

メカニカルキーを使用して、以下の
部品を取り外す、または開くことがで
きます。
● 燃料タンクキャップ
● 同乗者用シート
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A. メカニカルキー
B. FOBキー（携帯機）

このFOBキー（携帯機）は、一度に
最大5つまでKIPASSに登録することが
できます。FOBキー（携帯機）を追加
登録するときは、登録されているすべ
てのキーを準備する必要があります。
カワサキ正規取扱店にご相談くださ
い。

すべてのFOBキー（携帯機）を紛失
された場合は、新しくFOBキー（携帯

機）を登録することができなくなりま
すので、ご注意ください。

FOBキー（携帯機）の使用上の留意点
● FOBキー（携帯機）を金属面の上に

置いたり、リング等で他の金属とつ
なげたりしないでください。通信不
良の原因となります。

● FOBキー（携帯機）が電波送受信の
範囲内にあるときは、FOBキー（携
帯機）を携帯していない人でもエン
ジンを始動することができますの
で、注意してください。

● お店のガラス越しや家の塀越しなど
隔てた場所でも、車を駐車した場所
が電波送受信範囲内にあると、FOB
キー（携帯機）を携帯していない人
でもエンジンを始動することができ
ますので、注意してください。

● FOBキー（携帯機）は必ず運転者が
携帯してください。そして、エンジ
ンを停止する前にFOBキー（携帯
機）を所持していることを確認して
ください。
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● FOBキー（携帯機）は電波を送受信
するので、FOBキー（携帯機）の電
池は消耗していきます。電池の寿命
は使用状況により変わりますが、約
2年です。強い電波を発生する電子
機器の近くに置かれているときは、
電池を早く消耗することがありま
す。FOBキー（携帯機）は、イグニ
ションスイッチのオン／オフ時、
ロック解除時、および車の発進時に
通信を行います。

● FOBキー（携帯機）の電池が放電す
ると、イグニションスイッチの操作
ができなくなります。FOBキー（携
帯機）をKIPASS ECU（イグニション
スイッチ）に当てます。キーノブを
押し、約3秒後にイグニションス
イッチの操作ができるようになりま
す。

A. FOBキー（携帯機）
B. KIPASS ECU（イグニションスイッチ）
C. キーノブ

● 登録済みのFOBキー（携帯機）を複
数所持しているときは、いずれかの
FOBキー（携帯機）にて正しく認証
を行うことができれば、エンジンを
始動することができます。もし通信
不良が起こったときは、どちらかの
FOBキー（携帯機）の位置を移動し
てください。
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● FOBキー（携帯機）が電波送受信範
囲内にあっても、正しく電波を送受
信しない場合があります。このとき
は、FOBキー（携帯機）の位置を移
動して使用してください。
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注注意意

FFOOBBキキーー（（携携帯帯機機））のの保保護護ののたためめにに次次のの注注意意事事項項ををおお守守りりくくだだささいい。。
● 高高温温多多湿湿ににななるる場場所所にに放放置置ししなないいででくくだだささいい。。
● 削削っったたりり、、無無理理にに形形状状をを変変ええたたりり、、超超音音波波洗洗浄浄器器でで洗洗浄浄ししたたりりししなないいででくくだだささ

いい。。
● 磁磁気気にに近近づづけけなないいででくくだだささいい。。
● 他他のの電電気気製製品品ままたたはは医医療療機機器器にに近近づづけけなないいででくくだだささいい。。
● 水水ににつつけけなないいででくくだだささいい。。
● 電電池池交交換換以以外外のの目目的的でで分分解解ししなないいででくくだだささいい。。
● 落落ととししたたりり、、強強いい衝衝撃撃をを与与ええたたりりししなないいででくくだだささいい。。
● ガガソソリリンン、、ままたたははシシンンナナーー等等でで磨磨かかなないいででくくだだささいい。。
● FFOOBBキキーー（（携携帯帯機機））をを紛紛失失さされれたたととききはは、、たただだちちににカカワワササキキ正正規規取取扱扱店店ににごご相相

談談くくだだささいい。。
● 全全ててののFFOOBBキキーー（（携携帯帯機機））をを紛紛失失さされれたたととききはは、、EECCUUのの交交換換とと新新ししいいFFOOBBキキーー

（（携携帯帯機機））のの登登録録がが必必要要ととななりりまますす。。
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電池交換
FOBキー（携帯機）にはボタン電池

を使用しています。もし電池交換を行
う場合は、カワサキ正規取扱店に相談
するか、または以下の手順で行ってく
ださい。
● FOBキー（携帯機）の溝へマイナス

ドライバを差し込み、マイナスドラ
イバを軽くひねってカバーを取り外
します。

A. 溝
B. カバー
C. ひねる
D. マイナスドライバ

アアドドババイイスス
○ FOBキー（携帯機）を分解するときは、

マイナスドライバの先にウエスなどを
当てて、FOBキー（携帯機）を傷つけな
いようにしてください。

● キャップを取り外します。
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A. キャップ

● 電池を取り外します。

A. 電池

● 新しい電池を取り付けます。

アアドドババイイスス
○ 電池の（＋）面を上側に向けて取り付

けます。
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A. 電池
B. （＋）面

使用電池（ボタン電池）

CR2032

警警告告
間間違違っったた電電池池とと交交換換ししたた場場合合ににはは、、
電電池池がが破破裂裂ししてて負負傷傷すするる可可能能性性がが
あありりまますす。。必必ずず同同じじタタイイププままたたはは同同
等等品品のの電電池池とと交交換換ししててくくだだささいい。。

注注意意

電電池池をを直直射射日日光光にに当当ててたたりり、、火火気気にに
近近付付けけなないいででくくだだささいい。。発発火火やや液液漏漏
れれななどどをを引引きき起起ここすす可可能能性性ががあありりまま
すす。。

● キャップを取り付けます。

A. キャップ

● カバーの突起を溝に差し込みます。
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A. 突起
B. 溝
C. カバー

警警告告
ボボタタンン電電池池やや取取りり外外ししたた小小ささなな部部品品
をを子子供供がが誤誤っってて飲飲みみ込込むむとと、、重重大大なな
負負傷傷ををおおうう可可能能性性ががあありりまますす。。ボボタタ
ンン電電池池やや取取りり外外ししたた部部品品はは、、子子供供のの
手手がが届届かかなないいととこころろへへ置置いいててくくだだささ
いい。。

注注意意

ボボタタンン電電池池をを交交換換すするるととききはは、、FFOOBB
キキーー（（携携帯帯機機））のの保保護護ののたためめにに次次のの
注注意意事事項項ををおお守守りりくくだだささいい。。
● 無無理理なな分分解解ななどどでで傷傷つつけけなないいよようう

ににししててくくだだささいい。。
● ボボタタンン電電池池はは必必ずず（（＋＋））（（−−））をを正正しし

いい方方向向にに取取りり付付けけててくくだだささいい。。
● 内内部部のの電電子子部部品品、、ままたたはは電電子子回回

路路にに触触れれなないいよよううににししててくくだだささいい。。
● 埃埃のの多多いい場場所所ででのの電電池池交交換換はは行行

わわなないいででくくだだささいい。。
● 内内部部にに水水、、ごごみみ、、埃埃等等がが入入ららなないい

よよううににししててくくだだささいい。。
● 電電池池おおよよびびFFOOBBキキーー（（携携帯帯機機））のの

タターーミミナナルル部部分分をを素素手手でで触触ららなないい
よよううににししててくくだだささいい。。
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メカニカルキーの使用方法
● ボタンを押してメカニカルキーを取

り出します。メカニカルキーを戻す
には再度ボタンを押して格納しま
す。

A. ボタン
B. メカニカルキー

FOBキー（携帯機）の通信範囲

FOBキー（携帯機）はアンテナから
約 100cm の範囲で通信できます。

KIPASSは微弱電波を送受信しているた
め、この通信範囲は変動することがあ
ります。また、FOBキー（携帯機）の
位置によっては、範囲内であっても通
信できない場合があります。

A. 範囲
B. 約100 cm
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A. 範囲
B. 約100 cm

KIPASSが正しく作動しないとき

もしKIPASSが正しく作動しないとき
は、以下の項目を点検してください。
症状が改善されない場合は、カワサキ
正規取扱店にご相談ください。
● 放送局、発電所、携帯電話、パソコ

ンなどの妨害ノイズを発生し通信障
害を引き起こす可能性がある機器の
近く、またはFOBキー（携帯機）が

金属製のものに覆われていたり、接
していたりしていないか。このよう
な状況での使用は、通信不良が起こ
る可能性があります。

● ボタン電池が正しく取り付けられて
いない、または消耗している(129
ページを参照)。

KIPASSのご使用にあたって

この車のKIPASSは、アンテナとFOB
キー（携帯機）の間で電波を送受信し
ております。

心臓ペースメーカ、および植込み型
除細動器などの医療機器を使用されて
いる運転者または同乗者が使用すると
きは、必ず使用する前にアンテナの位
置を確認し、次の内容を必ず読んで理
解してください。
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警警告告
● KKIIPPAASSSS はは電電波波をを発発信信ししまますすのの

でで、、植植込込みみ型型心心臓臓ペペーーススメメーーカカやや
植植込込みみ型型除除細細動動器器ななどどのの医医療療機機
器器のの作作動動にに影影響響すするる危危険険性性ががああ
りりまますす。。FFOOBB キキーー（（携携帯帯機機））ああるるいい
ははKKIIPPAASSSS EECCUUののアアンンテテナナ部部ととここ
れれららのの医医療療機機器器のの植植込込みみ部部位位とと
のの距距離離はは、、必必ずず2222 ccmm以以上上離離ししてて
おおいいててくくだだささいい。。FFOOBB キキーー（（携携帯帯
機機））はは胸胸ポポケケッットトにに入入れれなないいででくくだだ
ささいい。。

● 植植込込みみ型型心心臓臓ペペーーススメメーーカカやや植植
込込みみ型型除除細細動動器器をを使使用用さされれてていい
るる方方はは必必ずず医医師師ままたたはは医医療療機機関関
とと相相談談ししててくくだだささいい。。

A. FOBキー（携帯機）
B. KIPASS ECU（イグニションスイッチ）

スペアキー

この車には、FOBキー（携帯機）に
加えてスペアキーを備えています。
FOBキー（携帯機） を紛失した場合、
スペアキーを非常用として使うことが
できます。紛失しないように保管して
おくことをおすすめします。

スペアキーは、一度に最大2つまで
KIPASSに登録することができます。ス
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ペアキーを追加登録する場合は、カワ
サキ正規取扱店にご相談ください。

A. スペアキー

スペアキーにはKIPASS機能はありま
せん。スペアキーを使用するときは、
次の手順に従ってください。
● スペアキーをKIPASS ECU（イグニ

ションスイッチ）に当てます。キー
ノブを押し、約3秒後にイグニショ
ンスイッチの操作ができるようにな
ります。

A. スペアキー
B. KIPASS ECU（イグニションスイッチ）
C. キーノブ
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ススイイッッチチのの使使いい方方

イグニションスイッチ
この車にはKIPASSが装備されてお

り、FOBキー（携帯機）を携帯するこ
とでエンジンを始動したり、ステアリ
ングロックを解除することができま
す。

イグニションスイッチは3段切換え
です。キーノブを取り外すことはでき
ません。

アアドドババイイスス
○ イグニションスイッチの無理な操作は

故障の原因となります。
OONN エンジンは始動し走行できる。

すべての電装部品が使用でき
る。

OOFFFF エンジンが停止する。エンジン
は始動できない。電気回路を遮
断する。

LLOOCCKK エンジンは始動できない。電気
回路を遮断する。ステアリング
がロックされる。
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警警告告
走走行行中中ににイイググニニシショョンンススイイッッチチををOOFFFF
ややLLOOCCKKのの位位置置にに操操作作すするるとと電電気気系系
統統のの作作動動がが停停止止しし、、負負傷傷やや死死亡亡事事
故故ににつつななががるる可可能能性性ががあありりまますす。。イイ
ググニニシショョンンススイイッッチチはは必必ずず停停車車中中にに
操操作作ししててくくだだささいい。。

キーノブを押したとき、キーノブイ
ンジケータが点灯します。点灯してい
る間はキーノブをオン、オフ、ロック
の位置に回すことができます。キーノ
ブが正しい位置にあることを確認して
ください。キーノブインジケータの点
灯は、FOBキー（携帯機）が正しく認
証されていることを表します。

A. キーノブ
B. キーノブインジケータ

アアドドババイイスス
○ イグニションスイッチが繰り返し操作さ

れると、保護回路が作動しイグニショ
ンスイッチが一時的に作動しなくなる
場合があります。

○ イグニションスイッチをオンにしたとき、
ポジションライト、テールライト、ライセ
ンスプレートライトが点灯します。ヘッド
ライトはエンジンが始動してエンジンス
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タート／ストップスイッチを放すと点灯
します。

○ キーノブを押し込んでも正しく通信しな
いときは、数秒おいてから再度キーノ
ブを押し込んでください。

注注意意

● イイググニニシショョンンススイイッッチチををオオンンににししたた
まままま、、ままたたははエエンンジジンン始始動動後後ににアア
イイドドリリンンググ状状態態ののまままま長長時時間間放放置置
すするるとと、、ババッッテテリリああががりりのの原原因因ととなな
りりまますす。。

● 車車かからら離離れれるるととききはは必必ずずスステテアアリリ
ンンググロロッッククををかかけけててくくだだささいい。。

ステアリングロック
車から離れるときは、盗難予防のた

め必ずステアリングロックをかけてく
ださい。

チェーンロック等のご使用もおすす
めします。

かけ方
● ハンドルを左にきります。
● オフの位置でキーノブを押し込み、

そのままロックの位置まで回しま
す。

● ハンドルを軽く左右に動かし確実に
ロックされているか確認します。
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警警告告
エエンンジジンンやや排排気気系系統統はは運運転転中中やや停停
止止後後ししばばららくくのの間間はは高高温温ののたためめ、、やや
けけどどををおおここすす可可能能性性ががあありりまますす。。
● エエンンジジンンやや排排気気系系統統ににはは触触れれなな

いいででくくだだささいい。。
● 駐駐車車すするるととききはは交交通通のの邪邪魔魔にになならら

なないい、、安安全全なな場場所所でで他他のの方方ががママフフ
ララ、、エエンンジジンンにに触触れれるるここととののなないい
場場所所にに駐駐車車ししててくくだだささいい。。

はずし方
● キーノブを押すと、キーノブインジ

ケータが点灯します。
● キーノブインジケータが点灯してい

る間にイグニションスイッチを回し
ます。

警警告告
ハハンンドドルルののききれれ角角がが左左右右均均等等ででなないい
とと、、死死亡亡ままたたはは重重大大なな傷傷害害ととななるる事事
故故ににつつななががるる可可能能性性ががあありりまますす。。走走
行行前前ににハハンンドドルルをを左左右右にに動動かかししてて、、
ハハンンドドルルののききれれ角角がが左左右右均均等等ででああるる
ここととをを確確認認ししててくくだだささいい。。
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左ハンドルスイッチ

A．ディマ／パッシングスイッチ
B. 上MODEボタン
C. ミドルボタン
D. 下MODEボタン
E．ホーンボタン
F．ターンシグナルスイッチ
G. ハザードボタン
H. RESETボタン
I. クルーズコントロールボタン

（A）ディマ／パッシングスイッチ

ヘッドライトの照射の上下切り替え
は、ディマ／パッシングスイッチで行
います。

ハイビーム（上向き）を使用すると
きは、スイッチを前方に押し出してく
ださい。ロービームに戻す場合は、ス
イッチを手前に引いてください。

他車に対して合図をするときは、ス
イッチを手前に引いてください。ス
イッチを手前に引いている間だけハイ
ビームが点灯します。
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A．押す：ハイビーム点灯
B. 引く：ハイビーム消灯／パッシング

上向き

下向き

パッシング

アアドドババイイスス
○ ヘッドライト点灯時にレンズ部分を衣

類等でさえぎらないでください。ヘッド
ライトの熱によりレンズ部が変色、溶

損等を引き起こす可能性が有ります。
また、さえぎった衣類等にも影響を及
ぼす可能性がありますので、行わない
でください。

（B/D）上MODEボタン／下MODEボタ
ン

メータ表示やインテグレイテッドラ
イディングモードの切り替え等に使用
します。

メータ表
示：

「メータの見方・使い方」
の章を参照してください
（78ページを参照）。

ライディン
グモード：

「正しい運転操作」の章、
「インテグレイテッドライ
ディングモード」の項を参
照してください（207ページ
を参照）（210ページを参
照）。
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（C）ミドルボタン

メータ表示やKECSプリロードモード
の切り替えに使用します。

メータ表
示：

「メータの見方・使い方」の
章を参照してください（78
ページを参照）。

KECS： 「正しい運転操作」の章、
「KECS」の項を参照してくだ
さい（216ページを参照）。

（E）ホーンボタン

ホーンボタンを押すとホーンが鳴り
ます。ホーンが正常に作動しない時
は、ホーンが故障しています。

アアドドババイイスス
○ 必要なとき以外は使用しないでくださ

い。

（F）ターンシグナルスイッチ

右左折するときや進路を変更すると
きは、ターンシグナルで合図します。

スイッチを左（ ）または右（

）に入れると、メータユニット
のターンシグナルインジケータが、
ターンシグナルライトと共に点滅しま
す。

· · ·左折 · · ·右折

警警告告
タターーンンシシググナナルルススイイッッチチはは自自動動的的にに
解解除除ししまませせんん。。使使用用後後はは必必ずずススイイッッ
チチをを操操作作ししてて解解除除ししててくくだだささいい。。つつけけ
たたままままににししてておおくくとと他他のの方方のの判判断断をを
誤誤ららせせてて事事故故ををままねねくく可可能能性性ががあありり
まますす。。
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（G）ハザードボタン

路肩で緊急停車するときは、ハザー
ドライトで他の運転者に停車している
ことを警告します。

イグニションスイッチをオンにして
ハザードボタンを押すと、ターンシグ
ナルインジケータとすべてのターンシ
グナルライトが点滅します。

注注意意

ハハザザーードドボボタタンンをを長長時時間間使使用用すするる
とと、、ババッッテテリリがが上上ががるる原原因因ににななるるたた
めめ、、ハハザザーードドボボタタンンはは長長時時間間使使用用しし
なないいででくくだだささいい。。

（H）RESETボタン

メータ表示のリセット等に使用しま
す。「メータの見方・使い方」の章を
参照してください(78ページを参照)。

（I）クルーズコントロールボタン

クルーズコントロールシステムの操
作に使用します。「正しい運転操作」
の章、「ACC」の項を参照してくださ
い(226ページを参照)。

右ハンドルスイッチ

A. エンジンスタート／ストップスイッチ
B．Fnボタン



スイッチの使い方 145

（A）エンジンスタート／ストップスイッ
チ

エンジンを始動する手順について
は、「正しい運転操作」の章、「エン
ジンのかけ方」の項を参照してくださ
い(194ページを参照)。

注注意意

ススタターータタモモーータタをを連連続続ししてて回回転転ささせせ
なないいででくくだだささいい。。消消費費電電力力がが多多いいたた
めめババッッテテリリああががりりのの原原因因ととななりりまますす。。

非常時にエンジンを停止するには、
エンジンストップスイッチを の位
置にします。

通常、車を作動させるためには、エ
ンジンストップスイッチを の位置
にしなければなりません。

アアドドババイイスス
○ エンジンストップスイッチは、転倒また

はスロットル系統に故障を生じたとき

などの非常時にエンジンを停止させる
ために使用します。

○ 通常、エンジンを停止するときは、イグ
ニションスイッチを使用します。

注注意意

● エエンンジジンンスストトッッププススイイッッチチででエエンンジジ
ンン停停止止後後、、すすぐぐににイイググニニシショョンンスス
イイッッチチををOOFFFFのの位位置置ににししててくくだだささ
いい。。OONNののままままににししてておおくくとと、、ババッッテテ
リリああががりりのの原原因因ととななりりまますす。。

● 走走行行中中ににエエンンジジンンスストトッッププススイイッッチチ
をを →→ →→ ににすするるととエエンン
ジジンン回回転転がが円円滑滑にに作作動動ししななくくなな
りり、、エエンンジジンンにに悪悪影影響響をを及及ぼぼすす原原
因因ととななりりまますす。。

（B）Fnボタン

音量調節やACC、KLCMの設定に使用
します。
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音量調
節：

「メータの見方・使い方」の
章、「Kawasaki SPINアプリ」
の項を参照してください
（119ページを参照）。

ACC： 「正しい運転操作」の章、
「ACC」の項を参照してくだ
さい（228ページを参照）。

KLCM： 「正しい運転操作」の章、
「KLCM」の項を参照してくだ
さい（250ページを参照）。
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各各部部のの取取りり扱扱いい方方

サイドスタンド
この車にはサイドスタンドがありま

す。
サイドスタンドを使ったときは、発

進する前に、サイドスタンドを確実に
格納する習慣をつけてください。サイ
ドスタンドが降りたままギヤを入れる
と、サイドスタンドスイッチとスター
タロックアウトスイッチが働いて、自
動的にエンジンが止まります。

アアドドババイイスス
○ サイドスタンドを使用する時には、ハン

ドルを必ず左にきってください。
○ 車から離れる前にサイドスタンドが確

実にセットされているか確認してくださ
い。

A. サイドスタンド

センタスタンド
センタスタンドを使用する場合、ス

タンドの上にしっかりと右足を置き、
グラブレールを持って、右足に全体重
をかけると同時に車を矢印の方向に持
ち上げます。
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注注意意

セセンンタタススタタンンドドをを使使用用すするるととききににシシーー
トトをを持持っってて車車をを持持ちち上上げげるるととシシーートトにに
損損傷傷をを与与ええまますすののでで、、必必ずずググララブブ
レレーールルをを持持っってて車車をを持持ちち上上げげるるよようう
ににししててくくだだささいい。。

A．センタスタンド
B．踏み降ろす
C. グラブレール
D. 持ち上げる

ブレーキレバーアジャスタ

注注意意

記記載載ししたたレレババーー位位置置調調整整以以外外はは行行
わわなないいででくくだだささいい。。ブブレレーーキキレレババーー位位
置置調調整整以以外外のの内内容容ににつついいててははカカワワ
ササキキ正正規規取取扱扱店店ににごご相相談談くくだだささいい。。

調調整整方方法法
● レバーを前方に押します。
● アジャスタを回して、好みの位置に

調整します。
● レバーを放します。

［ブレーキレバーの調整］

アジャスタ
締め込
む

←−→
ゆるめ

る

レバーの位置 遠い ←−→ 近い
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A．アジャスタ
B．ブレーキレバー

クラッチレバーアジャスタ
クラッチレバーとグリップの距離を

5段階からお好みの位置に調整できま
す。レバーとグリップの距離は1が最
大、5が最小です。
● レバーを前方に押しながらアジャス

タを回して、アジャスタの番号をレ
バーホルダのマークに合わせ、レ
バーを放します。

［クラッチレバーの位置調整］

アジャスタの位置 1 2 3 4 5

レバーとグリップの
距離

遠い←―→近い

A. アジャスタ
B. クラッチレバー
C. マーク

シート
シートは同乗者、運転者の順で取り

外し可能です。
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同乗者用シートの取り外し

● シートロックにキーを差し込みま
す。

● キーを時計回りに回し、シートの前
側を引き上げます。

● 同乗者用シートを取り外します。
● キーを抜き取ります。

A. キー
B. 同乗者用シート

同乗者用シートの取り付け

● シート後側のフックをスロットに差
し込みます。

● シート前側にあるラッチプレートを
ラッチ穴に差し込みます。

A. フック
B. スロット
C. ラッチプレート
D. ラッチ穴

● シートの前側を上から押してロック
します。
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● シートの前後を軽く引き上げ、確実
にロックされていることを確認しま
す。

運転者用シートの取り外し

● 同乗者用シートを取り外します(150
ページを参照)。

● シートの後側を引き上げて運転者用
シートを取り外します。

A. 運転者用シート

運転者用シートの取り付け

● シート前側のフックをブラケットの
スロットに差し込みます。

● シート後側のタブをガイドに合わせ
ます。

A. フック
B. スロット
C. タブ
D. ガイド
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ヘルメットロック
この車には、ヘルメットをかけるた

めのヘルメットロックがあります。ヘ
ルメットロックは、車体の左側にあり
ます。

警警告告
ヘヘルルメメッットトををヘヘルルメメッットトロロッッククににつつけけ
たた状状態態でで走走行行すするるとと、、走走行行のの妨妨げげにに
ななりり事事故故ににつつななががるる危危険険性性ががあありりまま
すす。。ままたた、、ヘヘルルメメッットトにに損損傷傷をを与与ええ機機
能能をを低低下下ささせせるる可可能能性性ががあありりまますす。。
ヘヘルルメメッットトををヘヘルルメメッットトロロッッククににつつけけ
たたまままま走走行行ししなないいででくくだだささいい。。

ヘルメットロックの使い方

● ヘルメットロックにキーを差し込
み、キーを時計回りに回してロック
をはずします。

● ヘルメットロックのフックにヘル
メットの金具をかけます。

● フックを閉じてキーを抜きます。

A. ヘルメットロック
B. キー

アアドドババイイスス
○ ヘルメットロックは、常にロックした状

態にしておいてください。

荷掛けフック
シートに軽い荷物を結びつける場

合、リヤステップ後方にある左右の荷
掛けフックを使用してください。
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A. 荷掛けフック

ツールキット
ツールキットは、同乗者用シート下

のETC車載器の下にあります。ツール
キットは整備や調整などに使用するの
で常備してください。

A. バンド
B. ツールキット

エアインテーク
エンジンに空気を取り入れるための

エアインテーク（吸気口）が車の前方
にあります。このエアインテークを塞
いでしまうと､空気取り入れ量が少な
くなり、車の性能を低下させたり、排
出ガスを増やしたりする原因となりま
す。
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A. エアインテーク

DC電源ソケット
DC電源ソケットからバッテリ電源を

取り出すことができます。以下の注意
事項に従ってご使用ください。

A. DC電源ソケット

アクセサリコネ
クタ

定格
ヒューズ

許容電力

DC電源ソケット
7.5 A 25 W

USBソケット
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注注意意

ソソケケッットトににアアククセセササリリをを接接続続すするるとときき
はは、、アアククセセササリリ部部品品ままたたははリリーードド線線
ががハハンンドドルル操操作作をを妨妨げげなないいよよううににしし
ててくくだだささいい。。

注注意意

● ソソケケッットトにに防防水水型型ででなないいアアククセセササリリ
をを接接続続ししてていいるる場場合合はは、、雨雨天天時時のの
走走行行やや洗洗車車ははししなないいででくくだだささいい。。
配配線線ががシショョーートトししてて故故障障のの原原因因とと
ななりりまますす。。

● アアククセセササリリをを使使用用ししなないいととききににはは、、
必必ずずソソケケッットトににキキャャッッププをを取取りり付付けけ
ててくくだだささいい。。

注注意意

● アアククセセササリリ用用回回路路ににはは必必ずず定定格格
ののヒヒュューーズズをを使使用用ししててくくだだささいい。。

● ここののアアククセセササリリ用用回回路路ににはは許許容容以以
上上のの負負荷荷ををかかけけなないいででくくだだささいい。。
負負荷荷がが大大ききくくななるるとと、、エエンンジジンンををかか
けけてていいててももババッッテテリリがが放放電電すするる可可
能能性性ががあありりまますす。。

USBソケット
USBソケットからバッテリ電源を取

り出すことができます。以下の注意事
項に従ってご使用ください。
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A. USBソケット

アクセサリコネ
クタ

定格ヒュー
ズ

許容電力

DC電源ソケット
7.5 A 25 W

USBソケット

注注意意

● ソソケケッットトにに防防水水型型ででなないいアアククセセササリリ
をを接接続続ししてていいるる場場合合はは、、雨雨天天時時のの
走走行行やや洗洗車車ははししなないいででくくだだささいい。。
配配線線ががシショョーートトししてて故故障障のの原原因因とと
ななりりまますす。。

● アアククセセササリリをを使使用用ししなないいととききににはは、、
必必ずずソソケケッットトににキキャャッッププをを取取りり付付けけ
ててくくだだささいい。。

注注意意

● アアククセセササリリ用用回回路路ににはは必必ずず定定格格
ののヒヒュューーズズをを使使用用ししててくくだだささいい。。

● ここののアアククセセササリリ用用回回路路ににはは許許容容以以
上上のの負負荷荷ををかかけけなないいででくくだだささいい。。
負負荷荷がが大大ききくくななるるとと、、エエンンジジンンををかか
けけてていいててももババッッテテリリがが放放電電すするる可可
能能性性ががあありりまますす。。
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グリップヒータ

警警告告
● 走走行行中中ににググリリッッププヒヒーータタススイイッッチチのの

操操作作はは行行わわなないいででくくだだささいい。。ボボタタ
ンン操操作作にに気気ををととらられれるるとと、、思思わわぬぬ
事事故故をを招招くく危危険険性性ががあありりまますす。。

● ややけけどどすするる危危険険性性ががあありりまますすのの
でで、、ググリリッッププヒヒーータタをを使使用用すするるとときき
はは必必ずず手手袋袋をを着着用用ししててくくだだささいい。。

● ググリリッッププがが損損傷傷ししたたまままま使使用用すするる
ととややけけどどすするる危危険険性性ががあありりまますすのの
でで、、新新ししいいももののとと交交換換ししててくくだだささ
いい。。

この車は、温度調整が可能なグリッ
プヒータを装備しています。

グリップヒータの操作方法
● グリップヒータスイッチを押すと、

図のようにオン／オフの切り替えや
設定温度の変更ができます。

A. グリップヒータスイッチ
B. インジケータ

● グリップヒータの作動状態や設定温
度をインジケータで確認してくださ
い。
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状態／温度 インジケータ

オフ 消灯*

高
３回点滅を５回繰り返し
た後、点灯

中
２回点滅を５回繰り返し
た後、点灯

低
１回点滅を５回繰り返し
た後、点灯

*：バッテリ電圧低下時は点滅しま
す。

アアドドババイイスス
○ イグニションスイッチをオフにすると、

グリップヒータもオフになります。
○ イグニションスイッチをオンにしたとき

にインジケータが点滅した場合は、
バッテリ電圧が低下していますので、
バッテリの充電を行ってください。充電
後も点滅が止まらない場合は、グリッ
プヒータが故障している可能性があり
ますので、交換してください。

○ グリップヒータの使用中にバッテリ電
圧が低下すると、グリップヒータはオフ
になりインジケータが点滅します。高
速走行などで電圧が回復してもインジ
ケータは点滅し続けますので、スイッ
チを押して一度オフにしてください。
バッテリ電圧が回復していれば、グリッ
プヒータは再度オンにできます。

○ グリップの温度は外気温に比例しま
す。暖かい日に高温で使用することは
避けてください。
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注注意意

● エエンンジジンンをを始始動動ささせせなないい状状態態ままたた
ははアアイイドドリリンンググ状状態態でで長長時時間間使使用用
ししなないいででくくだだささいい。。ババッッテテリリああががりり
のの原原因因ににななりりまますす。。

● 高高圧圧洗洗浄浄機機をを使使用用ししててのの洗洗車車はは
ググリリッッププヒヒーータタのの故故障障ととななるるののでで
行行わわなないいででくくだだささいい。。

● ググリリッッププヒヒーータタがが正正常常にに作作動動ししなな
いい場場合合はは、、カカワワササキキ正正規規取取扱扱店店
でで点点検検ををおお受受けけくくだだささいい。。

コーナリングライト
コーナリングライトは、旋回時に

カーブに沿って道を照らす補助ライト
です。車両が左右に傾いたときに、そ
の角度に従ってLEDが３段階に点灯し
ます。

コーナリングライトはメニューモー
ド画面でオン／オフの切り替えができ
ます。「メータの見方・使い方」の

章、「メニューモード画面」の項を参
照してください(85ページを参照)。

A. コーナリングライト

サスペンションセッティング
（ZX1002P）
各自の好みや運転の状態、路面、積

荷の状態に応じて調整ができます。
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フロントフォークのセッティング

フロントフォークのセッティングに
は、スプリングの初期荷重の調整、伸
側減衰力の調整、圧側減衰力の調整が
あります。

警警告告
ススププリリンンググのの初初期期荷荷重重、、伸伸側側おおよよびび
圧圧側側減減衰衰力力調調整整のの各各調調整整位位置置がが左左
右右でで異異ななるる場場合合はは、、走走行行安安定定性性をを
失失いい事事故故ににつつななががるる可可能能性性ががあありり
まますす。。ササススペペンンシショョンンのの調調整整はは左左右右
等等ししくくししててくくだだささいい。。

スプリングの初期荷重の調整

フロントフォーク上部にスプリング
初期荷重アジャスタがあります。
● アジャスタを回すことにより、スプ

リングの初期荷重を変えることがで
きます。

＜堅くする場合＞
アジャスタを時計回りに回します。

＜柔らかくする場合＞
アジャスタを反時計回りに回しま

す。

A. スプリング初期荷重アジャスタ
B. 調整範囲

1名標準値 9 mm

調整範囲 5 ∼ 20 mm
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注注意意

アアジジャャススタタをを調調整整すするるととききはは、、調調整整
範範囲囲をを超超ええてて無無理理にに回回ししててははいいけけまま
せせんん。。アアジジャャススタタがが損損傷傷すするる可可能能性性
ががあありりまますす。。

警警告告
ススププリリンンググのの初初期期荷荷重重のの調調整整位位置置
がが左左右右でで異異ななるる場場合合はは、、走走行行安安定定
性性をを失失いい事事故故ににつつななががるる可可能能性性がが
あありりまますす。。ササススペペンンシショョンンのの調調整整はは
左左右右等等ししくくししててくくだだささいい。。

伸側減衰力の調整

フロントフォーク上部に伸側減衰力
アジャスタがあります。
● アジャスタを回すことにより、

フォークが伸びるときのオイル抵抗
（減衰力）の調整ができます。

＜堅くする場合＞
アジャスタを時計回りに回します。

＜柔らかくする場合＞
アジャスタを反時計回りに回しま

す。

A. 伸側減衰力アジャスタ

1名標準値
7クリック戻し（右に一杯の
位置から反時計回り）

調整範囲 11クリック
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注注意意

アアジジャャススタタをを調調整整すするるととききはは、、調調整整
範範囲囲をを超超ええてて無無理理にに回回ししててははいいけけまま
せせんん。。アアジジャャススタタがが損損傷傷すするる可可能能性性
ががあありりまますす。。

警警告告
伸伸側側減減衰衰力力調調整整のの各各調調整整位位置置がが左左
右右でで異異ななるる場場合合はは、、走走行行安安定定性性をを
失失いい事事故故ににつつななががるる可可能能性性ががあありり
まますす。。ササススペペンンシショョンンのの調調整整はは左左右右
等等ししくくししててくくだだささいい。。

圧側減衰力の調整

フロントフォーク下部に圧側減衰力
アジャスタがあります。
● アジャスタを回すことにより、

フォークが縮むときのオイル抵抗
（減衰力）の調整ができます。

＜堅くする場合＞
アジャスタを時計回りに回します。

＜柔らかくする場合＞
アジャスタを反時計回りに回しま

す。

A. 圧側減衰力アジャスタ

1名標準値
4クリック戻し（右に一杯の
位置から反時計回り）

調整範囲 13クリック
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注注意意

アアジジャャススタタをを調調整整すするるととききはは、、調調整整
範範囲囲をを超超ええてて無無理理にに回回ししててははいいけけまま
せせんん。。アアジジャャススタタがが損損傷傷すするる可可能能性性
ががあありりまますす。。

警警告告
圧圧側側減減衰衰力力アアジジャャススタタのの位位置置がが左左
右右でで異異ななるる場場合合はは、、操操縦縦安安定定性性をを
失失いい事事故故ににつつななががるる可可能能性性ががあありり
まますす。。圧圧側側減減衰衰力力アアジジャャススタタ調調整整位位
置置はは左左右右同同じじににししててくくだだささいい。。

リヤショックアブソーバのセッティング

リヤショックアブソーバのセッティ
ングには、スプリングの初期荷重の調
整、伸側減衰力の調整、圧側減衰力の
調整があります。

スプリングの初期荷重の調整

右リヤステップブラケットにスプリ
ング初期荷重アジャスタがあります。
● スプリングの初期荷重の調整は、ア

ジャスタを回すことにより調整がで
きます。

＜堅くする場合＞
アジャスタを時計回りに回します。

＜柔らかくする場合＞
アジャスタを反時計回りに回しま

す。
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A．スプリング初期荷重アジャスタ

1名標準値
4クリック（左に一杯の位置
から時計回り）

調整範囲 24クリック

注注意意

アアジジャャススタタをを調調整整すするるととききはは、、調調整整
範範囲囲をを超超ええてて無無理理にに回回ししててははいいけけまま
せせんん。。アアジジャャススタタがが損損傷傷すするる可可能能性性
ががあありりまますす。。

伸側減衰力の調整

リヤショックアブソーバ下部に伸側
減衰力アジャスタがあります。
● アジャスタを回すことにより、リヤ

ショックアブソーバが伸びるときの
オイル抵抗（減衰力）の調整ができ
ます。

＜堅くする場合＞
アジャスタを時計回りに回します。

＜柔らかくする場合＞
アジャスタを反時計回りに回しま

す。
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A. 伸側減衰力アジャスタ

1名標準値
3/4回転戻し（右に一杯の位
置から反時計回り）

調整範囲 2 1/2回転

注注意意

アアジジャャススタタをを調調整整すするるととききはは、、調調整整
範範囲囲をを超超ええてて無無理理にに回回ししててははいいけけまま
せせんん。。アアジジャャススタタがが損損傷傷すするる可可能能性性
ががあありりまますす。。

圧側減衰力の調整

リヤショックアブソーバ上部に圧側
減衰力アジャスタがあります。
● アジャスタを回すことにより、リヤ

ショックアブソーバが縮むときのオ
イル抵抗（減衰力）の調整ができま
す。

＜堅くする場合＞
アジャスタを時計回りに回します。

＜柔らかくする場合＞
アジャスタを反時計回りに回しま

す。
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A. 圧側減衰力アジャスタ（高速）
B. 圧側減衰力アジャスタ（低速）

1名標準値 高速：1 2/4回転戻し
低速：5クリック戻し
（右に一杯の位置から反時計
回り）

調整範囲 高速：2回転
低速：18クリック

注注意意

アアジジャャススタタをを調調整整すするるととききはは、、調調整整
範範囲囲をを超超ええてて無無理理にに回回ししててははいいけけまま
せせんん。。アアジジャャススタタがが損損傷傷すするる可可能能性性
ががあありりまますす。。

リヤショックアブソーバの取り扱い方

警警告告
リリヤヤシショョッッククアアブブソソーーババににはは、、高高圧圧窒窒
素素ガガススがが封封入入さされれてていいまますす。。取取りり扱扱
いいをを誤誤るるとと爆爆発発すするる可可能能性性ががあありりまま
すす。。
● リリヤヤシショョッッククアアブブソソーーババをを火火中中にに投投

棄棄ししなないいででくくだだささいい。。火火中中にに投投棄棄
すするるとと爆爆発発がが起起ここりり、、危危険険でですす。。

● リリヤヤシショョッッククアアブブソソーーババはは穴穴ををああけけ
たたりり、、分分解解ををししなないいででくくだだささいい。。穴穴
ををああけけたたりり分分解解をを行行ううととオオイイルルがが
吹吹きき出出しし、、危危険険でですす。。
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アアドドババイイスス
○ リヤショックアブソーバを廃棄するとき

は、カワサキ正規取扱店にお申しつけ
ください。
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セッティング表

フロントフォークスプリング初期荷重のセッティング

柔らかめの設定 標標準準 硬めの設定

アジャスタ位置 20 mm* 99 mmmm 5 mm*

スプリングの作用 弱い ←→ 強い

設定 柔らかい ←→ 硬い

荷重 軽い ←→ 重い

路面 良好 ←→ 悪路

速度 低速 ←→ 高速

*：アジャスタは調整範囲以上にも回りますが、初期荷重に変化はありません。
調整範囲内でご使用ください。
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フロントフォーク減衰力のセッティング

柔らかめの設定 標標準準 硬めの設定

アジャスタ位置：

伸側
11クリック戻し

**
77ククリリッックク戻戻しし**** 1*

圧側
13クリック戻し

**
44ククリリッックク戻戻しし**** 1*

減衰力 弱い ←→ 強い

設定 柔らかい ←→ 硬い

荷重 軽い ←→ 重い

路面 良好 ←→ 悪路

速度 低速 ←→ 高速

*：アジャスタを時計回り一杯に回した位置。
**：時計回り一杯の位置から反時計回り。アジャスタは調整範囲以上にも回りま
すが、減衰力に変化はありません。調整範囲内でご使用ください。
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リヤショックアブソーバスプリング初期荷重のセッティング

柔らかめの設定 標標準準 硬めの設定

アジャスタ位置 1* 44ククリリッックク戻戻しし****
24クリック戻

し**

スプリングの作用 弱い ←→ 強い

設定 柔らかい ←→ 硬い

荷重 軽い ←→ 重い

路面 良好 ←→ 悪路

速度 低速 ←→ 高速

*：アジャスタを反時計回り一杯に回した位置。
**：反時計回り一杯の位置から時計回り。アジャスタは調整範囲以上にも回りま
すが、初期荷重に変化はありません。調整範囲内でご使用ください。
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リヤショックアブソーバ減衰力のセッティング

柔らかめの設定 標標準準 硬めの設定

アジャスタ位置：

伸側
2 1/2回転戻し

**
33//44回回転転戻戻しし**** 0*

圧側

高速 2回転戻し**
11 22//44回回転転戻戻しし

****
0*

低速
18クリック戻し

**
55ククリリッックク戻戻しし**** 1*

減衰力 弱い ←→ 強い

設定 柔らかい ←→ 硬い

荷重 軽い ←→ 重い

路面 良好 ←→ 悪路

速度 低速 ←→ 高速

*：アジャスタを時計回り一杯に回した位置。
**：時計回り一杯の位置から反時計回り。アジャスタは調整範囲以上にも回りま
すが、減衰力に変化はありません。調整範囲内でご使用ください。
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サスペンションセッティング
（ZX1002R）
各自の好みや運転の状態、路面、積

荷の状態に応じて調整ができます。

アアドドババイイスス
○ フロントフォークのスプリング初期荷重

以外のサスペンションセッティングは、
KECSが制御しています。「正しい運転
操作」の章、「KECS」の項を参照してく
ださい(216ページを参照)。

フロントフォークのセッティング

注注意意

通通常常走走行行時時やや雨雨天天時時、、未未舗舗装装路路をを
走走行行ししたた際際、、イインンナナチチュューーブブにに付付着着
ししたた汚汚れれ（（砂砂埃埃、、泥泥、、虫虫等等））はは固固ままるる
前前にに清清掃掃ししててくくだだささいい。。付付着着ししたたまままま
使使用用をを続続けけるるととオオイイルルシシーールルがが損損傷傷
ししオオイイルル漏漏れれのの原原因因ととななりりまますす。。

スプリングの初期荷重の調整

右側のフロントフォーク下部にスプ
リング初期荷重アジャスタがありま
す。
● ツールキットのアレンレンチでア

ジャスタを回すことにより、スプリ
ングの初期荷重を変えることができ
ます。

＜硬くする場合＞
アジャスタを時計回りに回します。

＜柔らかくする場合＞
アジャスタを反時計回りに回しま

す。
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A. スプリング初期荷重アジャスタ

1名標準値
6回転戻し（左に一杯の位置
から時計回り）

調整範囲 15回転

注注意意

アアジジャャススタタをを調調整整すするるととききはは、、調調整整
範範囲囲をを超超ええてて無無理理にに回回ししててははいいけけまま
せせんん。。アアジジャャススタタがが損損傷傷すするる可可能能性性
ががあありりまますす。。
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セッティング表

フロントフォークスプリング初期荷重のセッティング

柔らかめの設定 標標準準 硬めの設定

アジャスタ位置 0* 66回回転転戻戻しし**** 15回転戻し**

スプリングの作用 弱い ←→ 強い

設定 柔らかい ←→ 硬い

荷重 軽い ←→ 重い

路面 良好 ←→ 悪路

速度 低速 ←→ 高速

*：アジャスタを反時計回り一杯に回した位置。
**：反時計回り一杯の位置から時計回り。アジャスタは調整範囲以上にも回りま
すが、初期荷重に変化はありません。調整範囲内でご使用ください。
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EETTCCのの取取りり扱扱いい方方

ETCとは
● ETC（Electronic Toll Collection）

とは、有料道路（高速道路）におい
て料金所の通過をスムーズに行うた
め、無線通信を用いて利用料金を自
動精算するシステムです。

ETC2.0の情報提供サービス
● ETC2.0は、道路側のITS（高度道路

交通システム）スポットアンテナと
無線通信することで、ITSスポット
から発信されている交通情報（安全
運転支援情報、渋滞回避支援情報、
災害時支援情報など）を受け取るこ
とができます。本モデルでは、受け
取った交通情報をETCインジケータ
でお知らせします。

ETCを利用するには
● ETCを利用するには、事前にETCカー

ドの取得が必要です。お客様ご自身
によりクレジットカード会社等へお
申込みください。

● すでにETCカードを所有している場
合は、車種を問わずにご利用いただ
けます。

● 車両の情報を車載器に登録するた
め、ご利用前にセットアップが必要
です。詳しくはカワサキ正規取扱店
にご相談ください。

● ナンバープレートが変更になった場
合等には、再セットアップが必要で
す。

ETC利用上の注意
● ETCシステムを安全に使用して頂く

ため、ご利用前に必ず以下の事項を
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お読み頂き、記載された内容に従っ
て正しくお使いください。

● ETCカードを挿入する前に、車載器
本体のカードソケット、ETCカード
のコンタクト面に汚れ、濡れが無い
ことをご確認ください。

● 汚れや濡れがあると接触不良を起こ
し、車載器の故障の原因となりま
す。汚れや濡れがあった場合は、柔
らかい乾いた布等で取り除いてくだ
さい。

● ETCカードの出し入れは雨等に濡れ
ない場所で行ってください。

● 車載器のアンテナ周辺を物などで遮
らないでください。

● アンテナの位置は、本書の車両各部
の名称をご覧ください。

● 車載器は二輪車専用ですので、四輪
車には使用できません。

● 乗車前にETCカードを車載器に確実
に挿入し、正常に作動することを確
認してください。

● ETCカードの有効期限をあらかじめ
ご確認ください。

● 有効期限切れのETCカードを車載器
に挿入した場合でも、車載器はカー
ドを正常に認証しますが、料金所の
開閉バーは開かず利用料金の自動精
算も行えません。

● 盗難防止のため、車両から離れる際
はETCカードを車載器から取り出し
てください。

● ETCカードを車載器に挿入したまま
放置すると、カードが高温で変形
し、車載器が正常に作動しなくなる
場合があります。また、ETCカード
に強い力を加えることもカード変形
の原因となりますので、取り扱いに
はご注意ください。

● ETCカードの取扱いは、ご契約され
た発行会社の注意事項に従ってくだ
さい。

● 車載器管理番号は、お持ちの車載器
に記載されている19桁の固有の番号
で、ETCの各種割引サービスを受け
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る場合、あるいは今後の新たなサー
ビスを受けるにあたって必要な番号
です。

● 車載器を他の車両に載せ換える場合
や、住所変更等により車両の登録住
所が変更となり、ナンバープレート
を変更する場合には車載器への車両
情報の再登録が必要になります。再
登録する場合にはカワサキ正規取扱
店にご相談ください。

警警告告
EETTCC車車載載器器のの取取りり扱扱いいをを誤誤るるとと、、火火
災災やや感感電電にによよるる負負傷傷やや、、死死亡亡事事故故
ににつつななががるる危危険険性性ががあありりまますす。。必必ずず
下下記記のの項項目目をを守守っっててくくだだささいい。。
● ごご自自身身ででのの車車載載器器のの載載せせ替替ええ等等

はは絶絶対対にに行行わわなないいででくくだだささいい。。取取
りり付付けけ方方法法をを誤誤るる可可能能性性ががあありりまま
すす。。

● EETTCCアアンンテテナナのの周周辺辺にに物物をを置置いいたた
りり、、周周囲囲をを塞塞ががなないいででくくだだささいい。。料料
金金所所通通行行時時にに通通信信エエララーーととななりり、、
開開閉閉ババーーがが開開かかなないい可可能能性性ががああ
りりまますす。。
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注注意意

EETTCC車車載載器器のの取取りり扱扱いいをを誤誤るるとと、、破破
損損、、故故障障、、誤誤作作動動のの原原因因ととななるる可可能能
性性ががあありりまますす。。必必ずず下下記記のの項項目目をを
守守っっててくくだだささいい。。
● 分分解解やや改改造造をを行行わわなないいででくくだだささ

いい。。不不法法改改造造にによよりり法法律律でで罰罰せせらら
れれまますす。。

● 車車載載器器のの上上にに荷荷物物をを載載せせるるななどど、、
圧圧迫迫ししなないいででくくだだささいい。。

● 車車載載器器内内部部へへ水水、、金金属属ななどどのの異異
物物がが混混入入ししたた場場合合やや異異常常にに高高温温
ととななっったた場場合合、、ままたたはは異異臭臭やや煙煙がが
出出てていいるる場場合合ななどどはは、、イイググニニシショョ
ンンススイイッッチチををオオフフににししてて、、カカワワササキキ
正正規規取取扱扱店店でで点点検検ををおお受受けけくくだだささ
いい。。

● 料金所では、案内板等により、ETC
が利用可能であることを確認し、
ETCレーンでは路面表示に従って走
行してください。

● ETCレーンには、十分な車間距離を
とり、20km/h以下に減速して進入
し、徐行して通行してください。
ETCレーンでの並走、追い抜き、車
群走行は禁止です。

● ETCレーンを走行中に開閉バーが開
かなかった場合は、路側表示が停車
と出る場合もありますが、後続車に
よる追突防止のため、後退や停車を
せず、開閉バーを避けてETCレーン
から退避し、駐停車が禁止されてい
ない場所から安全を確認の上、すみ
やかにご利用の高速道路会社にご連
絡ください。

● 有料道路の入口料金所から出口料金
所を出るまでは、同一のETCカード
を継続して使用してください。ETC
カードには、通行料金の計算に必要
な情報が記録されます。異なるETC
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カードを使用すると料金が正しく計
算されない場合があります。

● 一部の料金所では、左側のETCレー
ンの利用を推奨しています。対象と
なる料金所では、「ETC 二輪 左へ」
等の案内板が設置されています。

● 通信エラー等により、入口料金所の
ETCレーンで通行券を受け取られた
場合は、出口料金所でのお支払いは
係員のいるレーンで一旦停止し、
ETCカードと通行券を係員にお渡し
ください。清算機のあるレーンで
は、インターホン等で係員を呼び出
してください。

● ETCを利用して入口料金所を通過し
た場合で、出口料金所でETCレーン
が利用できない時、あるいは設置さ
れていない時は、一旦停止してETC
カードを係員にお渡しください。

● 点検等によりETCレーンが閉鎖され
ている場合は、係員のいるレーンで
ETCカードでの支払いが可能です。

● ETCシステムのご利用方法、通行方
法、制限事項等については、「ETC
システム利用規定」（https://www.
go-etc.jp/）をご覧ください。

https://www.go-etc.jp/
https://www.go-etc.jp/
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車載器各部の名称

A. ETC車載器本体
B. 呼吸穴
C. カードソケット
D. 耐振ゴム
E. カバー
F. 銘版
G. バックル
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（A）ETC車載器本体

ETCカードを装着させ、路側アンテ
ナとの通信の制御を行います。

（B）呼吸穴

ケース内の気圧を調整し、防水性を
保ちます。防水性の低下およびカバー
が開かなくなる可能性があるため、呼
吸穴は塞がないでください。

（C）カードソケット

ETCカードとの通信を行います。

（D）耐振ゴム

ETCカードとカードソケットの接触
を保持します。カード認証ができなく
なったり、カード破損の原因となるた
め、耐振ゴムは剥がさないでくださ
い。

（E）カバー

ETCカード着脱時に開閉します。

（F）銘版

型式、製造年月日、技適番号、車載
器管理番号等が記載されています。認
証機器としての証明ですので、銘版は
剥がさないでください。

（G）バックル

カバー開閉時に付け外しします。車
載器の使用/不使用に関わらず、常に
ロックしてください。

ETCカードの挿入
● バックルを外し、車載器本体のカ

バーを開いてください。
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A. バックル

● ETCカードの端子面と車載器本体の
カードソケットが接触するようにス
ライドさせて突き当たるまで挿入し
てください。

A. ETCカード
B. 挿入方向

● カバーを閉じ、バックルでカバーを
固定します。

● イグニションスイッチをオンにする
と、カード認証が開始され、ETCイ
ンジケータが緑/赤に交互点滅しま
す。

● カードが正常に認証されると、ETC
インジケータが緑色に点灯します。
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注注意意

● EETTCCカカーードドをを挿挿入入すするる際際、、カカーードド
ののIICCチチッッププ付付近近をを押押ささええななががらら入入
れれるるとと、、車車載載器器ののカカーードドココネネククタタピピ
ンンがが破破損損すするる可可能能性性ががあありりまますす。。
カカーードドのの端端をを軽軽くく押押ししててゆゆっっくくりりとと
挿挿入入ししててくくだだささいい。。

● EETTCCカカーードドのの向向きき（（前前後後、、表表裏裏））をを
誤誤っったたりり、、EETTCCカカーードドででははなないい物物をを
挿挿入入ししたた場場合合もも、、カカーードドココネネククタタピピ
ンンををがが破破損損すするる可可能能性性ががあありりまま
すす。。カカーードドのの向向ききやや種種類類ををよよくくごご確確
認認くくだだささいい。。

A. ICチップ
B. 挿入方向
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A. 表面
B. 挿入方向

ETCインジケータの表示につい
て

状態
ETCインジ
ケータのパ
ターン

車載器が利用できる時
料金所で正常に情報を受け
取った時

緑　点灯

ETCカードが未挿入の時
車載器が利用できない時

赤
点灯／点滅

料金所で異常情報を受け
取った時

赤　点灯

ETCカード認証中
緑／赤
交互点滅

車載器が未セットアップの
時

赤　点滅

イグニションスイッチをオ
フにした時

消灯

ETCカードの更新をお知ら
せする時

2秒おきに3
回赤点滅
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状態
ETCインジ
ケータのパ
ターン

ITSスポットで注意喚起情
報を受け取った時

赤高速点滅
（約5秒間）

ITSスポットで一般情報を
受け取った時

緑高速点滅
（約2秒間）

注注意意

EETTCCカカーードドのの更更新新ををおお知知ららせせすするる機機
能能はは簡簡易易的的なな機機能能でですす。。GGPPSS信信号号
をを受受信信ししてていいなないい時時はは、、EETTCCカカーードド
のの有有効効期期限限切切れれ判判定定はは行行わわずず、、イイ
ンンジジケケーータタ表表示示はは緑緑点点灯灯ののままままととなな
りりまますす。。

警警告告
EETTCCイインンジジケケーータタがが緑緑色色にに点点灯灯ししてて
いいなないい場場合合、、EETTCCシシスステテムムはは利利用用でで
ききまませせんん。。EETTCCレレーーンンのの開開閉閉ババーーがが
開開かかずず、、負負傷傷やや死死亡亡事事故故ににつつなながが
るる可可能能性性ががあありりまますす。。

ETCレーンでの注意
● ETCレーンに進入する前に、ETCイン

ジケータが緑色に点灯していること
を確認してください。

● 確認する際は、インジケータを注視
せず、運転の妨げにならないように
してください。

● ETCレーンでは路面表示（レーン
マーク）に従って走行してくださ
い。

● ETCレーンには、十分な車間距離を
とり、20km/h以下に減速して進入
し、徐行して通行してください。
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ETCレーンでの並走、追い抜き、車
群走行は禁止です。

● 渋滞などでETCレーンに他の車両が
停車している場合も、絶対に追い抜
きはしないでください。

警警告告
EETTCCレレーーンンでで並並走走、、追追いい抜抜きき、、車車群群
走走行行ななどどをを行行っったた場場合合、、EETTCCがが正正常常
にに作作動動せせずず、、負負傷傷やや死死亡亡事事故故ににつつ
ななががるる可可能能性性ががあありりまますす。。充充分分なな車車
間間距距離離をを保保ちち、、11台台ずずつつままっっすすぐぐにに
進進入入ししててくくだだささいい。。

● スマートインターチェンジ*を利用
する場合は、車両停止状態で通信が
行われるため、必ず開閉バーの手前
で一旦停止してください。一旦停止
しても開閉バーが開かない場合は、
レーンに設置されたインターホン等
で係員を呼び、案内に従ってくださ
い。

● 運営時間、出入り方向、対象車種等
に制約がある場合がありますので、
ご注意ください。

*スマートインターチェンジ：高速道
路の本線、サービスエリア、パー
キングエリア等から乗り降りがで
き、ETCを搭載した車両のみ通行
が可能なインターチェンジ。

警警告告
EETTCCアアンンテテナナのの周周辺辺にに物物をを置置いいたた
りり、、周周囲囲をを塞塞ぐぐとと通通信信エエララーーのの原原因因
ととななりりまますす。。料料金金所所通通行行時時にに開開閉閉
ババーーがが開開かかずず、、負負傷傷やや死死亡亡事事故故にに
つつななががるる可可能能性性ががあありりまますす。。
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故障かなと思ったら
● 下記の表で内容を確認し、ご対応ください。
● 症状が改善されない場合は、カワサキ正規取扱店にご相談ください。
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症状 確認事項 対応

ETCインジケータが緑
色に点灯しない

ETCカードが挿入されてい
るか。 ETCカードを正しく挿入してくださ

い。（挿入方向、表裏等）ETCカードが正しく挿入さ
れているか。

ETCカードのICチップ、車
載器本体のカードソケット
に汚れや濡れがないか。

ETCカードのICチップ、車載器本体の
カードソケットを掃除してくださ
い。

ETCカードが変形していな
いか。

変形していないETCカードをご使用く
ださい。

ETCレーンの料金所で
開閉バーが開かない

料金所との通信トラブル。

開閉バーが開かなかった場合、後続
車による追突防止のため、後退や停
車をせず、開閉バーを避けてETCレー
ンから退避し、駐停車が禁止されて
いない場所から安全を確認の上、す
みやかにご利用の高速道路会社にご
連絡ください。

ETCカードの有効期限が切
れていないか。

有効なETCカードをご使用ください。

アンテナの周囲に遮蔽物が
ないか。

アンテナ周辺に電波を遮るものを置
かないでください。
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症状 確認事項 対応

ETCカードが入らない

ETCカードが変形していな
いか。

変形していないカードをご使用くだ
さい。

車載器の内部に異物が入っ
ていないか。

異物を取り除いてください。

請求金額が違う

下記のホームページにて利
用履歴をご確認ください。
https://www.etc-meisai.
jp/

料金については、ご利用のETCカード
発行会社（クレジットカード会社）
にお問合せください。

https://www.etc-meisai.jp/
https://www.etc-meisai.jp/
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燃燃料料のの補補給給

ガソリンの補給

警警告告
燃燃料料はは非非常常にに引引火火性性がが強強くく、、一一定定のの条条件件下下でではは火火災災やや爆爆発発のの可可能能性性ががあありりまま
すす。。燃燃料料をを取取りり扱扱ううととききああるるいいはは、、給給油油すするるととききはは必必ずずエエンンジジンンをを止止めめ、、火火気気厳厳
禁禁でで行行っっててくくだだささいい。。
● タタババココをを吸吸ううななどど火火気気をを近近づづけけなないいででくくだだささいい。。
● ガガソソリリンンススタタンンドド内内にに掲掲示示さされれてていいるる注注意意事事項項をを守守っっててくくだだささいい。。
● 給給油油はは必必ずず風風通通ししののよよいい屋屋外外でで行行っっててくくだだささいい。。
身身体体にに静静電電気気をを帯帯びびてていいるるとと、、放放電電にによよるる火火花花でで燃燃料料にに引引火火すするる場場合合ががあありりまま
すす。。次次ののここととはは必必ずず守守っっててくくだだささいい。。
● タタンンククキキャャッッププをを開開けけるる前前にに車車体体ままたたはは、、給給油油機機等等のの金金属属部部分分にに触触れれてて身身体体

のの静静電電気気除除去去をを行行っっててくくだだささいい。。
● ガガソソリリンンままたたはは燃燃料料ががここぼぼれれたた場場合合はは、、布布ななどどでで完完全全にに拭拭ききととっっててくくだだささいい。。
● タタンンククキキャャッッププをを開開けけるるななどど、、給給油油機機のの操操作作はは必必ずず、、静静電電気気のの除除去去をを行行っったた人人

おお１１人人でで行行っっててくくだだささいい。。
● 給給油油口口にに他他のの人人をを近近づづけけなないいででくくだだささいい。。
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● キーホールカバーを引き上げます。
● 燃料タンクキャップのロックにキー

を差し込み、燃料タンクキャップを
軽く押しながらキーを時計回りに回
します。

A. キーホールカバー
B. キー
C. 燃料タンクキャップ

● 燃料タンクキャップを開けます。
● 燃料を給油します。燃料は注入口に

あるレベルプレートの下端以上入れ

ず、図のように少し控え目に入れて
ください。

A. 燃料タンクキャップ
B. 燃料タンク
C. トップレベル
D. レベルプレートの下端

タタンンクク容容量量：：1199 LL

使使用用燃燃料料：：無無鉛鉛ププレレミミアアムムガガソソリリンン
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注注意意

● 必必ずず無無鉛鉛ププレレミミアアムムガガソソリリンンをを使使
用用ししててくくだだささいい。。燃燃料料をを補補給給すするるとと
ききはは、、必必ずず無無鉛鉛ププレレミミアアムムガガソソリリンン
ででああるるここととをを確確認認ししててかからら行行っっててくく
だだささいい。。無無鉛鉛レレギギュュララガガソソリリンンをを使使
用用すするるとと、、エエンンジジンンにに悪悪影影響響をを及及
ぼぼすす原原因因ととななりりまますす。。

● 高高濃濃度度アアルルココーールル燃燃料料をを使使用用ししなな
いいででくくだだささいい。。高高濃濃度度アアルルココーールル
燃燃料料をを使使用用すするるとと、、エエンンジジンンやや燃燃
料料系系のの部部品品をを損損傷傷ささせせるる原原因因ととなな
りりまますす。。

● 粗粗悪悪ガガソソリリンンままたたはは燃燃料料にに不不適適切切
なな添添加加剤剤をを使使用用ししなないいででくくだだささいい。。
粗粗悪悪ガガソソリリンンままたたはは不不適適切切なな添添加加
剤剤をを使使用用すするるとと、、エエンンジジンンにに悪悪影影
響響をを及及ぼぼすす可可能能性性ががあありりまますす。。

● タンクキャップを閉じるときは、
キーをキャップに差し込んだ状態
で、キャップを手で押し下げます。

● キーを“LOCK”の位置に回して抜きま
す。

● キーホールカバーを閉めます。
● サイドスタンド状態においては燃料

計は燃料量を正確に表示しません。
車体を正立状態にして、燃料量の確
認を行ってください。

アアドドババイイスス
○ タンクキャップはキーを差し込んでいな

いとロックできません。また、キャップ
が確実にロックされていないとキーは
抜けません。

○ タンクキャップを閉じるときに、キーを
持って押し付けないでください。正しく
ロックできません。
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警警告告
燃燃料料はは非非常常にに引引火火性性がが強強くく、、一一定定
のの条条件件下下でではは火火災災やや爆爆発発のの可可能能性性
ががあありりまますす。。燃燃料料をを取取りり扱扱ううととききああるる
いいはは、、給給油油すするるととききはは必必ずずエエンンジジンン
をを止止めめ、、火火気気厳厳禁禁でで行行っっててくくだだささいい。。
● 燃燃料料タタンンククにに燃燃料料をを入入れれすすぎぎるる

とと、、走走行行中中燃燃料料がが膨膨張張ししててタタンンクク
キキャャッッププののブブリリーーザザホホーーススかかららにに
じじみみ出出るるここととががあありりまますす。。燃燃料料はは
入入れれすすぎぎなないいででくくだだささいい。。

● タタンンククキキャャッッププはは確確実実にに閉閉めめててくくだだ
ささいい。。

● 燃燃料料ががここぼぼれれたた場場合合はは、、たただだちちにに
布布ななどどでで完完全全にに拭拭ききととっっててくくだだささ
いい。。
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正正ししいい運運転転操操作作

エンジンのかけ方
● キーノブを押すと、キーノブインジ

ケータが点灯します。
● キーノブインジケータが点灯してい

る間にイグニションスイッチを回し
ます。

● トランスミッションをニュートラル
にします。ニュートラルに入ってい
るかどうかニュートラルインジケー
タで確認します。

A. ニュートラルインジケータ（緑色）
B. イグニションスイッチ
C. キーノブインジケータ

● メータの初期動作が終了したのち、
スロットルグリップを動かさずに、
クラッチレバーを握り、エンジンス
タート／ストップスイッチを の
位置にスライドし、エンジンを始動
させます。
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A. エンジンスタート／ストップスイッチ
B. スライドする。

アアドドババイイスス
○ エンジン冷間時にはファーストアイドル

機構が自動的に働き、エンジン回転速
度が高くなります。この時、無理なス
ロットル操作を行うとエンジン警告イン
ジケータが点灯する可能性がありま
す。

○ この車には、転倒した際に自動的にエ
ンジンを停止させるための転倒センサ
を採用しています。再度エンジンを始

動させるには車体を垂直に起こした
後、一旦イグニションスイッチをオフに
して、再度回します。

危危険険
排排気気ガガススににはは、、無無色色無無臭臭のの有有毒毒ガガ
ススででああるる一一酸酸化化炭炭素素がが含含ままれれてていい
まますす。。排排気気ガガススをを吸吸いい込込むむとと、、意意識識
不不明明ににななっったたりり、、死死亡亡すするる可可能能性性がが
あありりまますす。。閉閉めめ切切っったた場場所所ででエエンンジジ
ンンをを運運転転ししなないいででくくだだささいい。。換換気気のの良良
いい場場所所でで作作業業ししててくくだだささいい。。

アアドドババイイスス
○ スタータロックアウトシステムにより、

サイドスタンドが降りている時は、
ニュートラル以外でエンジンは始動で
きません。
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A. クラッチレバー
B. スタータロックアウトスイッチ

アアドドババイイスス
○ エンジンスタート／ストップスイッチを

スライドして5秒以内でエンジンが始動
しない時は、一旦イグニションスイッチ
をオフにし、10秒くらい休んでから再度
イグニションスイッチをオンにしてエン
ジンスタート／ストップスイッチをスライ
ドしてください。これはバッテリ電圧を
回復させるためです。

○ エンジンが始動してエンジンスタート／
ストップスイッチを放すと、ヘッドライト
が点灯します。

○ 不必要な空吹かしはしないでください。
燃料の無駄使いになるばかりでなく、
エンジンに悪影響を及ぼします。

○ アイドリング状態で長時間放置する
と、充電不良を起こし、バッテリに悪影
響を及ぼします。

ならし運転
最初の1 000 kmを走行するまでは下

表のエンジン回転速度以下でならし運
転をしてください。ならし運転を行う
と、車の性能を維持し寿命を延ばしま
す。

走行距離 エンジン回転速度

0 ∼ 350 km 4 000 rpm

350 ∼ 600 km 6 000 rpm

600 ∼ 1 000 km 控えめな運転
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アアドドババイイスス
○ 必要に応じて一時的に制限回転速度

を超えることは問題ありません。
○ 不必要な空吹かし、急加速、急減速は

つつしんでください。
○ 法定速度を守って走行してください。

走り方
● サイドスタンドが完全に戻っている

かを確認します。

アアドドババイイスス
○ サイドスタンドが降りたままギヤを入れ

ると、サイドスタンドスイッチとスタータ
ロックアウトスイッチが働いて、自動的
にエンジンが止まります。

○ サイドスタンドが滑らかに作動しない
時は取り付け部に注油を行い、滑らか
に作動するか確認してください。

警警告告
走走行行中中ははササイイドドススタタンンドドをを操操作作ししなな
いいででくくだだささいい。。走走行行中中ににササイイドドススタタンン
ドドをを操操作作すするるととエエンンジジンンがが止止ままりり、、思思
わわぬぬ事事故故のの原原因因ととななるるここととががあありりまま
すす。。

● クラッチレバーを握り、シフトペダ
ルを操作してギヤを１速に入れ、静
かに発進します。

● 車のスピードに応じてギヤチェンジ
をします。ギヤチェンジは6段リ
ターン式です。
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A. シフトペダル

アアドドババイイスス
○ ギヤチェンジは、スロットルグリップを

一旦戻し、クラッチレバーを完全に
握ってから行ってください。

○ チェンジ操作は、ペダルにコツンと感じ
るまで確実に行ってください。

○ チェンジ操作が堅く感じられる時は、カ
ワサキ正規取扱店にご相談ください。

○ 不必要な急加減速をつつしんで走るこ
とが、燃料の節約と車の寿命を延ばし
ます。

注注意意

● 無無理理ななチチェェンンジジ操操作作ややシシフフトトペペダダ
ルルにに足足をを乗乗せせたたままままででのの走走行行はは、、
チチェェンンジジ機機構構ややククララッッチチをを傷傷めめるる
原原因因ととななりりまますす。。

● 走走行行中中にに異異常常をを感感じじたたととききはは、、たた
だだちちににカカワワササキキ正正規規取取扱扱店店でで点点
検検ををおお受受けけくくだだささいい。。

シフトダウンの仕方
追い越しするとき等強力な加速が必

要な時は、シフトダウン（低速ギヤに
チェンジ）をすると加速力が得られま
す。あまり高い速度で行うとエンジン
の回転が上がりすぎて、エンジン、
ミッションに悪影響を及ぼします。各
ギヤ共、5 000 rpm以下で行ってくださ
い。
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警警告告
急急激激ななシシフフトトダダウウンンはは、、走走行行安安定定性性
ををそそここなないい転転倒倒等等のの原原因因ととななりりまますす
ののでで行行わわなないいででくくだだささいい。。

ブレーキの使い方
● ブレーキは前後輪同時に使用してく

ださい。

警警告告
前前輪輪ままたたはは後後輪輪ブブレレーーキキだだけけをを使使うう
とと、、走走行行安安定定性性ををそそここなないい横横すすべべりり
やや転転倒倒のの原原因因ととななるる場場合合ががあありりまま
すす。。必必ずず前前後後ブブレレーーキキをを同同時時ににかかけけ
ててくくだだささいい。。

● 不必要な急ブレーキはかけないでく
ださい。

警警告告
急急ブブレレーーキキををかかけけるるとと、、走走行行安安定定性性
ををそそここなないい横横すすべべりりやや転転倒倒のの原原因因とと
ななるる場場合合ががあありりまますす。。不不必必要要なな急急ブブ
レレーーキキはは行行わわなないいででくくだだささいい。。

A. フロントブレーキレバー



200 正しい運転操作

A. リヤブレーキペダル

アアドドババイイスス
○ 雨の日や路面が濡れているところ、雪

道や凍った道路では路面が滑りやす
く、晴天時よりも制動距離が長くなりま
す。スピードを落として、余裕をもって
運転してください。

○ 長い坂道を下る時等に連続してブレー
キを使用すると、ブレーキ部の温度が
上昇しブレーキの効きが悪くなるおそ
れがあります。このようなときはエンジ

ンブレーキと断続的なブレーキ操作を
併用してください。

○ 雨の日や水たまりを走行した後は、ブ
レーキの効きが悪くなる場合がありま
す。ブレーキの効きが悪い時は、周囲
の交通状況に充分注意して低速で走
行しながら、ブレーキの効きが回復す
るまでブレーキを軽く作動させて、ブ
レーキの湿りを乾燥させてください。

エンジンブレーキ
走行中、スロットルグリップを戻し

た時にかかる制動力です。低速ギヤほ
どエンジンブレーキはよく効きます。

ESS

ESS（エマージェンシーストップシ
グナル）は、急ブレーキ時にブレーキ
ライトを点滅させることで後続車に注
意を促し、追突される可能性を低減さ
せるシステムです。
● ESSは以下の条件で作動します。
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車速 55 km/h以上

ハザードライト オフ

アアドドババイイスス
○ ハザードライトがオンの場合、システ

ムは作動しません。
○ ABSインジケータが点灯している場

合、システムは作動しません。

● 急ブレーキが解除されると、ESSは
オフになります。

ABS
ABS（アンチロックブレーキシステ

ム）は、直線走行中に急ブレーキをか
けたとき、車輪がロックしないように
設計されています。ABSはブレーキ力
を自動的に制御します。グリップ力と
ブレーキ力を断続的に得ることによっ
て、車輪がロックすることを防ぎ、車
が停止するまで運転者が安定したハン
ドル操作をできるようにします。

ブレーキの操作は通常の車と同じで
す。前輪ブレーキはブレーキレバー
で、後輪ブレーキはブレーキペダルで
かけます。

ABSは車輪のロックを防いで車を安
全に停止させますが、次のような特徴
がありますので注意してください。
● ABSは悪い路面、誤った判断、また

は間違ったブレーキのかけ方を良い
方向に補うことはできません。ABS
がついていない車と同じような注意
が必要です。

● ABSは停止距離を縮めるようには設
計されていません。すべりやすい、
凹凸が多い、あるいは下りの道路な
どでは、ABS搭載の車の方が搭載さ
れていない車より停止距離が長くな
る場合があります。このようなとこ
ろを走行するときは特に注意してく
ださい。

● ABSは直線走行中にブレーキをかけ
たとき車輪がロックすることを防ぐ
のに役立ちます。しかし、コーナリ
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ング中にブレーキをかけたときに起
こる車輪の横すべりをコントロール
することはできません。コーナリン
グ中のブレーキはかけない方が安全
です。もしかける必要がある場合
は、前後輪共、軽くかけるだけにし
ます。

アアドドババイイスス
○ コーナに入る前にシフトダウンをして、

充分に減速してください。

● ABSに組み込まれているコンピュー
タは、車の走行速度と車輪の回転速
度を比べています。指定サイズ以外
のタイヤは車輪の回転速度を変え、
コンピュータを誤作動させて停止距
離を長くすることがあります。

警警告告
指指定定外外ののタタイイヤヤをを使使用用すするるととAABBSSがが
誤誤作作動動をを起起ここしし、、停停止止距距離離がが長長くく
ななっってて事事故故ににつつななががるる可可能能性性ががあありり
まますす。。必必ずず指指定定さされれたたタタイイヤヤをを使使用用
ししててくくだだささいい。。

警警告告
AABBSSシシスステテムムのの機機能能ににはは限限界界ががああ
りり、、ああららゆゆるる状状況況下下でで運運転転者者をを補補助助
すするるももののででははあありりまませせんん。。天天候候、、路路
面面状状況況、、交交通通事事情情ににふふささわわししいいスス
ピピーードドとと方方法法でで運運転転しし、、安安全全をを確確保保
すするるここととはは運運転転者者のの責責任任でですす。。

アアドドババイイスス
○ ABSの作動中に、ブレーキレバーやペ

ダルに振動を感じることがあります。こ
れは異常ではありませんので、ブレー
キをかけているのを中断する必要は
ありません。
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○ 車速が5 km/h以下ではABSは作動し
ません。

○ バッテリが上がっている場合も、ABS
は作動しません。

KIBS
KIBS（カワサキインテリジェントア

ンチロックブレーキシステム）はス
ポーツライディングにおいて、よりス
ムーズなブレーキ制御を行うシステム
です。

KIBSは減速中の車輪のロックを防ぐ
ために、前後輪の車輪回転速度に加え
てエンジンのデータも使用して自動的
にブレーキの強さを制御します。

警警告告
KKIIBBSSのの機機能能ににはは限限界界ががあありり、、ああらら
ゆゆるる状状況況下下でで運運転転者者をを補補助助すするるもも
ののででははあありりまませせんん。。天天候候、、路路面面状状
況況、、交交通通事事情情ににふふささわわししいいススピピーードド
とと方方法法でで運運転転しし、、安安全全をを確確保保すするるここ
ととはは運運転転者者のの責責任任でですす。。

エンジンの止め方
● スロットルグリップを全閉にしま

す。
● トランスミッションをニュートラル

にします。
● イグニションスイッチをオフにしま

す。

エンジンの非常停止
何らかの原因で、エンジンがスロッ

トルコントロールを失うと非常に危険
な状態に陥ることがあります。このよ
うな非常時において、イグニションス
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イッチで停止できないときはエンジン
スタート／ストップスイッチを の
位置にしてください。ハンドルから手
をはなさずにエンジンを停止すること
ができます。

駐車の仕方

警警告告
可可燃燃物物近近くくででのの運運転転、、駐駐車車はは、、火火災災
のの原原因因ととななるる可可能能性性ががあありりまますす。。背背
のの高高いい植植物物、、枯枯れれ木木、、枯枯れれ葉葉、、等等のの
可可燃燃物物ががママフフララ等等のの排排気気系系部部品品にに
触触れれるるよよううなな場場所所でで、、アアイイドドリリンンググしし
たたりり駐駐車車ししたたりりししなないいででくくだだささいい。。

警警告告
エエンンジジンンやや排排気気系系統統はは運運転転中中やや停停
止止後後ししばばららくくのの間間はは高高温温ののたためめ、、やや
けけどどををおおここすす可可能能性性ががあありりまますす。。
● エエンンジジンンやや排排気気系系統統ににはは触触れれなな

いいででくくだだささいい。。
● 駐駐車車すするるととききはは交交通通のの邪邪魔魔にになならら

なないい、、安安全全なな場場所所でで他他のの方方ががママフフ
ララ、、エエンンジジンンにに触触れれるるここととののなないい
場場所所にに駐駐車車ししててくくだだささいい。。

● 車を止め、トランスミッションを
ニュートラルにします。

● イグニションスイッチをオフにして
エンジンを停止させます。

● サイドスタンドを使って、水平で
しっかりとした場所に駐車します。
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警警告告
坂坂道道、、砂砂利利道道やや凸凸凹凹なな所所にに駐駐車車すす
るるとと、、ススタタンンドドがが不不安安定定ににななりり転転倒倒すす
るる可可能能性性ががあありりまますす。。車車がが安安定定すするる
ととこころろにに駐駐車車ししててくくだだささいい。。

● 交通の邪魔にならない安全な場所に
駐車してください。

● エンジン回転中や停止後しばらくの
間は、マフラ、エンジンに触れない
でください。

● マフラ、エンジンが熱くなっていま
す。他の方が触れることのない場所
に駐車してください。やむをえず子
供が遊ぶ施設や人通りの多いところ
に駐車するときは他の方がマフラ、
エンジンに触れないように配慮して
ください。
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● ガレージまたはその他の建物の内部
に駐車する時は、風通しが良く、火
気のない所にします。

警警告告
ガガソソリリンンはは引引火火性性がが高高くく火火災災のの原原因因
ににななるるここととががあありりまますす。。ガガソソリリンンをを取取
りり扱扱ううとときき、、ああるるいいはは燃燃料料をを給給油油すす
るるととききはは必必ずずエエンンジジンンをを止止めめ、、火火気気
厳厳禁禁でで行行っっててくくだだささいい。。

● 車から離れるときは、盗難予防のた
め必ずステアリングロックをかけて
ださい。
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インテグレイテッドライディング
モード（ZX1002P）

この車両は、ボタンひとつでその性
能特性を変更できます。各ライディン
グモードはエンジンを統合制御しま
す。

SSPPOORRTT：：

パワーモード F (100%)

KTRC 1（介入、少）

RROOAADD：：

パワーモード F (100%)

KTRC 2（中間）

RRAAIINN：：

パワーモード Ｌ (50%)

KTRC 3（介入、多）

ライディングモードの切り替え方法
● 上下のMODEボタンを長押ししてモー

ドを切り替えます。
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：上MODEボタンを押し続けたときの切り替わ
り方
：下MODEボタンを押し続けたときの切り替わ
り方

● 下記の状態では切り替えができませ
ん。

● スロットルを開けているとき
● クルーズコントロールを使用してい

るとき

ライダモード（RIDER）

3種類のライディングモードに加え
て、好みに合わせて設定を変えられる
「ライダモード」が利用できます。パ

ワーモードとKTRCの2つのパラメータ
を調整できます。

ライダモード（RIDER）への切り替え方法
● メニューモード画面でライダモード

を使用できるようにしてください。
「メータの見方・使い方」の章、
「メニューモード画面」の項を参照
してください(89ページを参照)。

● “RAIN”モードのときに下MODEボタン
を押し続けて切り替えます。

：上MODEボタンを押し続けたときの切り替わ
り方
：下MODEボタンを押し続けたときの切り替わ
り方



正しい運転操作 209

● 下記の状態では切り替えができませ
ん。

● スロットルを開いているとき
● クルーズコントロールを使用してい

るとき

アアドドババイイスス
○ ライダモードに切り替えると、各パラ

メータの設定状態が図のように表示さ
れます。通常表示に戻すにはRESET
ボタンを押してください。

○ 各パラメータの設定状態を表示するに
は、RESETボタンを長押ししてくださ
い。

：RESETボタンを押したときの切り替わり方
：RESETボタンを押し続けたときの切り替わり
方

ライダモードのパラメータ
パワーモードとKTRCのパラメータを

組み合わせることにより、好みに合わ
せた設定を作成できます。

各モードの組み合わせは運転者の技
量や路面状況により異なります。組み
合わせは、次の表を参考に、運転者自
身の判断で行ってください。
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組み合わせの例

パラメータの変更方法
● 「メータの見方・使い方」の章、

「メニューモード画面」の項を参照
してください(88ページを参照)。

インテグレイテッドライディング
モード（ZX1002R）

この車両は、ボタンひとつでその性
能特性を変更できます。各ライディン
グモードはエンジンとサスペンション
を統合制御します。

SSPPOORRTT：：

パワーモード F (100%)

KTRC 1（介入、少）

KECS HARD（硬め）
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RROOAADD：：

パワーモード F (100%)

KTRC 2（中間）

KECS NORMAL（標準）

RRAAIINN：：

パワーモード Ｌ (50%)

KTRC 3（介入、多）

KECS SOFT（柔らかめ）

ライディングモードの切り替え方法
● 上下のMODEボタンを長押ししてモー

ドを切り替えます。

：上MODEボタンを押し続けたときの切り替わ
り方
：下MODEボタンを押し続けたときの切り替わ
り方

● 下記の状態では切り替えができませ
ん。

● スロットルを開けているとき
● クルーズコントロールを使用してい

るとき

ライダモード（RIDER）

3種類のライディングモードに加え
て、好みに合わせて設定を変えられる
「ライダモード」が利用できます。パ
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ワーモード、KTRC、KECS（減衰力）の
3つのパラメータを調整できます。

ライダモード（RIDER）への切り替え方法
● メニューモード画面でライダモード

を使用できるようにしてください。
「メータの見方・使い方」の章、
「メニューモード画面」の項を参照
してください(89ページを参照)。

● “RAIN”モードのときに下MODEボタン
を押し続けて切り替えます。

：上MODEボタンを押し続けたときの切り替わ
り方
：下MODEボタンを押し続けたときの切り替わ
り方

● 下記の状態では切り替えができませ
ん。

● スロットルを開けているとき
● クルーズコントロールを使用してい

るとき

アアドドババイイスス
○ ライダモードに切り替えると、各パラ

メータの設定状態が図のように表示さ
れます。通常表示に戻すにはRESET
ボタンを押してください。

○ 各パラメータの設定状態を表示するに
は、RESETボタンを長押ししてくださ
い。
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：RESETボタンを押したときの切り替わり方
：RESETボタンを押し続けたときの切り替わり
方

ライダモードのパラメータ
パワーモード、KTRC、KECSのパラ

メータを組み合わせることにより、好
みに合わせた設定を作成できます。

各モードの組み合わせは運転者の技
量や路面状況により異なります。組み
合わせは、次の表を参考に、運転者自
身の判断で行ってください。

組み合わせの例

パラメータの変更方法
● 「メータの見方・使い方」の章、

「メニューモード画面」の項を参照
してください(88ページを参照)。
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KTRC
KTRC（Kawasaki TRaction Control）

は、加速時の後輪スリップ（ホイール
スピン）を検出し、ライディング状況
に応じた最適なスリップ率になるよう
に制御するインテリジェントシステム
です。スポーツ走行だけでなく、ツー
リング先の荒れた路面や滑り易い路面
でも安定した走行をサポートします。

KTRCは、公道で使用することを目的
にしていますが、あらゆる状況に対応
できるものではありません。路面状態
によってはホイールスピンが生じ、車
両の加速に遅れが生じることがありま
す。

警警告告
KKTTRRCCシシスステテムムのの機機能能ににはは限限界界ががああ
りり、、ああららゆゆるる状状況況下下でで運運転転者者をを補補助助
すするるももののででははあありりまませせんん。。天天候候、、路路
面面状状況況、、交交通通事事情情ににふふささわわししいいスス
ピピーードドとと方方法法でで運運転転しし、、安安全全をを確確保保
すするるここととはは運運転転者者のの責責任任でですす。。

極端な加速により前輪が浮き上がる
と、KTRCはエンジン出力を抑制し、前
輪を接地させようとします。このよう
な場合には、スロットルグリップを少
し戻してできるかぎり早く前輪を接地
させてください。

警警告告
指指定定外外ののタタイイヤヤをを使使用用すするるととKKTTRRCC
がが誤誤作作動動をを起起ここしし、、正正ししくく機機能能ししななくく
ななっってて事事故故ににつつななががるる可可能能性性ががあありり
まますす。。必必ずず指指定定さされれたたタタイイヤヤをを使使用用
ししててくくだだささいい。。
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KTRCインジケータ

システム介入中に点滅します。

A. 黄色KTRCインジケータ

KTRCモード

KTRCは、道路状況に応じて3種類の
作動モードが選択できます。また、
KTRCをオフにすることもできます。

モード1：
スリップ抑制を最も控えめにした

モードです。スポーツライディングに
適した加速力が得られます。

モード2：
システムの介入頻度は中程度で、

モード1と3の中間レベルになります。

モード3：
システムが早期に介入し、可能なか

ぎり後輪の空転が抑制されます。路面
のグリップ力が弱い場合に使用してく
ださい。

アアドドババイイスス
○ KTRCがオフのときは後輪スリップを制

御できません。スロットルを慎重に操
作してください。

○ KTRCがオフのとき、BSD OFF、FCW
OFF、KTRC OFFインジケータがメータ
ユニットに表示されます。
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A. BSD OFFインジケータ
B. FCW OFFインジケータ
C. KTRC OFFインジケータ

パワーモード
パワーモードは、3種類のエンジン

出力特性が選択できます。

モードF（フルパワー）：
最高出力を発揮するモードです。エ

ンジンが持つ本来のスロットルレスポ
ンスを発揮します。

モードM（ミドルパワー）：
最高出力の75％程度の出力に抑制し

ます。

モードL（ローパワー）：
最高出力の50％程度の出力に抑制し

ます。スロットルレスポンスが最も穏
やかになります。

KECS（ZX1002R）
KECS（Kawasaki Electronic Control

Suspension）は前後サスペンションの
減衰力を個別に自動制御します。さら
に、リヤショックアブソーバのスプリ
ング初期荷重（プリロード）を調整で
きます。

アアドドババイイスス
○ フロントフォークのスプリング初期荷重

は、右側のフロントフォーク下部にある
アジャスタで調整できます。「各部の取
り扱い方」の章、「サスペンションセッ
ティング」の項を参照してください(172
ページを参照)。
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プリロードモード

リヤショックアブソーバのスプリン
グ初期荷重の調整範囲は0 ∼ 35です。
KECSには3つのプリロードモードがあ
り、各セッティング値は下記の通りで
す。

A. 運転者のみ：9
B. 運転者＋手荷物：11
C. 運転者＋手荷物＋同乗者：25

アアドドババイイスス
○ 「運転者＋同乗者」の場合は「運転者

＋手荷物」を使用してください。

各セッティング値は±5段階で微調整
できます。

プリロードモードの切り替え方法
● 左ハンドルスイッチのミドルボタン

を長押しすると、プリロードモード
が下記の順に切り替わります。
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A. ミドルボタン
：ミドルボタンを長押ししたときの切り替わり
方

● 下記の状態では切り替えができませ
ん。

● スロットルを開けているとき
● クルーズコントロールを使用してい

るとき

アアドドババイイスス
○ モータの発熱やバッテリの放電を防ぐ

ため、プリロードモードの変更は繰り返
さないようにしてください。

○ “KECS WAITING”メッセージが表示さ
れたときは、何らかの原因でスプリン
グ初期荷重調整機構が待機状態と
なっています。この表示が消えない場
合は、カワサキ正規取扱店で点検を
お受け下さい。

A. KECS待機メッセージ

スプリング初期荷重セッティングの調整
方法
● 「メータの見方・使い方」の章、

「メニューモード画面」の項を参照
してください(84ページを参照)。
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減衰力

KECSの減衰力は、3種類のセッティ
ングが選択できます。KECSは車速や加
速度およびサスペンションストローク
に基づいて、自動的に伸側減衰力およ
び圧側減衰力を調整するシステムで
す。

HARD（硬め）：
スポーツライディングや高荷重時に

適したセッティングです。

NORMAL（標準）：
路面の凹凸に対する吸収性を高めた

標準的なセッティングです。

SOFT（柔らかめ）：
濡れた路面に対して効果的な、最も

柔らかいセッティングです。

フロントレーダアシスト

フロントミリ波レーダを用いて、以
下の支援を行います。
● ACC（アダプティブクルーズコント

ロール）
● FCW（前方衝突警告）

アアドドババイイスス
○ 他の国で走行する場合は、レーダセン

サを使用するための国別規定を遵守
する必要があります。このレーダセン
サは特定の国のライセンスがなく、国
別規定で使用が認められていない場
合は、無効にする必要があります。



220 正しい運転操作

フロントレーダセンサはアッパカウ
リングのフロントレーダセンサカバー
の後ろにあります。

A. フロントレーダセンサ

注意事項

システムが正しく機能するように、
次の点に注意してください。

きれいに保つ
フフロロンントトレレーーダダセセンンササ付付近近にに異異物物がが

付付着着ししなないいよよううににししててくくだだささいい。。（ほこ
り、雪、氷、虫、アクセサリ、ステッ
カ（透明のものを含む）、アルミテー
プなど）

アアドドババイイスス
○ 異物が原因でシステムが正常に動作

せず、メータユニットに警告メッセージ
が表示されることがあります。異物を
除去しても問題が解決しない場合は、
カワサキ正規取扱店にご相談くださ
い。

振動、衝撃を避ける
フフロロンントトレレーーダダセセンンササにに強強いい振振動動やや

衝衝撃撃をを与与ええなないいででくくだだささいい。。

アアドドババイイスス
○ センサがわずかでもずれるとシステム

が誤作動したり、正しく検知されないこ
とがあります。不明な場合は、カワサ
キ正規取扱店にご相談ください。
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改造しない
フフロロンントトレレーーダダセセンンササ付付近近をを分分解解ししなな

いいででくくだだささいい。。またセンサ付近を塗装し
ないでください。不明な場合は、カワ
サキ正規取扱店にご相談ください。

ACC

システムの制限内で車速の調整およ
び車間距離の維持を支援します。

このシステムにより、スロットルや
ブレーキを操作することなく速度を維
持することができます。

警警告告
AACCCCのの機機能能をを過過信信ししなないいででくくだだささ
いい。。
● いいかかななるる状状況況ででもも適適切切ななススピピーードド

とと方方法法でで運運転転しし、、安安全全をを確確保保すするる
ここととはは運運転転者者のの責責任任でですす。。

● 機機能能をを正正ししくく使使用用すするるたためめにに、、本本
項項おおよよびび「「各各機機能能のの制制限限」」のの項項をを
よよくくおお読読みみににななりり、、機機能能のの限限界界にに
留留意意ししたた上上ででごご使使用用くくだだささいい。。
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警警告告
事事故故をを避避けけるるたためめ、、次次ののよよううなな状状況況
ででははAACCCCをを使使用用ししなないいででくくだだささいい。。
● 高高速速道道路路、、自自動動車車専専用用道道路路以以外外

のの一一般般道道。。
● 交交通通量量のの多多いい道道路路。。
● 急急カカーーブブががああるる道道路路。。
● 急急なな下下りり坂坂をを走走行行すするる場場合合。。下下りり

坂坂でで惰惰行行にによよっってて設設定定車車速速をを超超ええ
るる可可能能性性ががああっっててもも、、本本機機能能ははブブ
レレーーキキをを作作動動ささせせまませせんん。。

● 料料金金所所ななどどのの車車線線ににままたたががっったた
構構造造物物ががああるる道道路路やや、、駐駐車車場場まま
たたははドドラライイブブススルルーーがが可可能能なな施施設設
をを走走行行すするる場場合合。。

ACCとCC
フロントレーダ機能をオフにして

も、クルーズコントロール（CC）は使
用できます。

アアドドババイイスス
○ CCは先行車との距離を制御しないた

め、運転者によるブレーキ操作が必要
です。

○ ACCとCCはメータ画面の表示で区別
できます。

A. ACC
B. CC

ACCとCCの切り替え方法
● ACCのオン／オフはメニューモード

画面で設定できます。「メータの見
方・使い方」の章、「メニューモー
ド画面」の項を参照してください
(86ページを参照)。



正しい運転操作 223

システム操作
● ACCは以下の条件で使用できます。

ACC オン

KTRC オン

車速 30 km/h以上

アアドドババイイスス
○ クルーズコントロールを使用するとき

は、法定速度をご確認ください。
○ KTRCがオフの場合、ACCは自動的に

オフになります。
○ エンジン保護のため、「RES/＋」ボタン

を押したときのエンジン回転数が8 000
rpmを超えないように制御します。運転
状況によっては、エンジン回転数が8
000 rpmを超えることがあります。

○ エンジン回転数が7 500 rpmを超えると
警告メッセージが表示されます。

アアドドババイイスス
○ システムによる加減速には限界があ

り、特に高負荷状態では限界がありま
す。足りないと感じたら手動で操作して
ください。

○ コーナリング中は加減速をマイルドに
制御し、快適な乗り心地を実現しま
す。

○ イグニションスイッチをオンにすると、
ACCシステムチェックのためにブレー
キランプが数秒点灯します。



224 正しい運転操作

○ 各ギアには最低車速があります。運転
状況によっては、シフトアップ時に加速
することがあります。

最低車速

ギギヤヤ位位置置 kkmm//hh

11速速 3300

22速速 3300

33速速 4400

44速速 5500

55速速 5500

66速速 6600

先行車がいる場合
レーダセンサは検出範囲に入る先行

車両を監視しています。車両が検出さ
れた場合、設定された車間距離を維持
するために車両の速度を維持または減
速します。

先行車が検出されると、アイコンは
緑色に変わります。
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設定速度よりも先行車のほうが遅い
場合、減速し始めます。

アアドドババイイスス
○ 先行車との車間距離が短い場合で

も、先行車の状況によっては加速し始
めることがあります。

先行車がいない場合
設定速度を維持します。
先行車が車線変更をした場合、設定

速度まで加速し、その後速度を維持し
ます。

カーブコントロール
カーブ走行時、必要に応じて車速を

下げることで快適なリーン角を実現す
る機能です。

さらに、急ブレーキや急加速操作に
運転者が驚かないように、傾斜角が大
きくなるにつれて減速や加速が制限さ
れます。たとえば、カーブコントロー
ルは、先行車が失われ、設定した速度
が高すぎる場合に予期しない加速が発
生するのを防ぎます。カーブを走行し
ているときに、レーダによって限られ
た範囲でしか検出されない場合、前方
の車両が検出できなくなることがあり
ます。

運転者への介入要求
状況によっては後述する制限のため

に、減速中または加速中であっても必
要であればシステムは運転者に介入を
促すことがあります。このような要求
が行われると警告メッセージが表示さ
れます。
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次のような場合に表示されます。
● システムがブレーキをかけられな

かった場合、または車間距離を調整
できなかった場合（たとえば、車両
が突然車線に進入した場合や、検出
した車両が自車よりもはるかに遅い
速度の場合など）。

● エンジン回転数が7 500 rpmに達した
場合、またはエンジン回転数がギア
位置に対して低すぎる場合。この場
合、運転者ができる範囲でギアを上

下にシフトすることをお勧めしま
す。

ACC設定方法
● メニューモード画 面で “Adaptive

Cruise Control”を有効にします。
「メータの見方・使い方」の章、
「メニューモード画面」の項を参照
してください(86ページを参照)。

● 左ハンドルスイッチのクルーズコン
トロールボタン（ ）を押してく
ださい。システムが起動してクルー
ズコントロールインジケータが点灯
します。
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A. クルーズコントロールボタン
B. クルーズコントロールインジケータ

● 「SET/−」ボタンを押してくださ
い。現在車速で設定されクルーズコ
ントロールが開始します。

設定速度の調整方法
● 設定速度を上げるには、「RES/＋」

ボタンを使用します。

短押し 1 km/hずつ増加

長押し 5 km/hずつ増加

● 設定速度を下げるには、「SET/−」
ボタンを使用します。

短押し 1 km/hずつ減少

長押し 5 km/hずつ減少

A. 「RES/＋」ボタン
B. 「SET/−」ボタン
C. 設定速度
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アアドドババイイスス
○ 一時的に加速する場合は、通常のス

ロットル操作で加速します。この場合、
設定速度に戻すには前後のブレーキ
を使用せずにスロットルを戻してくださ
い。

車間距離の調整方法
メニューモード画面から調整する場合
● 「メータの見方・使い方」の章、

「メニューモード画面」の項を参照
してください(86ページを参照)。

Fnボタンを使用する場合
● Fnボタンを押しながら下MODEボタン

を押します。

A. Fnボタン
B. 下MODEボタン

ACCをオフにするには
● クルーズコントロールボタン（

）を押してオフにします。
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設定車速の解除方法
一時解除

設定車速は以下の条件で一時的に解
除されます。
● ブレーキレバーを引いたとき
● ブレーキペダルを踏んだとき
● クラッチレバーを数秒間引いたとき
● スロットルをアイドリング位置以上

に戻したとき
自動解除

設定車速は以下の条件で自動的に解
除されます。
● 車速が最低車速を下回ったとき
● その他の要因が発生したとき「各機

能の制限」 を参照してください
(232ページを参照)。

自動的に解除されると、警告メッ
セージが表示されます。

設定車速への復帰方法
● 「RES/＋」ボタンを押します。
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A. 「RES/＋」ボタン
B. 設定速度

アアドドババイイスス
○ 解除された車速で復帰します。

FCW

前方衝突の可能性を検出した場合
に、運転者に回避行動を促すシステム
です。システムが前面衝突の可能性を
検出すると、メータユニットの赤色警
告インジケータと画面上の警告メッ

セージが点滅し、運転者に危険を知ら
せます。

A. FCWインジケータ
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警警告告
FFCCWWのの機機能能をを過過信信ししなないいででくくだだささ
いい。。
● 本本機機能能はは正正面面衝衝突突のの危危険険ががああるる

ここととにに対対すするる警警告告表表示示ししかか行行いいまま
せせんん。。急急制制動動にによよりり転転倒倒のの可可能能性性
ががああるるここととかからら、、本本機機能能ははブブレレーー
キキをを作作動動ささせせなないいたためめ、、衝衝突突をを防防
止止ししたたりり衝衝突突時時のの損損傷傷をを軽軽減減ししたた
りりすするるここととははででききまませせんん。。ブブレレーーキキ
操操作作やや車車線線変変更更ななどど、、運運転転者者自自
身身でで適適切切なな操操縦縦をを行行いい、、衝衝突突をを回回
避避ししててくくだだささいい。。

● ままたた、、機機能能のの限限界界にによよりり衝衝突突をを検検
知知ででききなないい場場合合ががあありりまますすののでで、、
いいかかななるる状状況況ででもも適適切切ななススピピーードド
とと方方法法でで運運転転しし、、安安全全をを確確保保すするる
ここととはは運運転転者者のの責責任任でですす。。

● 機機能能をを正正ししくく使使用用すするるたためめにに、、本本
項項おおよよびび「「各各機機能能のの制制限限」」のの項項をを
よよくくおお読読みみににななりり、、機機能能のの限限界界にに
留留意意ししたた上上ででごご使使用用くくだだささいい。。

システム操作
● FCWは以下の条件で使用できます。

FCW オン

KTRC オン

車速 30 km/h以上

アアドドババイイスス
○ KTRCがオフの場合、FCWは自動的に

オフになります。

警告タイミングの調整方法
FCWが作動するタイミングは3段階で

調整できます。
● 「メータの見方・使い方」の章、

「メニューモード画面」の項を参照
してください(87ページを参照)。

FCWのオン／オフの方法
● FCWのオン／オフはメニューモード

画面で切り替えます。「メータの見
方・使い方」の章、「メニューモー
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ド画面」の項を参照してください
(87ページを参照)。

● FCWがオフの場合、メータユニット
にFCW OFFインジケータが表示され
ます。

各機能の制限

フロントレーダアシストを使用する
システムは、特定の条件または状況で
は正しく動作しない場合があります。
以下にいくつかの例をあげます。

環境の要因
● 悪天候の場合（大雨、霧、雪など）
● 蒸気や煙の中を通過する場合

アアドドババイイスス
○ 微粒子がレーダを散乱させることがあ

ります。

道路の要因
● 曲がりくねった道路や起伏のある道

路の場合

● 勾配が急に変化する道路の場合
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● レーダ反射物のある道路の場合（ト
ンネル、細い鉄橋、駐車場など）

アアドドババイイスス
○ 先行車がレーダの検出範囲外の可能

性があります。
○ 路肩の車両または構造物が先行車と

誤検出されることがあります。

車両の要因
● 過度な荷重またはサスペンションの

改造により車両が傾いている場合
● タイヤまたはホイールの状態が適切

ではない場合（サイズが違う、空気
圧が不適切など）

● レーダセンサ付近に異物が付着して
いる場合（ほこり、泥、虫など）

● エンジン始動後、一定時間走行して
いない場合

● 事故などにより、レーダセンサ付近
に強い衝撃が加わった場合

乗り方の要因
● 千鳥走行の場合
● 路側帯を走行している場合
● 追い越し中の場合
● 極端な運転状況の場合（ウィリー、

ジャックナイフ、急加減速など）

状況の要因
● 先行車が小さい場合（自転車、ス

クーターなど、また歩行者が検出で
きない場合があります）

● 先行車の形状が特殊な場合（トレー
ラー、タンクローリーなど）
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● 先行車の真後ろにいない場合

● 車両や動物が突然横切った場合（交
差点含む）

● 自車が他の車両の前を横切った場合
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● 先行車との車間距離が極端に短い場
合

● 車両がゆっくり車線に割り込み、ブ
レーキをかけた場合

自動停止
フロントレーダアシストを使用する

システムは、特定の条件または状況で
自動停止する場合があります。以下に
いくつかの例をあげます。
● ECUの温度が高い場合
● 特定の道路（オフロード、山道、曲

がりくねった道路など）を長時間
走った場合

● タイヤまたはホイールの状態が適切
ではない場合（サイズが違う、空気
圧が不適切など）

● レーダセンサ付近に異物が付着して
いる場合（ほこり、泥、虫など）

アアドドババイイスス
○ 自動停止した場合、各システムに問題

があることを表す警告メッセージが
メータユニットに表示されます。

○ 自動停止した要因が改善すると、シス
テムは復帰します。

リヤレーダアシスト

リヤミリ波レーダを用いて、以下の
支援を行います。
● BSD（後方死角検知）
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アアドドババイイスス
○ 他の国で走行する場合は、レーダセン

サを使用するための国別規定を遵守
する必要があります。このレーダセン
サは特定の国のライセンスがなく、国
別規定で使用が認められていない場
合は、無効にする必要があります。

リヤレーダセンサはフラップの中に
あります。

A. リヤレーダセンサ

注意事項

システムが正しく機能するように、
次の点に注意してください。

きれいに保つ
リリヤヤレレーーダダセセンンササ付付近近にに異異物物がが付付着着

ししなないいよよううににししててくくだだささいい。。（ほこり、
雪、氷、虫、アクセサリ、ステッカ
（透明のものを含む）、アルミテープ
など）

アアドドババイイスス
○ 異物が原因でシステムが正常に動作

せず、メータユニットに警告メッセージ
が表示されることがあります。異物を
除去しても問題が解決しない場合は、
カワサキ正規取扱店にご相談くださ
い。

振動、衝撃を避ける
リリヤヤレレーーダダセセンンササにに強強いい振振動動やや衝衝撃撃

をを与与ええなないいででくくだだささいい。。
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アアドドババイイスス
○ センサがずれるとシステムが誤作動し

たり、正しく検知されないことがありま
す。不明な場合は、カワサキ正規取扱
店にご相談ください。

改造しない
リリヤヤレレーーダダセセンンササ付付近近をを分分解解ししなないい

ででくくだだささいい。。 またセンサ付近を塗装し
ないでください。不明な場合は、カワ
サキ正規取扱店にご相談ください。

BSD

システムの制限内で車線変更の支援
をします。

自車に隣接する特定の範囲で車両を
検出すると、右側または左側のバック
ミラーに内蔵されているBSDインジ
ケータが点灯／点滅します。

A. BSDインジケータ



238 正しい運転操作

警警告告
BBSSDDのの機機能能をを過過信信ししなないいででくくだだささ
いい。。
● 本本機機能能はは、、後後方方死死角角にに車車両両ががああ

るるここととにに対対すするる警警告告表表示示ししかか行行わわ
なないいたためめ、、ああららゆゆるる状状況況下下でで運運転転
者者をを補補助助すするるももののででははあありりまませせ
んん。。

● ままたた、、機機能能のの限限界界にによよりり検検知知でできき
なないい車車両両がが接接近近ままたたはは通通過過すするる
可可能能性性ががああるるたためめ、、目目視視ででのの確確
認認のの代代わわりりににははななりりまませせんん。。車車線線
変変更更のの前前ににはは、、運運転転者者のの責責任任にに
おおいいてて必必ずず後後方方確確認認をを行行っっててくくだだ
ささいい。。

● 機機能能をを正正ししくく使使用用すするるたためめにに、、本本
項項おおよよびび「「各各機機能能のの制制限限」」のの項項をを
よよくくおお読読みみににななりり、、機機能能のの限限界界にに
留留意意ししたた上上ででごご使使用用くくだだささいい。。

システム操作
● BSDは以下の条件で使用できます。

BSD オン

KTRC オン

車速 22 km/h以上

アアドドババイイスス
○ KTRCがオフの場合、BSDは自動的に

オフになります。
○ イグニションスイッチをオンにすると、

BSDインジケータが数秒間点灯しま
す。もし点灯しない場合は、カワサキ
正規取扱店で点検をお受けください。

警告レベル
システムには2段階の警告レベルが

あります。
レレベベルル11：：

BSDインジケータ点灯
● 検出範囲に車両が入ったとき
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レレベベルル22：：
BSDインジケータ点滅

● レベル1の状態でターンシグナルス
イッチを操作したとき

BSDのオン／オフの方法
● BSDのオン／オフはメニューモード

画面で切り替えます。「メータの見
方・使い方」の章、「メニューモー
ド画面」の項を参照してください
(88ページを参照)。

● BSDがオフの場合、メータユニット
にBSD OFFインジケータが表示され
ます。
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各機能の制限

リヤレーダアシストを使用するシス
テムは、特定の条件または状況では正
しく動作しない場合があります。以下
にいくつかの例をあげます。

環境の要因
● 悪天候の場合（大雨、霧、雪など）
● 蒸気や煙の中を通過する場合

アアドドババイイスス
○ 微粒子がレーダを散乱させることがあ

ります。

道路の要因
● 隣接する車線に駐車している車両が

ある場合
● 曲がりくねった道路や起伏のある道

路の場合

● 勾配が急に変化する道路の場合
● レーダ反射物のある道路の場合（ト

ンネル、細い鉄橋、駐車場など）

アアドドババイイスス
○ 死角にある車両がレーダの検出範囲

外の可能性があります。
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○ 路肩の車両または構造物が誤検出さ
れることがあります。

車両の要因
● レーダセンサ付近に異物が付着して

いる場合（ほこり、泥、虫など）
● エンジン始動後、一定時間走行して

いない場合
● 事故などにより、レーダセンサ付近

に強い衝撃が加わった場合

乗り方の要因
● 千鳥走行の場合
● 路側帯を走行している場合
● 追い越し中の場合
● 極端な運転状況の場合（ウィリー、

ジャックナイフ、急加減速など）

状況の要因
● 検出範囲の車両が小さい場合（自転

車、スクーターなど、また歩行者が
検出できない場合があります）

● 水しぶきなどの予期しない物体が
レーダに干渉した場合

● 車線の幅が広く、隣接する車線が検
出可能範囲外である場合

● 隣接していない車線から、自車の側
方へ車両が近づいた場合
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● 車間距離の短い複数の車両が接近し
てきた場合

● 4 km/h以上の速度差で追い越す場合
● 検出可能範囲内の車両と自車との高

さの差が大きい場合

AHB
AHB（オートハイビーム）はカメラ

センサを用いて、前方の車両や街灯な
どの明るさを判断し、必要に応じて自
動的にハイビームとロービームを切り
替えます。

アアドドババイイスス
○ AHBシステムは、あらゆる状況下で運

転者を補助するものではなく、特定の
条件または状況では正しく動作しない
場合があります。常に周囲の状況を確
認し、必要に応じて手動でロービーム
に切り替えてください。

○ カメラが認識できる範囲や距離は、周
囲の状況により異なります。

AHBカメラセンサはカメラセンサカ
バーの後ろにあります。
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A. AHBカメラセンサ

システム操作

● AHBは以下の条件をすべて満たす
と、ヘッドライトが自動的にハイ
ビームに切り替わります。

AHB オン

ディマ／パッシン
グスイッチ位置

ハイビーム*

車速 20 km/h以上

車両周辺 暗い

*：ハイビーム位置以外ではAHBは作動
しません。スイッチ位置に応じてイン
ジケータの色が変化します。

AHBモードがオンの場合、AHBインジ
ケータが点灯します。

A. AHBインジケータ
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AHBインジケータの色は以下のよう
に変化します。緑色がAHB作動中の状
態です。

デディィママ／／パパッッシシンンググ
ススイイッッチチ位位置置

イインンジジケケーータタのの色色

ハイビーム 緑色

ロービーム 灰色

パッシング 灰色

アアドドババイイスス
○ 車速が15 km/h以下になると、ヘッドラ

イトがロービームに切り替わります。
○ カメラセンサが霧を検知すると、ヘッド

ライトがロービームに切り替わります。
○ 新車時やAHBユニットの交換時は、カ

メラセンサの初期学習のためAHBが
使用できず以下のインジケータが点灯
します。

AHBモードのオン／オフの方法

● AHBモードのオン／オフを切り替え
るには、ディマ／パッシングスイッ
チをパッシング方向に数秒間引き続
けます。

● AHBモードが切り替わると、AHBイン
ジケータがオン／オフします。
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A. ディマ／パッシングスイッチ
B. AHBインジケータ

アアドドババイイスス
○ AHBモードのオン／オフはメニュー

モード画面でも設定できます。「メータ
の見方・使い方」の章、「メニューモー
ド画面」の項を参照してください(86
ページを参照)。

注意事項

● カメラセンサやカメラカバー周辺は
常にきれいに保ってください。

● カメラセンサやカメラカバーが汚れ
ていたり、水滴や雪などで覆われて
いる場合は、多量の水を使用し柔ら
かい布で傷つけないよう優しく拭い
てください。

● カメラカバー周辺にステッカ、フィ
ルム等を貼らないでください。

● カメラレンズには触れないでくださ
い。

● 純正以外のカメラカバーに交換しな
いでください。
カメラセンサに強い衝撃が加わった

場合や、カメラセンサ周辺の修理が必
要な場合は、カワサキ正規取扱店にご
相談ください。

各機能の制限

特定の条件または状況では、AHBシ
ステムが正しく動作しない場合があり
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ます。以下にいくつかの例をあげま
す。

AHB警告メッセージが表示された場
合は、安全な場所に停車し、カメラカ
バー周辺を清掃してください。清掃
後、しばらく走行しても警告メッセー
ジが消えない場合は、カワサキ正規取
扱店にご相談ください。

環境の要因
● 悪天候の場合（大雨、霧、雪、カメ

ラカバーの霜など）
● 蒸気や煙の中を通過する場合

道路の要因
● 街灯、電光掲示板、信号等周辺の光

源が前方の道路を照らしている場合
● 前方の道路の明るさが常に変化して

いる場合
● 曲がりくねった道路や起伏のある道

路の場合
● 前方の標識、ミラー等の反射物が強

い光を反射している場合

● 勾配が急に変化する道路の場合

車両の要因
● 車両後部への過度な荷重またはサス

ペンションの改造により車両が傾い
ている場合

● カメラセンサ周辺が汚れている場合
（ほこり、泥、虫など）

● カメラセンサが高温または低温に
なった場合

乗り方の要因
● 極端な運転状況の場合（ウィリー、

ジャックナイフ、急加減速など）

状況の要因
以下のような状況では正しく動作し

ない場合があります。
自動切り替えがお好みに合わない場

合は、手動でヘッドライトを切り替え
てください。
● 先行車または対向車のライトの明る

さが強い、または弱い場合
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● 前方に車両が突然現れた場合や、前
方の車両がカメラセンサの範囲外で
ある場合

● 前方の車両が街路樹、中央分離帯等
に隠れている場合

● 前方の対象物が小さい場合（自転
車、スクーターなど、また歩行者が
検出できない場合があります）

一時的なセンサ感度調整

カメラセンサの感度を一時的に下げ
ることができます。

設定方法
● ディマ／パッシングスイッチをパッ

シング方向に引いた状態で、イグニ
ションスイッチをオンにします。

● AHBインジケータが点滅するまで
ディマ／パッシングスイッチを引き
続けます。（約20秒間）

● 点滅してから3秒以内にディマ／
パッシングスイッチをハイビームの
位置にします。

アアドドババイイスス
○ カメラセンサの感度が下がるとAHBイ

ンジケータが緑色に点滅します。

解除方法
● ディマ／パッシングスイッチをパッ

シング方向に数秒間引いたとき
● イグニションスイッチをオフにした

とき

VHA
VHA（ビークルホールドアシスト）

は、坂道での停車時にブレーキを保持
し、発進を支援します。

アアドドババイイスス
○ VHAはパーキングブレーキとして使用

することはできません。

● VHAは以下の条件で使用できます。

勾配 30%未満

サイドスタンド 格納
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● VHAを作動させるには、フロントブ
レーキまたはリヤブレーキを強くか
けます。ブレーキが保持され、メー
タユニットにVHAインジケータが表
示されます。

A. VHAインジケータ

解除条件
● 車両が動き始めたとき
● ブレーキレバーを引いて、1秒以内

に放したとき
● サイドスタンドが降りたとき

● ブレーキが保持されてから10分経過
したとき

アアドドババイイスス
○ 10分経過後、システムがブレーキを解

除する前にVHAインジケータが点滅し
ます。

KQS
KQS（Kawasaki Quick Shift）はク

ラッチ操作をせずにシフトアップ／ダ
ウンが可能となる機能です。

KQSは自動的にシフトアップ／ダウ
ンする機能ではありませんので、KQS
が搭載されていない車両と同様のシフ
トペダル操作が必要です。

アアドドババイイスス
○ クラッチレバーを引いたときには、KQS

は作動しません。
○ エンジン回転数が約1 600 rpm以下の

ときには、KQSは正しく作動しません。
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○ KQSを繰り返し作動させるには、ギヤ
チェンジ後にシフトペダルを完全に戻
す必要があります。

シフトアップ

車両加速時、クラッチ操作をせず
に、かつ、スロットルグリップを戻す
ことなく、シフトアップ操作が可能と
なります。

アアドドババイイスス
○ スロットルグリップが閉じているときに

は、KQSのシフトアップ機能は働きま
せん。

シフトダウン

クラッチ操作をせずにシフトダウン
が可能となります。

アアドドババイイスス
○ エンジン回転数が高い（レッドゾーン付

近）ときには、KQSのシフトダウン機能
は働きません。

KQSの設定
● メニューモード画面でKQSのオン／

オフを選択できます。「メータの見
方・使い方」の章、「メニューモー
ド画面」の項を参照してください
(84ページを参照)。

KEBC
KEBC （Kawasaki Engine Brake

Control）はエンジンブレーキ力を2つ
のモード（OFF/LIGHT）から選択でき
ます。KEBCモードの切り替えは、メ
ニューモード画面で行います。「メー
タの見方・使い方」の章、「メニュー
モード画面」の項を参照してください
(85ページを参照)。

KLCM
KLCM （Kawasaki Launch Control

Mode）は電子制御によりエンジン出力
を制御することで、最適な発進加速を
得ることができる運転者サポートシス
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テムです。ＫＫＬＬＣＣＭＭははササーーキキッットト走走行行でで
使使用用しし、、通通常常走走行行でではは使使用用ししなないいででくく
だだささいい。。

KLCMのセット方法
● ライディングモードを変更します。
“RIDER”モードでは、パワーモード
を“F”に設定してください。「イン
テグレイテッドライディングモー
ド」の項を参照してください(207
ページを参照)(210ページを参照)。

アアドドババイイスス
○ KLCMは、下表のライディングモードで

は使用できません。

RAIN

RIDER：
パワー（M、L）
KTRC (OFF)

アアドドババイイスス
○ KLCMはメニューモード画面では使用

できません。ただし、Kawasaki Spinア
プリを使用してのミラーリング中は使
用することができます。

A. KLCM使用可能
B. KLCM使用不可能

● KLCM起動メッセージが3回点滅する
まで、上MODEボタンとFnボタンを同
時に押し続けます。
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A. 上MODEボタン
B. Fnボタン

A. KLCM起動メッセージ

アアドドババイイスス
○ KLCMが作動している間でも、KTRCが

作動するとKTRCインジケータが点灯
します。

KLCMを起動した後、停車中にギヤを
1速に入れると、KLCMは作動状態にな
ります。作動中はスロットルを全開に
しても、エンジン回転速度は6 250 rpm
に保たれます。

発進時はスロットルを全開にしたま
ま、徐々にクラッチをつなげてくださ
い。クラッチがつながった後、システ
ムは最大限の加速を得るためにトルク
を制御します。KLCMは、2速ギヤへの
シフトアップ時に自動的に解除されま
す。

エンジン保護のため、KLCMの連続使
用には一定の制限を設けています。

水温が40°C以下 制限なし

水温が41 ∼ 100°C
最後の使用から2.5分
間は使用できませ
ん。

水温が101°C以上 使用できません。
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KLCMが使用できないときは、以下の
メッセージが表示されます。

A. KLCM制限メッセージ

警警告告
KKLLCCMMはは経経験験をを積積んんだだ運運転転者者向向けけ
ののシシスステテムムでですす。。使使用用すするる前前ににそそのの
特特性性をを十十分分ににごご理理解解ししててくくだだささいい。。クク
ララッッチチはは決決ししてて急急激激にに接接続続ししなないいでで
くくだだささいい。。ババラランンススをを崩崩しし転転倒倒すするる可可
能能性性ががあありりまますす。。ままたた、、急急激激なな動動力力
のの伝伝達達にによよりりエエンンジジンンがが損損傷傷すするる可可
能能性性ががあありりまますす。。

KCMF
KCMF （Kawasaki Cornering

Management Function）は走行中にIMU
から得られる精細な車体姿勢の情報を
基にして、 コーナの入り口から出口
に至る全域でエンジン・車体制御のパ
ラメータを監視することで ブレーキ
力とエンジン出力を調整します。それ
により減速から加速に至るまでスムー
ズに 移行でき、意図したとおりに
コーナリングを行えるようにライダを
アシストします。

このシステムはKTRC、KLCM、KECS、
KIBSおよびKEBCを統合制御していま
す。
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：カーブの手前（KTRC/KLCM/KECS）
：カーブ（KIBS/KEBC/KECS）
：カーブの出口（KTRC/KECS）

慣性計測装置（IMU）
IMUは車体姿勢の分析に使用されて

います。車両に搭載された電子システ
ムは、IMUの情報を利用することで、
よりスムーズな制御を行えるようにな
ります。
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点点検検整整備備ににつついいてて

法令で定められた点検整備
お車を安全かつ快適にご使用いただくため、法令により日常点検と定期点検整

備を行うことが義務付けられています。必ず実施してください。

1. 日常点検
走行距離や運行時の状態などから判断した適切な時期に実施する点検です。

2. 定期点検整備
車を使用する人自身の責任において定期的に行う点検整備です。
二輪車については1年点検と2年点検があります。
なお、詳細についてはメンテナンスノートをご覧ください。

カワサキが指定する点検整備（メーカ指定点検整備）
● 11かか月月目目（（ままたたはは11 000000 kkmm））点点検検整整備備

登録日から1か月目または1 000 km走行時点に行う点検です。
お買いあげいただいたカワサキ正規取扱店にてお受けください。

● メメーーカカ指指定定点点検検整整備備
法令で定められた定期点検整備項目のほかに、カワサキが指定する定期点検整
備項目があります。所定の時期になりましたら、法令で定められた定期点検整
備と同時に実施してください。
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また、総排気量が251 cm³以上の車は初回3年目、以降2年毎の継続検査（車検）
を受けなければ､引き続き使用することができません。車検有効期間の満了前
に必ずお受けください。
なお、点検整備の詳細についてはメンテナンスノートの「お車を安全、快適に
ご使用いただくために」をご覧ください。
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簡簡単単なな整整備備

ここでは、点検の結果、清掃、調整、交換等の整備が必要となった場合、通常
行われることの多い代表例について、その整備の実施方法を述べています。

警警告告
整整備備はは安安全全ののたためめごご自自身身のの知知識識、、技技量量のの範範囲囲内内でで行行っっててくくだだささいい。。難難ししいいとと思思
わわれれるる内内容容、、ああるるいいはは整整備備後後にに何何かか不不審審をを感感じじらられれたた場場合合ははカカワワササキキ正正規規取取扱扱
店店ににごご相相談談くくだだささいい。。整整備備をを行行ううととききはは、、安安全全にに充充分分注注意意ししててくくだだささいい。。
● 場場所所はは、、平平坦坦でで足足場場ののししっっかかりりししたた所所をを選選びび、、ススタタンンドドをを立立てててて行行っっててくくだだささ

いい。。
● エエンンジジンンをを停停止止ししたた状状態態でで行行っっててくくだだささいい。。
● 排排気気ガガススににはは有有害害なな一一酸酸化化炭炭素素等等のの成成分分がが含含ままれれてていいまますす。。エエンンジジンンををかかけけ

たた状状態態でで点点検検整整備備をを行行ううととききはは、、通通気気性性のの良良いい場場所所でで行行っっててくくだだささいい。。
● エエンンジジンンのの運運転転時時やや停停止止後後ししばばららくくのの間間はは、、ママフフララ、、エエンンジジンン、、ララジジエエーータタ等等がが

熱熱くくななっってていいまますす。。触触れれててややけけどどををししなないいよよううににししててくくだだささいい。。
● 適適切切なな工工具具をを使使用用ししててくくだだささいい。。ももしし、、不不適適切切なな工工具具をを使使用用ししてて整整備備作作業業をを行行

ううととけけががををすするる可可能能性性ががあありりまますす。。
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ブレーキ液量の点検
● 平坦な場所で車を垂直にし、リザー

バを水平にします。
● リザーバ内のブレーキ液量がアッパ

とロアレベルの間にあるかを点検し
ます。

A. フロントブレーキリザーバ
B. アッパ（UPPER）レベルライン
C. ロア（LOWER）レベルライン

A. リヤブレーキリザーバ
B. アッパ（UPPER）レベルライン
C. ロア（LOWER）レベルライン

アアドドババイイスス
○ もし液面がロア（LOWER）レベル以下

の場合は、カワサキ正規取扱店にご
相談ください。
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警警告告
● 液液面面ははブブレレーーキキパパッッドドのの摩摩耗耗とと共共

にに下下ががっっててききまますすがが、、ブブレレーーキキ液液
がが早早くく減減少少すするる場場合合、、ブブレレーーキキ系系
統統かかららのの液液漏漏れれがが考考ええらられれまますす。。
重重大大なな事事故故ににつつななががるる可可能能性性がが
あありりまますすののでで、、カカワワササキキ正正規規取取扱扱
店店でで点点検検ををおお受受けけくくだだささいい。。

● ブブレレーーキキ液液はは安安全全ののたためめ、、22年年毎毎
のの交交換換ををおおすすすすめめししまますす。。

警警告告
リリザザーーババキキャャッッププをを取取りり外外すす前前にに清清
掃掃すするる。。密密閉閉さされれたた容容器器にに入入っったた
DDOOTT44ブブレレーーキキ液液をを使使用用すするるこことと。。

注注意意

● ブブレレーーキキ液液をを混混用用すするるとと変変質質すするる
ののでで、、銘銘柄柄のの異異ななるるブブレレーーキキ液液をを
使使用用ししなないいででくくだだささいい。。

● ブブレレーーキキ液液はは塗塗装装ををいいたためめまますすのの
でで、、部部品品類類にに付付着着ささせせなないいででくくだだ
ささいい。。ももしし付付着着ししたたらら、、すすぐぐにに洗洗いい
流流ししててくくだだささいい。。

ブレーキライトスイッチ

ブレーキライトスイッチの点検

● ブレーキレバーを引いた状態で、イ
グニションスイッチをオンにしま
す。

● ブレーキライトが数秒間点滅するこ
とを確認してください。

● フロントブレーキをかけるとブレー
キライトが点灯することを確認して
ください。もし異常があれば、カワ
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サキ正規取扱店で点検をお受けくだ
さい。

● リヤブレーキをかけるとブレーキラ
イトが点灯することを確認してくだ
さい。ブレーキペダルを踏み込み、
ブレーキライトが点灯したときの踏
み込み量を測定します。標準値外の
場合は、調整してください。

［リヤブレーキライトの点灯時期］

標標準準値値：： 77 mmmm

A. ブレーキペダル
B. 7 mm

ブレーキライトスイッチの調整

● リヤブレーキリザーバボルトとス
トッパを取り外します。

● 右フロントステップブラケットボル
トを取り外します。

● 右フロントステップブラケットを少
し外側へ引き出します。
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A. リヤブレーキリザーバボルトおよびストッパ
B. 右フロントステップブラケットボルト
C. 右フロントステップブラケット

● カバーをずらします。
● スイッチを指で押さえ、調整ナット

を回して調整します。

アアドドババイイスス
○ スイッチの取り付け位置が高くなれば

早く点灯し、低くなれば遅く点灯しま
す。

A. カバー
B. リヤブレーキライトスイッチ
C. 調整ナット
D. 早く点灯
E. 遅く点灯

注注意意

リリヤヤブブレレーーキキラライイトトススイイッッチチをを調調整整すす
るる際際、、配配線線をを損損傷傷ささせせなないいたためめににスス
イイッッチチ本本体体をを回回ささなないいよよううににししててくくだだ
ささいい。。

● カバーを元に戻します。
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● 右フロントステップブラケットを取
り付けます。

● 右フロントステップブラケットボル
トを規定のトルクで締め付けます。

締め付けトルク

フフロロンントトスステテッッププブブララケケッットトボボルルトト：：
2255 NN··mm ((22..55 kkggff··mm))

アアドドババイイスス
○ トルクレンチがない場合は、カワサキ

正規取扱店にご相談ください。

● ストッパを取り付け、リヤブレーキ
リザーバボルトを規定のトルクで締
め付けます。

締め付けトルク

リリヤヤブブレレーーキキリリザザーーババボボルルトト：：
99..00 NN··mm ((00..9922 kkggff··mm))

クラッチ液量の点検
● 平坦な場所で車を垂直にし、リザー

バを水平にします。

● リザーバ内のブレーキ液量がアッパ
とロアレベルの間にあるかを点検し
ます。

A. アッパ（UPPER）レベルライン
B. ロア（LOWER）レベルライン
C. クラッチリザーバ

アアドドババイイスス
○ ブレーキと同じ液を使用します。
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警警告告
● 液液面面ははククララッッチチププレレーートトのの摩摩耗耗とと

共共にに下下ががっっててききまますすがが、、ブブレレーーキキ
液液がが早早くく減減少少すするる場場合合、、ククララッッチチ
系系統統かかららのの液液漏漏れれがが考考ええらられれまま
すす。。カカワワササキキ正正規規取取扱扱店店でで点点検検をを
おお受受けけくくだだささいい。。

● ブブレレーーキキ液液はは安安全全ののたためめ、、22年年毎毎
のの交交換換ををおおすすすすめめししまますす。。

注注意意

● ブブレレーーキキ液液をを混混用用すするるとと変変質質すするる
ののでで、、銘銘柄柄のの異異ななるるブブレレーーキキ液液をを
使使用用ししなないいででくくだだささいい。。

● ブブレレーーキキ液液はは塗塗装装ををいいたためめまますすのの
でで、、部部品品類類にに付付着着ささせせなないいででくくだだ
ささいい。。ももしし付付着着ししたたらら、、すすぐぐにに洗洗いい
流流ししててくくだだささいい。。

エンジンオイルの補給
● 平坦な場所で、エンジンを2 ∼ 3分間

アイドリング運転で暖機し、エンジ
ンを停止します。

アアドドババイイスス
○ 走行直後でエンジンが充分に暖機して

いればアイドリング運転は不要です。

● 車体を垂直にし、エンジンを停止し
て2 ∼ 3分後に、オイル量がオイルレ
ベル点検窓のアッパレベルとロアレ
ベルの間にあることを確認します。

● もしオイルが多いときは、スポイト
や適切な器具を使用してオイルを排
出します。

● オイル量がロアレベルに近ければ、
オイル注油口キャップを取り外し、
オイルレベル点検窓で確認しながら
アッパレベルとロアレベルの間ま
で、エンジンオイルを補給します。

● オイル注油口キャップを確実に取り
付けます。
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A. オイルレベル点検窓
B. オイル注油口キャップ
C. アッパレベル
D. ロアレベル

＜推奨オイル＞

カカワワササキキ純純正正44ササイイククルルオオイイルル

RR44 SSJJ 1100WW--4400 JJAASSOO MMAA

SS44 SSGG 1100WW--4400 JJAASSOO MMAA

ままたたはは

AAPPII SSGG、、SSHH、、SSJJ、、SSLLままたたははSSMM （（JJAASSOO
MMAA、、MMAA11ままたたははMMAA22適適合合品品））

SSAAEE 1100WW--4400

アアドドババイイスス
○ クラッチの滑りやエンジンの性能、耐

久性に悪影響を与えることがあるの
で、エンジンオイルに摩擦を低減させ
る添加物は加えないでください。

エンジンオイルの粘度は、次の図を
参考にして使用する地域の外気温に
よって使いわけてください。なお、前
述の推奨オイルと同じAPI分類とSAE規
格のエンジンオイルでも、それぞれオ
イルの特性等が微妙に異なっているた
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め、この車には適合しない場合があり
ます。

交換時期は“走行キロ毎交換”と“年
（月）毎交換”のどちらか早い方で実
施してください。

＜エンジンオイル交換時期＞

初回：
2回目：
以後：

1 000 km時　または　1か月時
6 000 km時　または　1年時
6 000 km毎　または　1年毎

［［エエンンジジンンオオイイルル量量］］

ｵｲﾙﾌｨﾙﾀを取り外していない時 3.5 L

ｵｲﾙﾌｨﾙﾀを取り外した時 4.3 L

＜オイルフィルタ交換時期＞

初回： 1 000 km時　または　1か月時

2回目： 18 000 km時

以後： 18 000 km毎

アアドドババイイスス
○ 補給するときには、オイル注油口から

ゴミ等が入らないようにしてください。
○ オイル量は、規定範囲の上限（アッパ

レベル）を超えないようにしてください。
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警警告告
エエンンジジンンやや排排気気系系統統はは運運転転中中やや停停
止止後後ししばばららくくのの間間はは高高温温ののたためめ、、やや
けけどどををおおここすす可可能能性性ががあありりまますす。。
● エエンンジジンンやや排排気気系系統統ににはは触触れれなな

いいででくくだだささいい。。
● オオイイルルををここぼぼししたたととききはは、、完完全全にに

拭拭ききととっっててくくだだささいい。。

注注意意

● 銘銘柄柄やや等等級級のの違違ううオオイイルルをを混混用用しし
たたりり、、低低品品質質ののオオイイルルをを使使用用すするる
とと変変質質ししててエエンンジジンンのの故故障障のの原原因因
ににななるるここととががあありりまますす。。同同一一銘銘柄柄、、
等等級級のの良良品品質質オオイイルルをを使使用用ししててくく
だだささいい。。銘銘柄柄、、等等級級がが不不明明のの場場合合
ははオオイイルル全全ててをを交交換換ししててくくだだささいい。。

アアドドババイイスス
○ 油脂類の廃液は法令で適切な処理を

行うことが義務づけられていますの

で、カワサキ正規取扱店にご相談くだ
さい。

冷却液

冷却液の作り方

カワサキ純正ロングライフクーラン
トと水道水（上水道）を1：1に混ぜ合
わせます。
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警警告告
冷冷却却液液ににはは毒毒性性ががあありりまますす。。取取りり扱扱
いいににはは充充分分注注意意ししててくくだだささいい。。
● 皮皮膚膚やや衣衣類類ににつついいたた場場合合

すすみみややかかにに水水でで洗洗っっててかからら、、石石けけ
んん水水でで洗洗っっててくくだだささいい。。

● 目目にに入入っったた場場合合
水水でで充充分分洗洗いい流流ししててかからら、、医医師師のの
診診察察をを受受けけててくくだだささいい。。

● 飲飲んんだだ場場合合
直直ちちににおおうう吐吐ささせせ、、医医師師のの診診察察をを
受受けけててくくだだささいい。。

注注意意

冷冷却却液液にに混混合合ままたたはは補補充充すするる水水はは
水水道道水水（（上上水水道道））をを使使用用ししててくくだだささ
いい。。井井戸戸水水やや塩塩分分をを含含むむ天天然然水水はは
エエンンジジンンのの損損傷傷ににつつななががるるののでで使使用用
ししなないいででくくだだささいい。。

冷却液の点検

● 車体を地面と垂直に保持します。
● エンジンが冷えている時に、右ロア

カウリングの裏側にあるリザーブタ
ンク内の冷却液の量を点検します。
液面がL（下限）マークラインより
下がっている場合は、リザーブタン
クのキャップをはずして、タンクの
F（上限）マークラインとL（下限）
マークラインの間まで冷却液を補給
します。
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A．F（上限）マークライン
B．L（下限）マークライン
C．リザーブタンク

冷却液の補給

● ボルトとワッシャを取り外します。

A. ボルトおよびワッシャ

● 突起をグロメットからはずします。
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A. 突起

● クランプをずらしてホースをはずし
ます。

アアドドババイイスス
○ ホースをはずさないとキャップがはず

しづらくなります。

● リザーブタンクのキャップをはず
し、タンクのF（上限）マークライ
ンとL（下限）マークラインの間ま
で冷却液を補給します。

A. クランプ
B. ホース
C. リザーブタンクキャップ

アアドドババイイスス
○ 冷却液はF（上限）マークラインを超え

て補給しないでください。
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注注意意

冷冷却却液液のの減減りり具具合合がが著著ししいいととききはは、、
ララジジエエーータタ本本体体、、エエンンジジンン内内部部、、ホホーー
ススななどどかかららのの液液漏漏れれがが考考ええらられれまますす
ののでで、、カカワワササキキ正正規規取取扱扱店店でで点点検検をを
おお受受けけくくだだささいい。。冷冷却却液液のの交交換換はは、、
カカワワササキキ正正規規取取扱扱店店ににごご相相談談くくだだささ
いい。。

● リザーブタンクにリザーブタンク
キャップを取り付けます。

● 取り外した部品を取り付けます。

スパークプラグ
指 定 ス パー ク プ ラ グ は NGK

SILMAR9E9です。プラグギャップは0.8
∼ 0.9 mm、締め付けトルクは13 N·m
(1.3 kgf·m)です。

A. プラグギャップ

注注意意

ススパパーーククププララググをを交交換換すするるととききはは、、
指指定定ススパパーーククププララググ以以外外はは使使用用ししなな
いいででくくだだささいい。。エエンンジジンン故故障障のの原原因因とと
ななりりまますす。。

アアドドババイイスス
○ スパークプラグの取り外しおよび取り

付けは、カワサキ正規取扱店にご相
談ください。
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エアクリーナ
エアクリーナエレメントが詰まると

吸入空気量が不足し、燃料消費量増
加、出力低下、プラグかぶり等の原因
になります。

アアドドババイイスス
○ 著しくほこり等の多い場所を走行した

場合は、定期点検期間よりお早めに
点検を行ってください。

エレメントの交換

エレメントの交換は、カワサキ正規
取扱店にご相談ください。

オイルの排出

● エンジンの左側にあるドレンプラグ
とキャッチタンクに、エアクリーナ
ハウジングからの水やオイルがた
まっていないか点検します。

A. ドレンプラグ
B. キャッチタンク

● 水やオイルがたまっている場合は、
はずして排出します。

● 排出後、プラグおよびキャッチタン
クは必ず元どおりに取り付けてくだ
さい。
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警警告告
ププララググおおよよびびキキャャッッチチタタンンククかかららオオイイ
ルルがが漏漏れれるるととタタイイヤヤにに付付着着しし、、タタイイ
ヤヤがが滑滑りりややすすくくななりり負負傷傷やや死死亡亡事事故故
ににつつななががるる危危険険性性ががあありりまますす。。ププララ
ググおおよよびびキキャャッッチチタタンンククはは必必ずずししっっかか
りりとと取取りり付付けけててくくだだささいい。。

スロットルの点検
スロットルグリップが全閉から全開

までスムーズに動くか点検します。も
し異常を感じた場合は、カワサキ正規
取扱店にご相談ください。

A. スロットルグリップ

アイドリング回転速度の調整
アイドリング回転速度は電子制御さ

れており、調整の必要はありません。
アイドリング回転速度が不安定な場合
は、カワサキ正規取扱店にご相談くだ
さい。

［アイドリング回転速度］

標標準準値値：： 11 000000 ∼∼ 11 220000 rrppmm
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アアドドババイイスス
○ エンジン冷間時にはファーストアイドル

機構が自動的に働き、エンジン回転速
度が高くなります。

ドライブチェーン

給油

● 後輪を浮かした状態で、後輪を手で
ゆっくり回しながら、チェーンやス
プロケットに付着した泥、汚れを柔
らかいブラシ等で落とし、カワサキ
純正チェーンクリーナを使用して洗
浄します。

● 乾燥後、後輪を手でゆっくり回しな
がら給油を行います。オイルが
チェーン各部によく行きわたるよう
にチェーンローラの両側に給油して
ください。

注注意意

● オオイイルルはは、、カカワワササキキ純純正正チチェェーーンン
オオイイルルをを使使用用ししててくくだだささいい。。

● ここのの車車ののチチェェーーンンはは、、ゴゴムムシシーールル
をを使使用用ししてていいまますす。。ゴゴムムシシーールルのの
損損傷傷をを防防ぐぐたためめススチチーームム洗洗浄浄はは
行行わわなないいででくくだだささいい。。

● シシンンナナ、、ガガソソリリンン等等のの揮揮発発性性溶溶
剤剤、、ワワイイヤヤブブララシシをを使使用用ししててのの洗洗
浄浄ははししなないいででくくだだささいい。。ゴゴムムシシーールル
がが損損傷傷ししまますす。。
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アアドドババイイスス
○ 雨天走行後、あるいは洗車後も給油し

てください。

● 給油後、余分なオイルは拭きとりま
す。

たるみ点検

アアドドババイイスス
○ チェーンが汚れていたり、乾いている

場合は、洗浄および給油します。

● サイドスタンドを立てます。
● 後輪を回し、チェーンの張りが最も

強くなる位置で、前後のスプロケッ
トの中間部で垂直の動き（チェーン
のたるみ）を測定します。標準値外
の場合は、調整してください。

［ドライブチェーンのたるみ］

標標準準値値：： 2255 ∼∼ 3355 mmmm

A. 25 ∼ 35 mm

たるみ調整

● チェーンの調整はカワサキ正規取扱
店にお申し付けください。

タイヤ
車を安全に運転するには、タイヤを

良い状態に保つことが重要です。
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警警告告
空空気気圧圧がが適適正正ででななかかっったたりり、、タタイイヤヤ
にに亀亀裂裂やや、、損損傷傷、、異異常常摩摩耗耗ががああるるとと
ハハンンドドルルををととらられれたたりり、、パパンンククのの原原因因
ににななりりまますす。。

空気圧

常に適正な空気圧を保ってくださ
い。タイヤの空気圧は、走行前のタイ
ヤが冷えている時に、タイヤの接地部
のたわみ状態により空気圧が適正であ
るかを点検します。

アアドドババイイスス
○ タイヤの空気圧は徐々に低下します。

また、タイヤによっては空気圧不足が
見た目では分かりにくいものもあるた
め、少なくとも1か月に一度はタイヤ
ゲージを使用して空気圧の点検を行っ
てください。

○ 走行後のタイヤが温まっている状態で
はタイヤの空気圧は高くなることがあ
りますので、必ず冷えた状態で点検し
てください。



簡単な整備 275

○ メータに表示される値でタイヤの空気
圧を調整しないでください。

○ ホイールを交換するときは純正ホイー
ルを使用し、タイヤ空気圧センサを移
し替えてください。交換後、タイヤ空気
圧がメータに表示されることを確認し
てください。

A. タイヤゲージ

前輪 後輪

タイヤ空
気圧

290 kPa
(2.90 kgf/
cm²)

290 kPa
(2.90 kgf/
cm²)

タイヤサ
イズ

120/70ZR17
M/C (58W)

190/55ZR17 M/
C (75W)

指定
タイ
ヤ

ブリ
ヂス
トン

BATTLAX
HYPERSPORT
S22F AA

BATTLAX
HYPERSPORT
S22R AA

亀裂と損傷

タイヤの全周に著しい亀裂や損傷が
ないか点検します。また、タイヤの全
周にわたり、釘、石、その他の異物が
刺さったり、かみ込んだりしていない
かを点検します。
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アアドドババイイスス
○ 道路の縁石等にタイヤ側面を接触さ

せたり、大きな凹みや突起物を乗り越
した時は、必ず点検してください。

異常な摩耗

タイヤの接地面が異常に摩耗してい
ないかを点検します。

タイヤが異常に摩耗しているとき
は、カワサキ正規取扱店にご相談くだ
さい。

溝の深さ

コーナリング、操縦安定性、さらに
安全走行のため、二輪車のタイヤは溝
の深さが前輪11 mmmm、後輪22 mmmm以下に
なりましたら交換をおすすめします。

タイヤの交換は、カワサキ正規取扱
店にご相談ください。
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A. デプスゲージ

警警告告
異異ななっったた種種類類ののタタイイヤヤをを使使用用ししたた
りり、、指指定定ササイイズズ以以外外ののタタイイヤヤをを使使用用
すするるとと、、車車のの走走行行安安定定性性をを失失いい、、けけ
ががやや死死亡亡ににいいたたるる事事故故ににつつななががるる
可可能能性性ががあありりまますす。。前前後後輪輪同同一一メメーー
カカのの指指定定タタイイヤヤをを使使用用ししててくくだだささいい。。

バッテリ端子部の清掃
バッテリ端子部に汚れや腐食がある

場合はバッテリをはずして清掃しま
す。

バッテリの取り外しおよび取り付け方

● イグニションスイッチをオフにしま
す。

● 運転者用シートを取り外します(151
ページを参照)。

● マイナス（−）ケーブルを取り外し
ます。

● 赤色のキャップをずらし、プラス
（＋）ケーブルを取り外します。

● バンドをはずし、バッテリをバッテ
リケースから取り出します。クラン
プを装備しているモデルは、バンド
と一緒にはずします。
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A. マイナス（−）端子
B. 赤色キャップとプラス（＋）端子
C. バンド
D. クランプ

● バッテリの取り付けは、取り外しの
逆順に行います。

● プラス（＋）ケーブル（キャップあ
り）を接続し、それからマイナス
（−）ケーブルを接続します。

アアドドババイイスス
○ マイナス（−）ケーブル接続時、必ず

ケーブルの端子をバッテリ端子へ押し

当てながら端子ボルトを締め付けてく
ださい。

注注意意

ババッッテテリリケケーーブブルルのの（（＋＋））（（−−））のの接接続続
はは逆逆ににししなないいででくくだだささいい。。電電気気系系統統
がが損損傷傷ししまますす。。

● 取り外した部品を取り付けます。

バッテリ端子部の清掃

● バッテリを取り外します。
● 端子部に汚れや腐食があるときは清

掃します。なお、端子部が腐食して
白い粉が付いているときは、ぬるま
湯を注いで拭くとよく落ちます。

● 端子部の腐食が著しいものは、ワイ
ヤブラシ、サンドペーパで磨きま
す。

● 清掃、締め付け後は、端子部にグ
リースを薄く塗布します。
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A. プラス（＋）端子
B. マイナス（−）端子

危危険険
ババッッテテリリ液液はは、、腐腐食食性性がが大大ききくく皮皮膚膚
炎炎をを起起ここししたたりり、、金金属属をを腐腐食食ささせせるる
等等非非常常にに危危険険でですす。。万万一一、、目目やや皮皮膚膚
等等にに付付着着ししたたととききははすすぐぐ多多量量のの水水
でで、、55分分間間（（目目のの場場合合はは1155分分間間））以以上上
洗洗浄浄ししてて専専門門医医のの診診察察をを受受けけててくくだだ
ささいい。。

危危険険
ババッッテテリリはは引引火火性性ガガスス（（水水素素ガガスス））をを
発発生生ししまますすののでで、、取取りり扱扱いいをを誤誤るるとと
爆爆発発すするる可可能能性性ががあありりまますす。。必必ずず下下
記記のの項項目目をを守守っっててくくだだささいい。。
● ババッッテテリリのの整整備備をを行行うう時時はは、、必必ずず

エエンンジジンンをを停停止止ささせせててくくだだささいい。。
● 作作業業中中、、ババッッテテリリのの（（＋＋））（（−−））端端子子

がが工工具具等等にによよりり、、シショョーートトししなないいよよ
ううにに注注意意ししててくくだだささいい。。

● ケケーーブブルルをを取取りり外外すす場場合合はは、、（（−−））
端端子子かからら取取りり外外ししててくくだだささいい。。まま
たた、、取取りり付付けけるる場場合合はは、、（（＋＋））端端子子
をを先先にに取取りり付付けけててくくだだささいい。。

● ケケーーブブルルにに緩緩みみがが生生じじなないいよようう確確
実実にに接接続続ししててくくだだささいい。。

● ババッッテテリリににガガソソリリンン、、オオイイルル、、有有機機
溶溶剤剤等等をを付付着着ささせせなないいででくくだだささ
いい。。電電槽槽割割れれのの原原因因ににななりりまますす。。

● 子子供供のの手手のの届届くくととこころろにに置置かかなないい
ででくくだだささいい。。
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注注意意

● ここのの車車ののババッッテテリリににははシシーールル形形
ババッッテテリリをを使使用用ししてていいまますす。。シシーー
ルル形形ババッッテテリリはは液液のの補補充充はは必必要要
ははあありりまませせんん。。密密封封栓栓ををここじじ開開けけ
てて液液のの補補充充はは絶絶対対おおややめめくくだだささ
いい。。ババッッテテリリがが損損傷傷ししまますす。。

● 寿寿命命ががつつききたたババッッテテリリをを交交換換すするる
場場合合はは、、必必ずず同同型型式式ののババッッテテリリをを
ごご使使用用くくだだささいい。。

● 使使用用済済みみののババッッテテリリをを廃廃却却すするる場場
合合ははカカワワササキキ正正規規取取扱扱店店ににごご相相
談談くくだだささいい。。

メメーーカカ名名 GGSSユユアアササ

型型式式 YYTTZZ1100SS

アアドドババイイスス
○ エンジンが始動しなかったり、ホーンの

音が弱い、ヘッドライトが暗い等の場
合は、バッテリが放電しています。バッ

テリの補充電をカワサキ正規取扱店
にご相談ください。

ヒューズの交換
ヒューズはアッパインナカウリング

の下にあるヒューズボックスにありま
す。メインヒューズは運転者用シート
の下にあるスタータリレーにありま
す。

A. ヒューズボックス
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A. メインヒューズ

前側ヒューズボックス（両側）へのアクセ
ス方法
● クイックリベットを取り外します。
● ボルトとワッシャを取り外します。

A. クイックリベット
B. ボルト
C. ボルトおよびワッシャ

● 突起をグロメットからはずします。
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A. 突起

● アッパインナカウリングの前側を引
き上げます。

● アッパインナカウリングを下側に押
し下げて燃料タンクカバーのフック
をはずします。

● アッパインナカウリングを取り外し
ます。

A. アッパインナカウリング
B. フック
C. 燃料タンクカバー

● ヒューズを確認します。
● アッパインナカウリングのフックを

燃料タンクカバーに差し込みます。
● 取り外した部品を取り付けます。

ヒューズが切れたときは原因を調べ
てスペアヒューズと交換してくださ
い。
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A. 正常
B. 切れた状態

警警告告
指指定定以以外外ののヒヒュューーズズをを使使用用すするるのの
はは火火災災のの可可能能性性ががあありり危危険険でですす。。
かかななららずず指指定定のの容容量量、、規規格格ののヒヒュューー
ズズをを使使用用ししててくくだだささいい。。

アアドドババイイスス
○ 交換してもすぐにヒューズが切れる場

合は、他の原因が考えられます。カワ
サキ正規取扱店にご相談ください。

○ スペアヒューズを使用した場合は、な
るべく早めに代わりのスペアヒューズ
を補充してください。
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車車ののおお手手入入れれ

いつまでも愛車を長持ちさせるため
定期的にお手入れを行ってください。
隅々まで清掃すれば、普段気づかない
異常箇所や摩耗が発見でき、故障予防
にもつながります。

警警告告
ごごみみやや可可燃燃物物がが車車体体、、エエンンジジンン、、排排
気気系系部部品品のの中中やや周周囲囲にに堆堆積積すするる
とと、、故故障障のの原原因因ととななるるここととががあありり、、火火
災災のの可可能能性性もも高高くくななりりまますす。。
● ごごみみやや可可燃燃物物がが車車体体にに堆堆積積すするる

よよううなな環環境境でで使使用用すするるととききはは、、エエ
ンンジジンン、、電電気気部部品品、、排排気気系系統統をを頻頻
繁繁にに点点検検ししててくくだだささいい。。

● ごごみみやや可可燃燃物物がが堆堆積積ししてていいるる場場
合合はは、、屋屋外外にに車車をを停停めめててエエンンジジンン
をを停停止止しし、、エエンンジジンンがが冷冷ええててかからら
堆堆積積ししたたごごみみ類類をを取取りり除除いいててくくだだ
ささいい。。

● 駐駐車車やや狭狭いい囲囲わわれれたた場場所所にに格格納納
すするる前前にに、、ごごみみやや可可燃燃物物がが堆堆積積しし
てていいなないいかか点点検検ししててくくだだささいい。。
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注注意意

通通常常走走行行時時やや雨雨天天時時、、未未舗舗装装路路をを
走走行行ししたた際際、、イインンナナチチュューーブブにに付付着着
ししたた汚汚れれ（（砂砂埃埃、、泥泥、、虫虫等等））はは固固ままるる
前前にに清清掃掃ししててくくだだささいい。。付付着着ししたたまままま
使使用用をを続続けけるるととオオイイルルシシーールルがが損損傷傷
ししオオイイルル漏漏れれのの原原因因ととななりりまますす。。

主な注意事項
● 洗車はエンジンとエキゾーストパイ

プ等が冷えているときに行ってくだ
さい。

● シール部品、ブレーキパッド、タイ
ヤにクリーナ等がかからないように
してください。

注注意意

ココンンパパウウンンドド入入りりののワワッッククススやや洗洗剤剤、、
硬硬いいブブララシシままたたははややすすりりななどどをを使使用用
ししてて塗塗装装面面やや樹樹脂脂部部品品をを磨磨くくとと、、色色
むむららああるるいいはは傷傷がが入入るる可可能能性性ががあありり
まますすののでで、、使使用用ししなないいででくくだだささいい。。

注注意意

ヘヘッッドドラライイトトののレレンンズズはは樹樹脂脂製製でですす。。
レレンンズズ部部分分をを洗洗浄浄すするる場場合合ににはは中中
性性洗洗剤剤をを用用いいてて柔柔ららかかいいススポポンンジジでで
行行っっててくくだだささいい。。

● ワックス、洗剤等はコンパウンドを
含んでいないものをご使用くださ
い。

● ガソリン、ブレーキ液および冷却液
等は、塗装面や樹脂部品を傷めます
ので、これらを部品類に付着させな
いでください。もし付着したら、す
ぐに洗い流してください。

● 硬いブラシまたはやすり等は、ご使
用にならないでください。

● 樹脂部分を傷めないように、充分に
注意をしてください。

● 高圧洗車機を使用しての洗車は行わ
ないでください。特に可動部分や電
装品に水がかかると、作動不良や故
障の原因となります。
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● 洗車の前に下記の部分に水がかから
ないようにしてください。

● イグニションスイッチ

● マフラ後部

ビニール袋でカバーする。

● クラッチレバーと左ハンドルスイッチ

ビニール袋でカバーする。

● エアクリーナの吸入口

ガムテープ、または布でふさぐ。

● フロントブレーキレバーと右ハンドル
スイッチ

ビニール袋でカバーする。

● シート

ビニール袋でカバーする。

● 下記の部分には強く水をかけないで
ください。

● メータユニット

● ヘッドライト

● ディスクブレーキのマスタシリンダと
キャリパ

● シートの下、カウリング内および燃料
タンクの下の電装品（スティックコイ
ル、スパークプラグ等が著しく濡れる
と漏電によりエンジンが始動しなくな
ることがあります。）

● フロント／リヤホイールのハブ

● ステアリングステムヘッドパイプ部

● スイングアームのピボット部

● 燃料タンクキャップ

● スロットルボディアッシ

洗車
● 水を流しながら柔らかい布やスポン

ジを使って汚れを落とし、水分を拭
きとってください。拭きとり作業を
行いながら、破損や傷がないかを点
検してください。自然乾燥は塗装面
を傷めますのでおやめください。
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● 汚れが落ちにくいときは、中性洗剤
を使って拭きとり、水で充分に洗い
流し、水分を拭きとってください。

● 防錆のため、洗車後はドライブ
チェーン、または各可動部の給油を
行ってください。

警警告告
洗洗車車後後ははブブレレーーキキのの効効ききがが悪悪くくななりり
思思わわぬぬ事事故故ににつつななががるる可可能能性性ががああ
りりまますす。。効効ききがが悪悪いい場場合合はは周周囲囲のの安安
全全をを確確認認しし、、低低速速でで走走行行ししななががらら、、
効効ききがが回回復復すするるままででブブレレーーキキをを軽軽くく
作作動動ささせせ、、ブブレレーーキキのの湿湿りりをを乾乾燥燥ささ
せせててくくだだささいい。。
● ブブレレーーキキデディィススクク、、パパッッドドににワワッックク

スス、、オオイイルルをを塗塗ららなないいででくくだだささいい。。
ブブレレーーキキがが効効かかななくくななりり事事故故のの原原
因因ににななりりまますす。。

● デディィススクク、、パパッッドドににオオイイルルがが付付着着しし
たた場場合合はは、、乾乾燥燥後後オオイイルル成成分分がが
残残ららなないいよよううなな洗洗浄浄液液でで洗洗浄浄ししてて
くくだだささいい。。ままたた、、完完全全にに洗洗浄浄ししききれれ
なないいととききはは、、パパッッドドをを交交換換ししててくくだだ
ささいい。。

アアドドババイイスス
○ 海岸地域や路面凍結防止剤を散布し

た路面を走行した後は、直ちに水洗い
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をしてください。温水を使用すると塩の
化学反応を強めますので、洗車は冷
水で行ってください。洗車後は水分を
拭きとり、金属部品やクロームメッキ部
には防錆油を吹き付けてください。

○ 雨天走行後、または洗車直後等に、
ヘッドライト内部に結露による曇りが発
生することがあります。ヘッドライト内
部が曇った時は、エンジンを始動し、
ヘッドライトを点灯させ、しばらくする
と、曇りは徐々に消えます。

塗装面
洗車後はワックスがけしてくださ

い。ワックスは3か月に一度、または
必要に応じてかけてください。

アアドドババイイスス
○ それぞれの用品に記載されている説

明をよく読み、用途や注意事項を必ず
お守りください。

つや消し塗装
中性洗剤と水を使って、汚れを落と

してください。塗装面は強く擦ると、
つや消しの塗装面につやが出るおそれ
があります。不明な場合は、カワサキ
正規取扱店にご相談ください。

樹脂部品
洗車後、樹脂部品に残った水分は柔

らかい布で丁寧に拭きとってくださ
い。乾燥後は樹脂部品専用のワックス
／ポリッシュをご使用ください。
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注注意意

● 樹樹脂脂部部品品ににガガソソリリンン、、ベベンンジジンン等等
のの有有機機溶溶剤剤がが付付着着すするるとと部部品品のの
損損傷傷のの原原因因ととななりりまますす。。付付着着ししたた
場場合合はは直直ちちにに水水、、ままたたはは中中性性洗洗
剤剤でで拭拭ききととりり、、損損傷傷ががなないいかかをを点点
検検ししててくくだだささいい。。

● ココンンパパウウンンドド入入りりのの洗洗剤剤やや硬硬いいブブ
ララシシのの使使用用はは塗塗装装面面にに傷傷をを入入れれ
るる可可能能性性ががあありりまますす。。使使用用ししなないい
ででくくだだささいい。。

長期間の格納
長期間、車を使用しない場合は下記

の要領で手入れをしてください。

アアドドババイイスス
○ 油脂類の廃却は法令で適切な処理を

行うことが義務づけられていますの
で、カワサキ正規取扱店にご相談くだ
さい。

格納のための準備
● 車全体を念入りに洗浄します。
● エンジンを充分に暖機後、エンジン

を停止します。そして、ドレンボル
トをはずし、エンジンオイルを排出
します。

● ドレンボルトを取り付け、オイル注
油口キャップを取り外し、新しいエ
ンジンオイルを入れます。

● オイル注油口キャップを取り付けま
す。

● 燃料タンクの燃料をすべて排出しま
す。

警警告告
燃燃料料をを排排出出すするるととききはは、、通通気気性性ののよよ
いい、、火火気気ののなないい場場所所でで行行っっててくくだだささ
いい。。

● タイヤの空気圧を2割減らし、前後
輪の下に防湿のために板を敷きま
す。



290 車のお手入れ

● メッキ部には防錆油を吹き付けま
す。ただしゴム部品とブレーキは避
けてください。

● ドライブチェーンとすべてのケーブ
ルに注油します。

● バッテリを取り外します。直射日光
の当たる所、湿気の多い所、温度が
非常に低い所等には保管しないでく
ださい。また、1か月毎にバッテリ
の補充電を行ってください。

● マフラに水が入るのを防ぐためにビ
ニール袋でカバーします。

● 防塵のため車全体にカバーをかけて
ください。

格納した車を使用する時には
● マフラからビニール袋を取り外しま

す。
● タイヤの空気圧を正規の値にしま

す。

前輪 290 kPa (2.90 kgf/cm2)

後輪 290 kPa (2.90 kgf/cm2)

● バッテリの補充電を行います。
● 燃料を入れます。
● 車体各部に注油します。
● 日常点検の項目に従って点検します

（メンテナンスノートの日常点検項
目、日常点検の方法をご覧くださ
い。）。
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環環境境保保護護ににつついいてて

● 車、または使用済みの部品・オイル等
を廃棄するときは？

環境保護のため、使用済みのバッテ
リやタイヤ、エンジンオイルの廃油等
は、むやみに捨てないでください。こ
れらのものを廃棄するときは、カワサ
キ正規取扱店にご相談ください。ま
た、将来お車を廃棄する際は、お近く
の廃棄二輪車取扱店にご相談くださ
い。

●廃棄二輪車取扱店とは？
（社）全国軽自動車協会連合会に登

録されている販売店で、広域廃棄物処
理指定業指定店として登録されている
廃棄二輪車取扱店です。廃棄二輪車を
適正処理するための窓口であり、店頭
に「廃棄二輪車取扱店の証」が表示さ
れています。

廃廃棄棄二二輪輪車車取取扱扱店店のの証証（（223300 mmmm ××
220000 mmmm））

●二輪車リサイクル費用とは？
廃棄二輪車を適正に処理し、再資源

化するための費用です。
二輪車リサイクルマークが車体に貼

り付けされている二輪車は、リサイク
ル費用がメーカ参考小売価格に含まれ
ていますので、あらためてリサイクル
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料金をお支払いいただくことはありま
せん。ただし、運搬または収集する費
用は含まれておりませんのでお客様か
ら廃棄二輪車取扱店、あるいは指定引
取場所までの運搬または収集費用はお
客様の負担となります。

●二輪車リサイクルマークの取り扱い
この車には、二輪車リサイクルマー

クが車体に貼付されています。車を廃
棄する際、二輪車リサイクルマークが
必要となります。マークは車体からは
がさないでください。紛失、破損によ
る再発行、部品販売の取り扱いはいた
しません。二輪車リサイクルシステム
の概要、ご利用方法等については、カ
ワサキのホームページまたは、（公
財）自動車リサイクル促進センターの
ホームページでご確認ください。

二二輪輪車車リリササイイククルルママーークク（（3300 mmmm ×× 3300
mmmm））

● 廃棄二輪車に関するお問い合わせに
ついて

廃棄二輪車のお取り扱いに関しまし
ては、最寄りの「廃棄二輪車取扱
店」、または下記までお問い合わせく
ださい。
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カワサキホームページ
https://www. global-kawasaki-
motors. com/environment/recyc01.
html

（公財）自動車リサイクル促進セン
ターホームページ
https://www.jarc.or.jp/motorcycle/

https://www.global-kawasaki-motors.com/environment/recyc01.html
https://www.global-kawasaki-motors.com/environment/recyc01.html
https://www.global-kawasaki-motors.com/environment/recyc01.html
https://www.jarc.or.jp/motorcycle/
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DDFFII自自己己診診断断シシスステテムムココネネククタタのの位位置置

DFI自己診断システムコネクタはシートの下にあります。

A. DFI自己診断システムコネクタ
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車車両両情情報報のの記記録録にに関関ししてて

カワサキでは、この車に搭載されているコンピュータにカワサキ車専用ツール
を接続し、記録されている情報を取得する 事があります。取得した情報は車両
の点検や故障診断、研究開発、法規適合確認を目的に利用する事があります。

取得する情報はモデルやグレード、地域によって異なりますが、主な項目は次
のとおりです。
● エンジンや車体の電子制御装置に記録されている使用状況や設定などの情報
● 排気ガス規制に関連する情報

なお、この車の車両制御コンピュータは音声や映像を記録する事はございませ
ん。

取得した情報は、次の場合を除き第三者へ開示されることはありません。
● お客様（または使用者）の同意を得た場合
● 行政や司法機関より法的に要請された場合
● お客様（または使用者）個人や車両を特定せず、加工した情報を研究開発や統

計調査などに使用する場合。
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イイベベンントトデデーータタレレココーーダダ

他の多くの自動車メーカーと同様に、カワサキもこの車にイベントデータレ
コーダ（EDR）を装備しています。この装置は、一定条件の事故や事故に近い状
況が発生したときにのみ、事故発生の直前から事故発生中に車両システムがどの
ように作動していたかを理解するためのデータを、短時間記録するように作られ
ています。

アアドドババイイスス
○ 通常走行時もデータは常に記録され上書きされていますが、イグニションスイッチを

オフにしたときに消去されます。
○ 事故発生時以外にEDRデータが、後で読み出しできるように保存されることはありま

せん。また、全ての事故がEDRデータとして保存されるものではありません。
○ この装置に個人情報（例：氏名、性別、年齢）が集められ記録されることはありませ

ん。

このデータにより、事故発生時車両がどのように作動していたかを、運転者と
メーカーの双方がより良く理解するのに役立ちます。この車のEDRは、次のよう
な事故時の車両走行状況を示すデータのみを記録するよう設計されています。
● 走行速度
● エンジン回転速度
● スロットル開度
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EDRが記録したデータを読み取るには、特殊な装置をEDRに接続する必要があり
ます。カワサキは、警察・裁判所・政府機関などの法的強制力のある要請に基づ
く場合を除き、あなたの承諾なしにEDRの情報を提供することはありません。
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万万一一のの故故障障にに備備ええてて

日常点検、定期点検を欠かさず行っ
ていただければ、不測のトラブルは未
然に防止することができます。万一故
障の場合は応急処置を行って、お買い
あげいただいたカワサキ正規取扱店へ
修理をお申しつけください。

エンジンが始動しない
スタータが回らないとき

● イグニションスイッチはオンになって
いますか。

● ヒューズが切れていませんか。

● ギヤがニュートラルになっています
か。

● バッテリケーブルは確実に接続されて
いますか。

● バッテリはあがっていませんか。

スタータは回るが始動しないとき

● 燃料タンクに燃料が入っていますか。

● 燃料系統が詰まっていませんか。

● 燃料の品質が低下していませんか。

● スパークプラグはゆるんでいません
か。

● スパークプラグは正常ですか。

● スパークプラグギャップは正常です
か。

● スパークプラグはかぶっていません
か。

● 転倒後、一度イグニションスイッチを
オフにしましたか。

エンジンが止まる
1速に入れたとき

● クラッチの切れは正常ですか。

● サイドスタンドが降りたままになって
いませんか。
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走行中に

● 燃料は入っていますか。

● 燃料タンクキャップのエア抜き穴が詰
まっていませんか。

● エンジンオイルはありますか。

● バッテリはあがっていませんか。
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おお客客様様相相談談室室

名称 電話番号 郵便番号 所在地

(株)カワサキモーター
スジャパン

フリーコール：0120–400819 〒673–8666 明石市川崎町1番1
号

お客様相談室

*フリーコールは携帯電話からもご利用いただけます。

受付時間　月曜 ∼金曜 （祝日および当社休業日を除く）

9：00 ∼ 12：00、 13：00 ∼ 17：00
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国土交通省ではリコール業務を円滑に行うため、お客様の安全や環境に大きな影
響を及ぼすと判断される場合の情報窓口を設定しております。

●自動車不具合情報専用ダイヤル：「自動車不具合情報ホットライン」

フリーダイヤル：0120–744–960 （受付時間 9：30 ∼ 12：00、 13：00 ∼ 17：
30）

24時間電話受付：03–3580–4434 （年中無休・24時間）

●国土交通省のホームページ：https://www.mlit.go.jp/ → 自動車不具合情報
コーナー

https://www.mlit.go.jp/
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リリココーールルににつついいててののおお願願いい

リコールとは、クルマの構造・装置の不具合による事故を未然に防止す
ることを目的とした制度です。
同一型式・一定範囲のクルマについて、構造・装置・性能などが、安

全・公害防止の規定（保安基準）に適合しなくなるおそれがあると弊社が
判断した場合に、その旨を国土交通省に届け出て、おクルマをご使用のお
客様にご連絡し、無料で修理するものです。

なお、保安基準にかかわらない場合でも、対応の必要があると判断した
場合には「改善対策」や「サービスキャンペーン」を行っております。

＜改善対策＞
改善対策とは、保安基準にかかわらない場合でも、弊社が安全確保・公

害防止の観点から必要と判断した場合に、ご使用のお客様へご連絡し、責
任を持って修理するものです。

＜サービスキャンペーン＞
サービスキャンペーンとは、商品品質改善等の観点から、弊社が必要と

判断した場合に、ご使用のお客様へご連絡し、責任を持って修理するもの
です。
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オオーーププンンソソーーススソソフフトトウウェェアアににつついいてて

この車両の部品にはオープンソースソフトウェアが使用されているものがあり
ます。

使用しているソフトウェアについて開示を受けたい場合は、カワサキ正規取扱
店にお問い合わせください。
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適適合合宣宣言言

アアドドババイイスス
○ 機能および装備の内容はモデルによって異なり、記載されているワイヤレスシステム

やアプリケーション範囲が含まれない場合があります。

KIPASS
朝朝日日電電装装は、KKIIPPAASSSSワイヤレスシステムが該当するガイドラインに適合して

いることを宣言します。適合宣言の全文は、以下のURLより閲覧できます。

認証ウェブサイト：
https://en.ad-asahidenso.co.jp/uploads/2021/01/ZKM013-870_0.pdf

https://en.ad-asahidenso.co.jp/uploads/2021/01/ZKM013-870_0.pdf
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タイヤプレッシャーモニタリング
システム
アメリカ合衆国：

カナダ：
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中華人民共和国： 大韓民国：
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台湾：

マレーシア：

フロントレーダセンサ
アメリカ合衆国：



308 適合宣言

カナダ： 日本国：

台湾：



適合宣言 309

香港：

オーストラリア連邦：

リヤレーダセンサ
アメリカ合衆国：
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カナダ： 日本国：

台湾：
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香港：

オーストラリア連邦：

メータ

技術データ：
アンテナについて (電力+ゲイン+ア

ンテナタイプ+内蔵または外付けアン
テナの説明)

Wi-Fi アンテナ：

電力：+15 dBm

ゲイン：2.1 dBi

タイプ：内蔵アンテナ

BTスマートフォンアンテナ：

電力：+4 dBm

ゲイン：1.0 dBi

タイプ：内蔵アンテナ

BTヘッドセットアンテナ：

電力： +4 dBm

ゲイン： 2.9 dBi

タイプ：内蔵アンテナ
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アメリカ合衆国：
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カナダ：



314 適合宣言

日本国： 中華人民共和国：

インド：
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台湾：

大韓民国：



316 バッテリに関する補足情報

ババッッテテリリにに関関すするる補補足足情情報報

バッテリ全般に関する情報
ここでは、車両に搭載されているモーター駆動バッテリ、12 Vバッテリ、ボタ

ン型電池に関する追加情報を提供します。使用前によく読んでバッテリについて
理解してください

危危険険
電電解解液液がが衣衣服服、、皮皮膚膚、、目目にに付付着着すするるとと、、重重傷傷をを負負っったたりり死死亡亡ししたたりりすするるおおそそれれがが
あありりまますす。。衣衣服服、、皮皮膚膚、、目目ににつついいたた場場合合はは、、すすぐぐにに多多量量のの水水でで55分分以以上上（（目目のの場場
合合はは1155分分以以上上））洗洗いい、、専専門門医医のの診診察察をを受受けけててくくだだささいい。。
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警警告告
ババッッテテリリをを不不適適切切にに取取りり扱扱ううとと、、感感電電、、重重度度のの火火傷傷、、重重傷傷ままたたはは死死亡亡をを引引きき起起ここ
すすおおそそれれががあありりまますす。。以以下下のの注注意意事事項項をを厳厳守守ししててくくだだささいい。。
● 火火花花、、火火ままたたはは高高温温をを引引きき起起ここすす可可能能性性ののああるる熱熱源源かからら遠遠ざざけけててくくだだささいい。。
● 子子供供ややペペッットトのの手手のの届届かかなないいととこころろにに保保管管ししててくくだだささいい。。
● 落落ととししたたりり、、衝衝撃撃をを与与ええたたりりししなないいででくくだだささいい。。
● 端端子子部部にに金金属属ななどどをを触触れれたたりり、、接接続続ししたたりりししなないいででくくだだささいい。。
● 水水ををかかけけたたりり、、濡濡れれたた手手でで触触れれたたりりししなないいででくくだだささいい。。
● 分分解解やや改改造造ををししなないいででくくだだささいい。。
● 破破損損、、変変形形、、水水没没ししたた場場合合はは絶絶対対にに使使用用ししなないいででくくだだささいい。。
● 煙煙やや異異臭臭ががししたた場場合合はは、、すすぐぐにに使使用用をを中中止止ししててくくだだささいい。。

注注意意

ババッッテテリリをを不不適適切切にに取取りり扱扱ううととババッッテテリリがが損損傷傷すするるおおそそれれががあありりまますす。。以以下下のの注注
意意事事項項ををおお守守りりくくだだささいい。。
● 落落ととししたたりり、、衝衝撃撃をを与与ええたたりり、、穴穴をを開開けけたたりり、、変変形形ささせせたたりりししなないいででくくだだささいい。。
● 上上にに重重いいももののをを置置かかなないいででくくだだささいい。。
● 火火花花、、火火ままたたはは高高温温をを引引きき起起ここすす可可能能性性ののああるる熱熱源源かからら遠遠ざざけけててくくだだささいい。。
● ババッッテテリリのの排排気気穴穴をを絶絶対対ににふふささががなないいででくくだだささいい。。
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注注意意

外外気気がが寒寒いいままたたはは暑暑いい環環境境ででババッッテテリリをを使使用用ままたたはは保保管管すするるとと、、ババッッテテリリがが凍凍結結
ままたたはは過過熱熱しし、、損損傷傷すするる可可能能性性ががあありりまますす。。外外気気がが冷冷たたいい、、ままたたはは暑暑いい環環境境でで
使使用用、、保保管管ししなないいででくくだだささいい。。

注注意意

他他ののババッッテテリリやや金金属属製製品品ととシショョーートトすするるとと、、液液漏漏れれ、、発発熱熱、、破破裂裂、、発発火火のの原原因因ととなな
りりまますす。。保保管管、、輸輸送送、、廃廃棄棄すするる場場合合はは、、端端子子ををテテーーププななどどでで絶絶縁縁ししててくくだだささいい。。

注注意意

ババッッテテリリをを電電子子レレンンジジやや高高圧圧容容器器にに入入れれるるとと、、ババッッテテリリがが発発熱熱、、破破裂裂、、発発火火すするる
ここととががあありりまますす。。電電子子レレンンジジやや高高圧圧容容器器にに入入れれなないいででくくだだささいい。。

注注意意

銘銘柄柄やや種種類類のの異異ななるる電電池池、、新新旧旧のの電電池池をを混混ぜぜてて使使用用ししたた場場合合、、電電池池はは特特性性のの
違違いいにによよりり、、液液漏漏れれ、、発発熱熱、、破破裂裂すするるここととががあありりまますす。。新新旧旧のの電電池池をを混混ぜぜなないいででくく
だだささいい。。
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注注意意

ババッッテテリリをを逆逆接接続続ししたたりり、、接接続続をを誤誤っったたりりすするるとと、、ババッッテテリリやや電電気気系系統統がが損損傷傷すするる
可可能能性性ががあありりまますす。。ババッッテテリリのの損損傷傷をを防防ぐぐたためめにに、、接接続続がが正正ししいいここととをを確確認認ししててくく
だだささいい。。

注注意意

規規定定のの充充電電時時間間をを超超ええてて充充電電をを続続けけるるとと、、液液漏漏れれ、、発発熱熱、、破破裂裂、、発発火火のの原原因因とと
ななりりまますす。。規規定定のの時時間間内内にに充充電電がが完完了了ししなないい場場合合はは、、ババッッテテリリままたたはは充充電電器器のの
故故障障とと考考ええらられれまますすののでで、、充充電電をを中中止止ししててくくだだささいい。。

注注意意

ババッッテテリリがが静静電電気気ににささららさされれるるとと、、静静電電気気にによよりり爆爆発発すするる可可能能性性ががあありりまますす。。点点
検検やや整整備備のの前前ににはは、、車車両両のの金金属属部部分分をを素素手手でで触触っってて静静電電気気をを逃逃ががししててくくだだささ
いい。。

注注意意

ベベンンジジンン、、シシンンナナーー、、ガガソソリリンンななどどのの有有機機溶溶剤剤やや洗洗剤剤ななどどででババッッテテリリをを清清掃掃すするる
とと、、ババッッテテリリのの劣劣化化やや液液漏漏れれのの原原因因ととななりりまますす。。清清掃掃ににはは使使用用ししなないいででくくだだささいい。。
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アアドドババイイスス
○ 必ず本書に記載されている仕様・性能のバッテリをご使用ください。
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ボタン型電池の追加情報

危危険険
電電池池をを飲飲みみ込込むむとと化化学学火火傷傷やや粘粘膜膜組組織織のの貫貫通通をを引引きき起起ここしし、、重重傷傷をを負負っったたりり死死
亡亡ししたたりりすするるおおそそれれががあありりまますす。。おお子子様様のの手手のの届届かかなないいととこころろにに保保管管ししててくくだだささ
いい。。電電池池をを飲飲みみ込込んんだだ場場合合はは取取りり出出すす必必要要ががあありりまますすののでで、、直直ちちにに医医師師のの診診察察
をを受受けけててくくだだささいい。。

注注意意

充充電電すするるととガガススがが発発生生ししたたりり、、内内部部構構造造がが損損傷傷しし、、液液漏漏れれ、、発発熱熱、、破破裂裂、、発発火火のの
原原因因ととななるるここととががあありりまますす。。絶絶対対にに充充電電ししなないいででくくだだささいい。。

注注意意

長長時時間間接接続続ししたたままままににすするるとと、、電電池池かからら発発生生すするるガガススにによよりり、、電電池池をを漏漏液液、、発発
熱熱、、破破裂裂、、発発火火ささせせたたりり、、機機器器をを破破損損すするるおおそそれれががあありりまますす。。長長期期間間デデババイイススをを
使使用用ししなないい場場合合やや、、電電池池がが消消耗耗ししたた場場合合はは、、デデババイイススかからら取取りり外外ししててくくだだささいい。。
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注注意意

電電池池ををははんんだだ付付けけすするるとと、、熱熱損損傷傷にによよるる液液漏漏れれ、、発発熱熱、、破破裂裂、、発発火火のの原原因因ととななりり
まますす。。絶絶対対ににははんんだだ付付けけををししなないいででくくだだささいい。。

注注意意

機機器器にによよっっててはは、、電電池池ホホルルダダーーのの金金属属部部分分がが電電池池のの（（＋＋））、、（（－－））端端子子にに接接触触すす
るる場場合合ががあありりまますす。。電電池池ががシショョーートトししなないいよよううにに機機器器にに取取りり付付けけててくくだだささいい。。






	ご愛用の皆様に 
	安全運転のために 
	主要諸元 
	各部の名称 
	ハイリーデュラブルペイント（一部のカラーバリエーションのみ） 

	エンジン番号・車台番号 
	メータの見方・使い方 
	メータユニット 
	起動 
	FCWインジケータ 
	シフトアップインジケータ 
	光度センサ 
	ホーム画面 
	メニューモード画面 
	操作ボタン 
	インジケータ 
	警告インジケータが点灯または点滅したとき 
	警告メッセージが表示されたとき 
	インジケータ初期動作 

	ホーム画面（上部） 
	インテグレイテッドライディングモードインジケータ 
	ギヤポジションインジケータ 
	車間距離インジケータ 
	ACCインジケータ 
	タコメータ 
	KQSインジケータ 
	KEBCインジケータ 
	マルチファンクションゲージ 

	ホーム画面（中央部） 
	コーナリングライトインジケータ 
	AHBインジケータ 
	サービスインジケータ 
	ECO走行インジケータ 
	VHAインジケータ 
	スピードメータ 

	ホーム画面（下部） 
	マルチファンクションディスプレイ 
	燃料計 
	KECSプリロードモードインジケータ 
	外気温計 
	機器接続インジケータ 
	水温計 
	電話 

	メニューモード画面 
	基本操作 
	Kawasaki SPIN 
	Vehicle Settings 
	RIDER Mode Settings 
	Settings 
	Information 


	Kawasaki SPINアプリ 
	基本操作 
	プリインストールアプリ 
	音楽アプリ 
	マップアプリ 
	電話アプリ 
	連絡先 
	カレンダー 



	KIPASSについて 
	KIPASS 
	KIPASSインジケータ／キーノブインジケータ 
	エンジンの始動 
	FOBキー（携帯機） 
	FOBキー（携帯機）の通信範囲 
	KIPASSが正しく作動しないとき 
	KIPASSのご使用にあたって 
	スペアキー 


	スイッチの使い方 
	イグニションスイッチ 
	ステアリングロック 
	左ハンドルスイッチ 
	（A）ディマ／パッシングスイッチ 
	（B/D）上MODEボタン／下MODEボタン 
	（C）ミドルボタン 
	（E）ホーンボタン 
	（F）ターンシグナルスイッチ 
	（G）ハザードボタン 
	（H）RESETボタン 
	（I）クルーズコントロールボタン 

	右ハンドルスイッチ 
	（A）エンジンスタート／ストップスイッチ 
	（B）Fnボタン 


	各部の取り扱い方 
	サイドスタンド 
	センタスタンド 
	ブレーキレバーアジャスタ 
	クラッチレバーアジャスタ 
	シート 
	同乗者用シートの取り外し 
	同乗者用シートの取り付け 
	運転者用シートの取り外し 
	運転者用シートの取り付け 

	ヘルメットロック 
	ヘルメットロックの使い方 

	荷掛けフック 
	ツールキット 
	エアインテーク 
	DC電源ソケット 
	USBソケット 
	グリップヒータ 
	コーナリングライト 
	サスペンションセッティング（ZX1002P） 
	フロントフォークのセッティング 
	スプリングの初期荷重の調整 
	伸側減衰力の調整 
	圧側減衰力の調整 
	リヤショックアブソーバのセッティング 
	スプリングの初期荷重の調整 
	伸側減衰力の調整 
	圧側減衰力の調整 
	リヤショックアブソーバの取り扱い方 
	セッティング表 

	サスペンションセッティング（ZX1002R） 
	フロントフォークのセッティング 
	スプリングの初期荷重の調整 
	セッティング表 


	ETCの取り扱い方 
	ETCとは 
	ETC2.0の情報提供サービス 
	ETCを利用するには 
	ETC利用上の注意 
	車載器各部の名称 
	（A）ETC車載器本体 
	（B）呼吸穴 
	（C）カードソケット 
	（D）耐振ゴム 
	（E）カバー 
	（F）銘版 
	（G）バックル 

	ETCカードの挿入 
	ETCインジケータの表示について 
	ETCレーンでの注意 
	故障かなと思ったら 

	燃料の補給 
	ガソリンの補給 

	正しい運転操作 
	エンジンのかけ方 
	ならし運転 
	走り方 
	シフトダウンの仕方 
	ブレーキの使い方 
	ESS 

	ABS 
	KIBS 
	エンジンの止め方 
	エンジンの非常停止 
	駐車の仕方 
	インテグレイテッドライディングモード（ZX1002P） 
	ライダモード（RIDER） 

	インテグレイテッドライディングモード（ZX1002R） 
	ライダモード（RIDER） 

	KTRC 
	KTRCインジケータ 
	KTRCモード 

	パワーモード 
	KECS（ZX1002R） 
	プリロードモード 
	減衰力 

	フロントレーダアシスト 
	注意事項 
	きれいに保つ 
	振動、衝撃を避ける 
	改造しない 

	ACC 
	ACCとCC 
	システム操作 
	ACC設定方法 
	ACCをオフにするには 

	FCW 
	システム操作 
	FCWのオン／オフの方法 

	各機能の制限 
	環境の要因 
	道路の要因 
	車両の要因 
	乗り方の要因 
	状況の要因 
	自動停止 


	リヤレーダアシスト 
	注意事項 
	きれいに保つ 
	振動、衝撃を避ける 
	改造しない 

	BSD 
	システム操作 
	BSDのオン／オフの方法 

	各機能の制限 
	環境の要因 
	道路の要因 
	車両の要因 
	乗り方の要因 
	状況の要因 


	AHB 
	システム操作 
	AHBモードのオン／オフの方法 
	注意事項 
	各機能の制限 
	環境の要因 
	道路の要因 
	車両の要因 
	乗り方の要因 
	状況の要因 

	一時的なセンサ感度調整 

	VHA 
	KQS 
	シフトアップ 
	シフトダウン 

	KEBC 
	KLCM 
	KCMF 
	慣性計測装置（IMU） 

	点検整備について 
	簡単な整備 
	ブレーキ液量の点検 
	ブレーキライトスイッチ 
	ブレーキライトスイッチの点検 
	ブレーキライトスイッチの調整 

	クラッチ液量の点検 
	エンジンオイルの補給 
	冷却液 
	冷却液の作り方 
	冷却液の点検 
	冷却液の補給 

	スパークプラグ 
	エアクリーナ 
	エレメントの交換 
	オイルの排出 

	スロットルの点検 
	アイドリング回転速度の調整 
	ドライブチェーン 
	給油 
	たるみ点検 
	たるみ調整 

	タイヤ 
	空気圧 
	亀裂と損傷 
	異常な摩耗 
	溝の深さ 

	バッテリ端子部の清掃 
	バッテリの取り外しおよび取り付け方 
	バッテリ端子部の清掃 

	ヒューズの交換 

	車のお手入れ 
	洗車 
	長期間の格納 

	環境保護について 
	DFI自己診断システムコネクタの位置 
	車両情報の記録に関して 
	イベントデータレコーダ 
	万一の故障に備えて 
	お客様相談室 
	リコールについてのお願い 
	オープンソースソフトウェアについて 
	適合宣言 
	KIPASS 
	タイヤプレッシャーモニタリングシステム 
	フロントレーダセンサ 
	リヤレーダセンサ 
	メータ 

	バッテリに関する補足情報 
	バッテリ全般に関する情報 
	ボタン型電池の追加情報 


